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多 くの皆様 の  ご愛 読 に支 え られ て『 方言 集 続 編 h7の 発行 』 が

出来 ま した。 改 め ま して ご好 意 に感 謝 し ご支援 に対 し厚 くお礼 を

申 し上 げ ます。 素人 ばか りの収 拾 構 成 ですが  編集 、 印刷 、製 本 と

会 員 は 余 暇 を 利用 しなが ら 皆 様 の心 に支え られ て  こ こまで 辿

りつ く喜 び も満 喫 して  残 せ て よか った夢 も叶 い ま した。

今 回 も『 五助の民話』か ら 方言単語 の追加 …はひふへ ほ、 まみ

むめ も、やゆよ、 らりるれろ、わ、 まで入 り 調査方言単語は総計

が ■ 8022語 にな りま した。勿論 この中には ダブった 方言 もあ

ると思 います し方言 では ない 言葉 もあるで しょう。で も先人 たち

の生活用語 であ った  『 野津原 の方言』が 今 日まで脈 々と生 きて

いた その事実 は誇 りで あ り感謝 して評価 したい ものです。

方言 を挿入 して構成 した『 お しゃべ り』 民話 を構成 した物 語。

読み聞かせで小学生 が とて も 目をキ ラキ ラ輝か したお話伝承 、昭

和 35年 前後の農村 作業風景 《1月 … 6月 )。 古 い唄、新 しい歌 。

ち よい と一服。 などがあち らこち らに ち りばめて読 む気持 ちに

お応 えす るよ う工夫 も致 しま した。

方言 の面 白さは何 と言 って も 底 ぬけに交 わえ る気持 ちになれ る

事。素人が作 った冊子だか ら憎 めない。面白さにつ い釣 りこまれ る

など 有難 いお便 りもいただ きます。取 り組んで よか ったと有 頂 天

にな って  14年 余 りが過 ぎま したが 皆様方 の支えが支援協力が

あ ったか ら いわば愛読者の皆 さんが作 ったよ うな ものです。

次回 は…続編L8は  古 い農作業 の思 いで … 7月 か ら 12月 まで

など、五助 さん の話 も弾む、季節の話題、そ して方言子供 の世 界 な

ども 盛 り込む予定 に してい ます。引 き続 きの ご愛読 いただけれ ば

この上 ない 幸 せ と思 います。健康管理 に心 くば りされ ま して の

日々を ご自愛 くださいます よ うに ご祈念 申 して います。た った‐一

度 きりの人生です 心豊 かに有意義 に。お祈 り しています。
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今回 もご愛読 いただ きま して 厚 くお礼を 申 し上げます。

皆様方の こ意 見、 ご小言、 資料 などを参考 として 方言世界

の記録残 しは思わぬ成果 で 故郷の古い生活文化で もある

方言が記録され ま した。取 り組んだ証 はきっと 歴 史の中に

皆様 の情愛 と共 に 残 ると信 じて います。

方 言 の面 白さ に魅 力を 感 じる 中学生 は夏 休 み の取 り組 み に方 言

も 仲 間入 りさせ て くれ た。 それ は無理 強 いで は な く ほん の流 れ

の 中 か ら心 に残 った情 愛 が  そ うさせ たのか も知 れ な い。 先人 が 昔

か ら書 くことよ り話 す 《放 す、離 す )方言  それ らの 中 に語 る く仲

間 に入 る、輸 に入 る〉 こ との大 事 さを  見取 った のか も知 れ な い。

小学生 に『 読み聞かせ』で決 まりきった本 よ り 民話伝承な どを

構成 して方言を少 し 染 み こませてみ ると人 の優 しさ 心が伝 わ る

よ うに思われ る。 いや今 はそ うで無 いか も知れないが 心 に残 った

話の中身 には常 に 方言 の もつ大切 な人の気持 ちが 注が れて い る

か らか も。 目をキ ラキ ラ輝 かせて聞 くのは 何か欲望が汲み取 れ る

ように も感 じられ ます。

だん だん忘 れ られ使 わ な くな る反 面  方 言 はお国 の手形 な ど との

表 現 の よ うに 故 郷 が あ る人 間 の誇 りや大 切 な 心 が潜在 して い る

か らだ ろ うと思 え る幸 せ 。 この ■ 5年 間 に調 査 して振 り返 ると そ

れ は無 駄 で は な い大切 な 無形 文化 財 の保 存 に取 り組 ん だ 大 き な

仕 事 で あ ったのだ と今 は  自負 も して い ます 。
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は ハイ リテーキユウタ…入 りたいので言いました、結 いました。

ハィッグバ ッチコ トワ リュー…ひれ伏 してお詫びを言 う、す る。

ハウゴタラヨナケー・̈ 道 うな ら夜中に、通 うな ら夜 になって。

ハ ウンナラタタニ ャノー…性交に来たのなら勃起 しないと。

ハェタカチキイチ ョケ…生えたのか確認を しては、確認す る。

ハエ タテ ンチ ッ トドー生えたと言 って も少 してす、 うぶ毛かな。

ハオ リャメ ッテキラ ンキ…羽繊は着 る機会が少な くて、時たま。

ハオ トイジ…準備 して待ち構える、相手の泣 き所を曝す。

ハカ ッテ ンカルナラ ン…幾 ら計 り直 して も変わ らない。正直。

ハガュージホエ ン・̈肝心な時に勤起が出来ず相手を惨めにす る。

パカ ンサ ンバイジル…他の事は出来なくても食 うことは確実。

ハギ リャユーネー…後味が悪 く決まりがつかない、尻すばみ。

ハグ リャミスルケ ン ド…は ぐれば見せ るけれど やは り乙女。

ハゲチャビンデ ンイイ…剥 げていて も惚れたら日本一好男児。

ハグラシュウジオ ジイ…怖いようないら立ちでそれで見たい。

ハケーイキ ャシマイ ド…埋葬された ら終わ り、生きて るか ら花。

ハゲラシュウデンコライー…歯がゆ くて も我慢 しなさい。忍耐。

ハ コーソウジス リャボ ン・̈ 墓掃除で盆を迎える区切 り。

ハ ョビャヒョコグサーはこべはひな鶏が好む草、

ハザヨナラフレキイイ…肌未なら割木に適材、割れやす く丈夫。

ハサ ンジウップル・・・挟んでひどく振 りまわす、乱暴 に振 る。

ハ シカキス ンナ…箸を作 りますか、竹を削 って上手に箸にす る。

ハ ジグレーカケー…恥をか く位の勇気 も必要、それて成長 も。

ハズル リャハサ ミコメー外れた ら挟んで入れなさい、つまんで。

ハズージョリャキヨエ ン・‐‐弾んでいる時は聞 こえない、真剣で。

ハゼニャマケテ ン…猛 にゃ負けて も親には負けない努力を .

ハゼタラクフルル…意 って度が割れたら食べ られる、焼けた ら。

ハ ッージキモチャイイガ…換んでぬ曖 もる感触は、肌饉 り感 じ。

ハッージョカニ ャヌクル ド…決んでおかないと抜けて しまう。

ハダギューニージ・・・肌着をぬいて、裸になって、それか らは。
ハ

ハダギューマクリャノヤ…肌者の下から覗いたものは。  さnフ

_ (亀
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は ハ タ ンコチ シチ ョク…… … … …… Ⅲほか の人 の事 に して お くが よ い

ハ チ ヮル リャイ チニ ンマエ …女 にな った ら一 人 前 、性 交 され た か

ハ チ ンコ ワ ウ メ ー …蜂 の さな ぎは煎 れ ば美 味 しい、蛋 白源 に な る

ハ ッチ ーモ クオ ミル … …物 貰 い も時 に は気 を使 う、世 渡 りが下 手

ハ ツラル リャハ ラ ンタ ツ… …… … … … …頬 を 叩 かれ る と腹 が立 つ

ハ ツヤ メ ー イ コカ …… … …… ……… … …年 明 け に初 めて行 く山仕 事

ハ トムニ ャニ ギ リモ ウサ ン……胸 が大 き く握 るの に骨 折 る嬉 しさ

ハ ナガ サ クオ ナ ゴ ゴケ …後 家 にな る と花 も咲 く、幸 せ な女 の晩 年

ハ ナ ンウチ カ ル … … … …始 め の うちか ら、 最 初 か ら解 って い たが

ハ ナ トニ イ クナ … … … …端 っ こに行 くと危 険 、 回 りには敵 が い る

ハ ナデ ンサ キ デ ン…… …・…始 め で も先 で も、理 屈 は同 じ事 だ け ど

ハ ナカ ル イ ラ ブ カ ス ー ……… … …最 初 か ら蜃 す 、計 画 的 に ごまか す

ハ ナ タ レナ コマ ル ー ……… …… …… …鼻 緒 が ゆ るいの は履 きに くい

ハ ナカル ムテ ー ナ … … … …最 初 か ら無 理 難 題 を 、計 画 的 に陥 れ る

ハ ナ タ レ ンム ス メ ザ カ リ・二 …鼻 たれ と思 って いたが もう色 気 盛 り

ハ ナ シ ャニ グル ド…… … … 放̈ した ら大 物 を 逃 が す話 は よ くあ る事

ハ ノー フイ チハ ヨキ ー … …第 一 印象 を 、 きれ い に して早 くお いで

ハ ノア カサ レチ フ ウゲ ネ… …急所 を つ か れ て面 目 もないあ りさ ま

ハ ノー トッチ ク リー … … … … …牛 馬 の鼻 先 を 引 いて 田ん ぼ を耕 す

ハ ノモ タス リャ トクス ル … … … …相 手 を乗 せ て お けば得 す るよ う

ハハ ジ ョウ ワ ミセ タ ド… …母 親 は子 供 の言 う事 には叶 えて くれ る

ハ ビコ ッチ クオ ミル ー増 えす ぎて苦 労 す る、 撤 きす ぎた種 問題 も

ハ プ リンイ イ ナ イ ッ トキ … …威 張 った とて ほん の一 時 の話 、景 気

ハ プ ラケ ー チ ア メ ー シル ー ……… ……… ごまか して 旨い事 に な った

ハ ボ ウ ミ リャ ウラ ヤ マ シイ …… …¨急 に富 豪 にな ったのを 引 け 目に

ハ ボ ウヤ ッテ ン シ レチ ョル … ……… …俄 か富 豪 は 中身 が知 れ て い る

ハ マ ラ メ トンイ ウ… …… … ………歯 と男性 器 と 目の順 に弱 るた とえ

ハ マル タ フキ オ ツキ ーす ぐ…… ……… …応 じる性 器 に ゃ用 心 せ ね ば

ハ ミユ ーハ リコ メ ー …牛 馬 の餌 は借 しまず にで な い と能 率 が悪 い

ハ ミュー ヤ ラニ ャムゲ ネー … …… … …牛 馬 の餌 は惜 しむ な可 哀 相

ハ ミューハ ズ シ ャア プネ … ……………摂 理 を 曲 げ る と理 屈 が通 らぬ

6 ）
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は ハ ムル ンナ イ マ ド… … …危 機一 髪 の時 、性 交 な ら今 が チヤスで す

ハ メ ソ コナ ヤ デ チ シマ ウ… …… …………入 れ損 な うと漏 れ て しま う

ハ メ タ カ コイ ツ… … 目的果 た したです か 、 旨 くお さ ま ったです か

ハ メマ ラチ ャ トシ ジ ャ ノ…… … …… Ⅲ…歯 や 目が悪 い とは年 です ね

ハ ヤカ リャイ イ モ ン ジ ャネ ー ……… …早 いか らよ い とは限 らな い

ハ ヨス ミャオ テ ツ ク…… …… … … …… ……早 く済 ん だ ので安 堵 した

ハ ラマ ジ ャ ミセ テ ン……… … … ………腹 まで は 見せ て も後 は花 で す

ハ ラハ チバ ホル ル ド…遠慮 す るだ けの器量 が 、 見 か け倒 しは困 る

ハ ラ ゴ ミュ シ ャ ン トセ ニ ャ… …内 ごめが 肝心 、 内輪 の団結 が大 事

ハ ラ ゴ ミュユ ウ シ ヨ しっか り… …内部 を固 め て、 内輪 もめは危 険

ハ ラハ ッチ ョル … … … …腹八 分 が健康 の元 、 欲 張 り もほ どほ ど に

ハ ル トオ キサ ニ ャナ ラ ン………… ………一毛 田 を起 こ して準 備 す る

ハ ル コー ジ ョキ ナ ー … …… ……… …しっか り頑 張 って お きな さ い ょ

ハ リナベ ンメ シ ャ…… ………張 り子一 杯 の飯 、鍋 い っぱ い にな って

ハ リグ レモ ッチ ョ レ …̈ … …… …針 くらい は常 に持 参 して いな さ い

ハ ル ォ ビュ シ ミー … …牛 馬 の腹 の帯 を しっか り と、 きちん と準 備

ハ レモ ンニ ャキオ ツキ ー… … …腫 れ物 には注意 しな い と酷 くな る

ハ レ ヒ トツ ナエ … … … ……… ……腹一 杯 に、思 わ ぬ ご馳走 にな って

ハ ロウ タテ テ ンモ ウカ ラ ン… …̈……腹 立 てて も儲 け にわ な らな い

ハ ローセカ ス ル … … …… ……腹 痛 を起 こ して、 食 い合 わせ が悪 くて

ハ ワクナス ミガオ モ …掃 除 は隅が 肝心 、 見 え な い場 所 を きれ い に

ハ ン ドン ミダ ー クサ ラ ン…水 桶 の水 は腐 らな い 使 うか ら生 き る

バ ンザ イ シタ… … …手 を あ げて しま った、失 敗 した、喜 びの歓 声

ハ ワイ タラ ア トカ タズ キ ュ…… …… ………掃 除 よ り後 片 付 けが 大 事

ハ ヤ リャセ ンコツス ンナ … … …思 い込 み は失 敗 の元 、短 慮 は 危 険

2つ の方言が連 な ると言葉 の意味が 多様 に解 りやす くなります

か ら 方言 の面 白さ も現れ ます。ハ ローセカスル…腹が痛む事 や

腹が痛 いよ うな感触、気持 ちの発言が待 たれ る、思 っている事 を

早 く聞 きたい、解 って いて も直接発言 させ る などと前後に連 な

る言 葉 に よ って も 多 種 多 様 に別 れて行 きます 。
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馬 子 ん五 助 さん な里 の人 気 者

里 ん 一 の瀬 渡 しん 側 に居 る 五助 さん な話上 手 じ 年寄 りか る若

い しま じ誰 とでん 話 し ゅう合 わせ ち 皆 か る頼 られ ち ょる。相 談 ご

とか る喧嘩 ん 仲 裁  夫 婦 ん あ れ これん飛 び こみ頼 ま る る き 呑 気 に

『 うろ い よ こい』 も出来 ん 。今 日 も朝 か る雨 じゃ もん じ 朝寝 を し

ゅうち思 い よ った ら だ ま し娘  おみ つが 寝 間 に飛 び くう じ来 た 。

『 ち ょ うと早 ぅ起 け に ゃお お ごつ』『 な にや宇 曾 山 でん爆発 した

ん か 』『 それ ど ころ じゃね ―で』 目を こす り尻 べ らを叩 きなが ら

ゴ ソ ゴ ソ 出 て きたが 大 け な欠 伸。 そ リー吸 い込 ま る りゃ しめ ― か

ち おみ つ は飛 び下 が った。『 ふん と もう あぶ ね ― じゃね ― な』

親 が 親 な ら娘 も娘  お も しろ家 が揃 うた もん じゃ。

お里 が『 相 談 が あ る きち 来 ち ょるで』『 こげ ―早 ぅや 何 事 か

の 一』 五 助 が 気 の進 まん嫁 ごん世話 を した おみつ と仲良 しん 娘

じゃつ た。 ふ うゆ う あ りつ いた ち喜 くう じ帰 った に 今 頃 に な っ

ち どげ ― したん か の や …五 助 は人 の ごつ 一言 いなが ら ひ ょい と見

る と ごぜ ん 戸 口 じ泣 きよ る。

『 どげ ― したん か  お里 』『 ………』『 黙 って ち ょたん じや 解 ら

ん ど  まあ上 が れ』『 … … …』 お里 は言 わ れ るま ま に 上 が り座

敷 か る上 が り く うだ。 Fこ っち に来 な ― 何 が あ ったん か』『 … …

…』 口 ご も っち話 さん もん じゃき おみ つ が聞 いちみ た。『 あん

な 話 さん と返 事 が 出来 ん こ と どげ したん 』

『 ち ゃ一 らまあ  3べ ん もえ―元気 じゃな―』 おみつ も果れ た

けん ど若 いき無理 もね ―.五助 に話 した  『 あん な 3べん もあ り ゅ

したん と』『 や 一ふ ん とのや』 二人 が顔 合 わせ ち さ もなん

。 Fお里 お前 ゃ元 気 もん の婿 じょう じ運が い いの う」 五 助

も日水 が 出 そ う じゃつ たぬ  え ― と こ らえ た。ふ ん とのや。

ヽ ン
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お里 は真 剣 嬉 しい ぬ世 話 に な る 五 助 に知 らせ たか ったん じゃろ

う。『 え ― し今 しが た帰 っち来 ち』 も う嬉 しいのが顔 じゅ うに出

ち ょる。『 一 番 は米 1俵 じったん で』『 それ じ何 番勝 負 じか 』『 3

ベ ンロにえ 一 と勝 ったん と』『 や ったの ― 一 時 ゃ米 飯 が 食 わ る る

の 一』 皆 が 喜 び ぅ分 けお ― た将 棋 ん試 合 じゃつ た。

ひ  ヒー ヒーユ ウナ…………Ⅲ………泣 き叫ぶ もの じゃない

ヒァィヮタケー…………………………借 った利子 は高 い

ヒイチ ク レナー…引 っば って ください、差 し引 き して

ヒェ クウジ……………寒 さが増 して、弱音 に困惑 して

ヒエダニナ ッタ ド …̈……………稗が多 くな った田んぼ

ヒオケセヤ………… 火 の用 心 を して、 噂 の立 た ぬ うち に

ヒガマ ンデ ンヨカ ロウ…… い じけな くて も、誤解 は困 る

ヒガ ンノチ ュ ウニ チ ジヨ クモ ヤス ミ……… ……仕事 は今 日は休 み に

ヒキ ドキ モ ノ ヤ … ……… ……人 間 の対 処 進 退 は は っき りと、 決 断 力

ヒクー シチ タ ノメ … … …平 身低頭 して依 頼 す る、無 理 に頼 ん で は

ピク ッ トシタ トキ ガ イイ…… …… … … … “性 交 の頂点 は幸 せ の満 嘆

ヒキ ズ リャ ウ クル …̈… ……舞 台 の晴姿 は千 両役 者 、 日を魅 く晴姿

ヒゴ ノカ ミャ コガ タナ …… … … …… …子 供 の小 刀 は肥後 の守 と言 う

ヒサ シケ ー チオ モ ヨ トラ レタ…… … … … …¨油 断 した大 家 の無 精 者

ヒシモ チ ャム ス メ …… ……… …ひ し餅 は女 の子 の シ ンポル に似 合 う

ヒズ ー デ ンハ リコ メ ……… ……辛 くて も努 力 が芽 を 出 し実 を つ け る

ヒズ ネ ー ク レー ジ ャモ ウカ ラ ン…… … …… …苦 労 して こそ宝 も入 る

ヒゼ ンナハ ヨナオ セ ………皮膚 病 は早 め に治 せ 、移 る危 険 が あ る

ヒダ リュ ウ ジタマ ラ ン……空腹 で た ま らな い、 ひ も じい腹 も一 時

ヒチ メ ン ドクセ ー ………… ………面 倒 くさ くて、複 雑 な仕事 や作 業

ヒ ドル カ オ ソ カ … …後下 が り します か押 しま しょうか 、後 か前 か

ヒ ドッチ ョル … … … …下 が って い ます 、 ハ ック して い るよ うで す

ヒ トンガ ンナ ワガ モ ン、人 の物 は我 が物 、勝 手 きま まな、 る一ず

ヒ トハ ズ ミ ンハ ナ シー …瞬 の 出来 事 、 咄 嵯 にあ った話 、 瞬 時 の事

ヒ トンダ デ ケ タ ひ と……荷 物 出来 ま した 、牛 馬 に背負 わ せ る荷 物
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ひ  ヒ トニ ギ リジイイ キ ナ… … ほん の少 しで よ いか ら、気持 ちだ けで

ヒ トンクチ トハ タテ ラ レン……… …¨… …他 人 の 日 に乗 らな い正 面

ヒナ テマ トホ ス … … … 日当 た りに股 を 開 いて、 ち らり見 え た か な

ヒネ テ ンウル ル … … …傷 み か か って もよ い品物 な ら、誠 心 誠 意 で

ヒノケ ンネ ー トコ リ…噂 が た った ら始 末 が 悪 い、早 めの消 じ止 め

ヒノポ リャユ ウ ヒル … …… … 日が あた る と乾燥 す る、恵 み に感 謝

ヒノ ツ ジ ャユ ウ ヒル … … …… 日中 は よ く乾 く、 太 陽 のあ りが た さ

ヒノ シマ ツユ ー シ ヨ…… …… …… ……火 の用 心 は泥 棒 よ り怖 いか ら

ヒバ リャムギ ンナ カ ド… … … …麦 の中 は雲 雀 だか ら気 を 聞 か せ て

ヒバ ンノチ ョコ シゴ ト… ……火 番 をだ しの酒飲 み 、理 由 は何 で も

ビビギ レナ マ ミソ… … … … … ひ び には生 味 噌が 効 果 、応 急 治 療 で

ヒプ リジサ カ ノ‐
トル … ……火 を と も した魚 捕 り、夜 の魚 取 り技 法

ヒボ シ ンツマ ミダイ … …空腹 につ い盗 み 食 い、追 い詰 め られ るな

ヒボ シャナ ンナ …… … … ……………食 べ物 もな い人 間 にな らぬ よ う

ヒマ コス ツカ イ ヨ ウ… …… …時 間 は使 い よ うで生 き る、 有 効 利 用

ヒマ ツ クラニ ャデ ケ ン…時 間 は作 り出す もの、余 分 な時 間 は な い

ヒマ チ ュ ウタ ジ ャネ ーカ … …暇 と言 って いた の に、理 して逃 げ 日

ヒマ ン トキ ア ス ビキ イ … … …… … …… …… …暇 な らお茶 の み お い で

ヒ ミンズ ラキ ガ ヨエ ー … …気 弱 な人 は損 をす る、恥 ず か しが り屋

ヒムキ ャス ミイ イ ガ … ………… Ⅲ… …南 向 きは住 宅 向 き、環 境 抜 群

ヒメガ ヮ トク ジャ… … … … ……美人 は七 難 逃 れ る、美人 は得 す る

ヒメ ヨ リャキ ガ ヤサ シイ … … ………… ……美 人 よ り も気が 優 しい人

ヒモ ムス ビグ レオ ポ イ ー … … …… … …簡 単 な結 び方 くらい常 識 で

ヒユ ーハ リコ メ ノー 日当を多 く払 って くだ さい、 ご褒美 も添 え て

ヒユ ー トリンコゼ ニ タ メ… ……働 き者 の 貯 金 を残 す 、 日頃 の努 力

ヒ ョカ ッ トイ イハ ナ シ …̈……急 に よい話 、 棚 か らば た もち、 幸 運

ヒヤ イニ オ イ カ ケ ラル ンナ … …… …利 子 に苦労 す る、経 済 観 念 を

ヒヤ イニ ャクオ ミル … …借 った利 子 払 い に苦 労 す る、計 画経 済 を

ヒユ ウ トリモ サ キ ャノム ド… …… ‐一辛 抱 して も人 並 みの付 き合 い

ヒヨエ ーナ ヨ ロケ ……… …弱 々 しい人 は病 身 、色 白 は ど こか持 病 が

ヒ ョカ ッ トイ ウキ タマ ガ ル … … …………… …急 に言 うか ら吃驚 す る
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ひ  ヒラ ンノカ … … … … …干 上 が らな いの です か、乾 か な いの です か

ヒログ リャオ オ ゲ ナ シ ド… …見 か け よ り大 きいか ら、大 ふ ろ しき

ヒロツ ク ヤ ツニ ャヤ ンナ …… …………食 い意地悪 い者 には あ げ な い

ヒロゲ チ チ シカ プス ル …… … …広 げて覆 い被せ 、予 期 せ ぬ 出来 事

ビンポ ウバ ナ サ クオ トコゴケ … … …… …男 後家 には虹 が 湧 くとか

ヒ ン ミイ チ ョル … ………… 目を 見張 って 品 位 の無 い、 下 品 な姿 格 好

ヒ ンモ シ ャ シ ャラモ ネ ー…… …… …な りふ り構 わ な い、 下 品 な姿 勢

ヒ ン ミー チ メ ン ドシイ … … 目を 見張 って下 品 な形 相 、 品 位 の無 い

ビンタ ンヌ チ チ マエ ー チ …頬 べ たを酷 く叩 かれ て、乱 暴 な仕 打 ち

ビ ンポユ ス リャ ヒ ンガ ヮ リ…貧乏 ゆす りは下品 な動 作 、 無 意 識 も

ピ ン トタ チ ャ シ ョヮネ ー… …勃 起 す れ ば健 康 の証 、朝 立 つ は元 気

五 助 の涙

気がすす まん ち言 うけん ど 大方ん しが いいち思 う相手 に嫁 ごに

行 った娘 .五助 が風邪 じス ヮムクき そげな連絡受 けた もの じゃき

飛 う じ来 た。楽天家ん五助 はそ知 らん顔 じ 笑 ぅち『 心配 か けたの

う 世話ね ― き』 ち 笑 ぅち見せ る。横顔 ぅ見ると元気 そ うなん に

ほっと 安心 じち『 仲 ゆ うしよや  あん婿 ジ ョウハ いい男 ど』 そ

う言われ るとマ ンダラでんね― 自分 に言 い聞かせち胸 なでお リー

た。

『 ぼちぼ ち帰 らん と ダ ンゴ汁炊 きよせん ど』 五助 は折角来 ち

くれ たん ぬ 追 い返す ごたるが  フウユ ウ行 きよんぬ― 波風立 て

とうはね―。 それが 自分が風邪 じゃち呼 び戻 したなんか  さ ぐられ

る事 ちな りゃ尚更ん こつ。『 ォ カサ ンに断わ っち来 た き しょわね

ぇき』 そ こま じ気 くば り しよるぬ知 ると もう涙が コボ レチ腰ん

手拭 いを引 きず り抜 いだ。『 おお きに おお きに』 そんア ター声

にな らん五助。 そ りゅう見ち そん若嫁 ごも泣 き出 ぇた。真剣抱 き

締めて一ぬえ ― と堪えち 開 けた 目に笑顔がゆ う見えた。
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ふ フーイーチォ ムーチ ョル………運が よい と思 っている

プープーク ンナー……… …̈………¨……水を くださいく

フーユーデケ タデ…… 旨 くいきま した、上手 に出来 た

フータンガ フクロー ジ ョル………頬がふ くらんでいる

フイタニマ タ ヨゴス………………拭 いてあげたに汚 した Q亀
フ ウ ワ リー ナ コ ラ イ … … …… …………機 嫌 の悪 いの は我 慢 しな さ い

フエ タナ メ デ テ ー … … ……多 くな った の は良 い こと、 出産 の 喜 び

フエ チ ョ リャユ ウ ヤ ッタ… …多 くな って褒 め ま しょ う、豊 作 の 年

フオ ミヨタ ナ マ イ キ ナ いい ……・… …気 味 とは横着 な、嫌 味 の 挨 拶

フカ ンジ ョツ テ ン…… ……… …拭 か な くて も、 きれ い に しな くて も

フカ ンマ マ ジ ャワ リー … … …拭 か な い と不 潔 、 きれ いに しな い と

フキ ュク レタ ド… … …蕗 を いただ い た、 蕗 の差 し入 れが あ っ た よ

フ クル リャエ エ ラ シイ ……腹立 て た の も可 愛 い、物 は と りよ うで

フ ク レマエ ー チ …… … Ⅲ…腹立 て まわ って 、簡療 もち も困 った もの

フゲ ノース ル カ ヤ … … い じめ回す の もい い加 減 に、 わが 身 を 思 え

フ ゴーデ ンク ヮル ル …不合格 で も立 派 な もの、欠 け茶碗 が役 立 つ

プ ク プク フ ク レチ ョル ー …̈ …………大 き く膨 れ て い る、水膨 れ に

ブ グ ラブ グ ラ タギ リヨル … ……… …文 句 を いい なが ら煮 え て い る

フサ ガ ッチ ョル ー ……… …閉 じた よ うにな って い る、 閉 ま って い る

フ ジヨル ーユ ウナ … ……“… …文 句 は言 わ ない、愚 痴 は こぼ さ な い

フ ジュウ ミ リャクモ ネ ー ……… ……不 自由が常 な ら平気 で い られ る

フ シグ レタ ッチ ョル … …̈………節 々が 隆 々 と して い る、 筋 肉 体 格

フス モー シメ チ ョケ …… ………換 を しめ て くだ さ い、心 の隙 聞 あ り

フス ンナ ホ ドホ ジ…… ………補修 は程 度 もの、無理 が効 か な い か ら

フセ テ ンモ タ ン ド… …………補修 して も限度 が あ る、 品が悪 い だ け

フセ モ ン トキ ー マ ケ … ………… ………………伏 せ物 床 で発芽 を させ る

フ ソカア ロー カ …… … ……… …不 足が あ る ものか 、感 謝 の気 持 ち で

フ ダ ンギ ドミ レ…上 品 ぶ る人 、普段 きて い る物 、殊 更着 飾 らな い

フチ ンハ トヌ グエ … …汚 れ は落 とさ な い と誤 解 を、後始 末 を よ く

ブ チ ンサ キ ジ シ ビイ タ… …鞭 で急速 に叩 かれ る、咄 瑳 に痛 め られ

ブ チ ュウキ ッタカ …… … …………鞭 を切 ったです か、鞭 の準備 して
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ふ  フ ツ ツ ー ジキ タ… … …… ………慌 てて走 って来 ま した、急 いで来 た

ブ ッパ ンヌア ゲニ ャ…… … …仏 様 に供 え る ご飯 、 お供 え しな さ い

フ トラカ シ ャデ チイ ク… …̈……育 て て 見 れ ば他所 に行 って しま う

フデ マ メ ジス カル ル ……… …… ……筆 達 者 は得人 、 便 利 に使 わ れ る

フナ イ カ ル モ ドッタ … ……江 戸 期 間 の 呼 び名大 分 か ら帰 って来 た

フナ ライ イ ゴ ツ シチ ョケ ー それ な ら都 合 よ いよ うに、 自由 に して

フニ ャ クニ ャス ンナ … … … …̈……弱 々 しく頼 りな い風 体 にな るな

フニ ノル ヤ … ……… …… ………¨…舟 乗 りす るの、女 性 と性 交 の話 が

フ ヌ レデ ンツ カ イ モ ン…呑 気 者 で も長 所 もあ る、 見 か け に よ らず

フ ネ コギ ュ シ ヨル … ………… …縁 側 の幸 せ な時 間 、 うた た寝 の妙 味

フ ノ リャセ ンタキ ー …… … … ………… …海 草 で ノ リツケ した洗 濯 物

フネ ノ リャ コイサ … … ……性 交 の約 束 が今 晩、 海 路 旅 行 の 出帆 日

フマ ニ ャ トオ ラ レン ド… … …踏 まな い と通 れ な い道 、 道 路 、場 所

フ ミシラス ンダカ … …………苗 代 の区切 り作 業 、 日植 え準 備 の一 つ

フ ミャメガ サ ムル ド…… … … … ……踏 む と目を 覚 ます か ら注 意 を

フメ ー トンセ カニ ャ…… … ………… ……苗 代 作 りが 忙 し くな ります

フモ ウカ ノー ボチ ボ チ… … … … ………・…苗 代 づ くりを しま し ょ う

フヤ ケ タナ ーキオ ツキ …… … … …… … ぃたみ か けた物 には注 意 を

フユ タニ ン ジ ャキ … …… …夏 は団扇 《内輪 》近 くて近 い生 活 用 具

フ ラ ンチ ユ ウテ ン… … …降 らな い と言 って も、 振 り回 さ な いか ら

フ リマエ ー タ ン ト・… … …… …振 り回 した よ うで す 、 大 番 振 る舞 い

フ リマ ク ッチカル…… …̈……大降 りにな って しまって

フル チ ャタマ ラ ン………古 くな った物 は長 く使 えない

フ ンナイイカ ンシレン…………¨それ な らよいで しょう

フ ン トイイ ンカコ レデ ン…………本 当によいのですか

ヘ ーバ ロ ウチ カル … ……… … …………… … … …腹 ば い に な って か ら

ヘ ー カ ル ス ル ンカ … …̈… … …こん な に早 くか ら して もよ いで す か

ヘ ー チ ョキ ャイ イ … …… … …履 いて お けば ょい、掃 いて お き ます 、

ヘ ー カ ラキ テ ンイ イカ …… … こん な に早 くか ら来 て もよ いで す か

ヘ イ テ イ エ イ ク ド…兵 隊検 査 で合格 して入 隊が 決 ま る、徴 兵 検 査
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ヘ  ヘ ーカル ネ ル ンカ … … も う寝 るのです か 、 こん な に早 くか ら寝 る

ヘ イキ ンヘ ンザ エ モ ン…… … ……… …何 の くった くもな い性 格 の人

ヘ オ タ レサ ゲ ー チ … … …… …お な らを 出 し放 し、 あ らま しな 人 物

ヘ キ デ ン ジ ャメ ナ ル … …… … ……… …側 で も邪 魔 にな る、 嫌 わ れ 者

ヘ キオ キ ャ ミカ タ…… ……側 にお けば役 に立 つ 、予 備 に必 要 な人

ヘ キ ナ ラア マ イ ー … …側 な ら甘 えて も、気 持 ちが解 って い るか ら

ヘ キ イキ ャア プ ネ ー … ……端 つ こは危 険 だか ら、隠 れ た危 険 場 所

ヘ クカ キ ャス モ ウ…………… … …… …揮 は相 撲 の衣 装 、準 備 が 大 事

ヘ クケ ー テ ンイ イ ドー・… …… …揮 を して準 備 が 出来 た、 男 の下 着

ヘ ク ジ ョ リャキ オ ツキ …粗 雑 な商品、 へ こん で い る場所 は用 心 を

ヘ ケモ ケス ル ー …… …… …… ひゃ ひや心 配 す る、 気 が い らい らす る

ヘ コ ンセ ンタ ク シヨ………… … … …天気 が よす ぎ りか ら明 日は 雨 か

ヘ コ ンシタ ホ シガ ル ナ … …揮 の下 が 欲 しい、 そ こが楽 しみ と言 う

ヘ サ ンジ ョキ ャコマ ラ ン …̈ …… … ………減 さな けれ ば心 配 な いが

ヘ シチ ヨキ ヤ ヨカ ロウ…………… … ……減 ら して お けば心 配 な いが

ヘ ス グ レー ナ ラ イル ンナ … … … …減 らす くらい な ら入 れ な け れ ば

ヘ セ チ ャユ ウチ ョラ ン…… …… … …減 らす な ど言 って い な い か ら

ヘ ソゴ タル キ トメ ター ……… … …… … … …減 らす よ うだか ら止 め た

ヘ ソ ン シタ サ ンズ ンニ ヨウ ジ …̈……… …一 番 欲 しい物 が あ るか ら

ヘ ソ ン シタユ ウ ア ラエ ……… Ⅲ… …急 所 は よ く洗 って、性 器 の 清 潔

ベ タツキ ャア ラエ … … …汚 れ た り不潔 は いつ も清 潔 に して お く事

ヘ タバ ッテ ンナ クナ … …疲 れて も泣 か な い、意 地 を みせ た らど う

ヘ チデ ンヤ クタ ツ… …反 対 で も役 に立 つ ことが 多 い、使 い よ うで

ヘ テ ー トリア ウナ … … …異 国者 を相 手 にす るな、反 対意 見 は 危 険

ヘ トー ス リャヤ ッコム …準 備 不 足 は火 災 を起 こす 、前準 備 が 大 事

ヘ トシチ イ ノ チ トリ…油 断が命 取 りに な る、用心 に超 した事 な し

ヘ トンォ ム チ ョラ ン… ……何 と も思 って い な いです 、気 に しな い

ヘ ナ ッ トナ ッチ ョル … …… じお れ て元 気 が な い、活 気生 彩 を 欠 く

ベニ ツ ク ャベ ッ ピ ン… … …紅 を つ けて更 に美人 に、馬 子 に も衣 装

ヘ ニ ス リャオ ジイ …… ………馬鹿 にす れ ば裏 戻 しが怖 い、油 断 大 敵

ヘ ヌ ンナ ツ カ エ ン……… …¨曲が って い て は使 え な い、人 材 は選 べ
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ヘ ヌ ンナ ア プネ ー … … … …… … ………避 け た りす るの は注 意 が必 要

ヘ ノコ ッパ ンジ ョウ… … …中途 半端 な話 だ けれ ど、 い い加 減 な話

ヘバ リチ ー タナ トレ ン… … くっつ いた汚 れ は なか なか取 れ に くい

ヘバ リチ ー チ シモ ウタ ー真 剣 くつつ いて しま った、執 念 が こ もる

ベ ビンカ イ イ ド… … …肩 車 は子供 が喜 ぶ 、祖 父 の得 意 な遊 ばせ 方

ヘ ビ ドシ ャゼ ニ コマ ラ ン… 巳年生 まれ は金 に不 自由 しな い と言 う

ベ ベ ンカオ トス ナ … …肩 車 は落 とさ な い ょ うに、 自惚 れ 危 険 に も

ヘ ボ タ リャツカエ ン… … …下手 の技術 じゃ怖 い、 よ く相 手 を 見て

ヘ マ ヤ ンナ トンチ モ ン… …見 か けに よ らな い技 量 持 ち も、特 技 技

ヘ モ ネ ーナ ア チ ナ ラ ン… …世 話 が な い は世話 が心 配 、 見 か け倒 し

ヘ ヨチ ャダ リユ ウ ンカ … … …汚 い返事 は誰 にす る、挨 拶 の難 しさ

ヘ ラ ウ ッタ タオ コ シ… … …失 敗 す る田起 こ し、苦 労 の割 に不 出来

ヘ リュ フ ミャクル ワル ル … … …縁 を踏 む と行儀 が悪 い、 躾 教 育 が

ヘ ル モ ン ジ ャネ ー ド… …… … …減 らな い けれ ど使 って悪 い もの も

ヘ レ トン トイ シャカ ス ナ … … …砥 石 は減 る もの貸 して は損 に な る

ベ ロ ッ トタイ ラギ ヨル … …… …… … …あ っと見 る間 に食 べ て しま う

ヘ ンチ ョコオ ヒ トヨ シ………… ……変人 の割 には握 み所 が な い人 間

ヘ ンチ ク リンノ フ リマ ワ シ… ………騒 動 返 して周 囲 に迷 惑 か け る

ヘ ンジコマ ッチ シ ャガ ム … … …返事 に困 るよ うな質 問、 考 え な し

ヘ ンチ ョコ ン ドクデナ シ 変 人 で嫌 わ れ者 、 迷 惑 人 間

ヘ ンチ ョコ ジャキ ‐… … …… …変 わ り者 だ か ら、 当 て に しな い人 間

ヘ ンジ ャユ ウス ル ケ ン ド……… ……返 事 だ けは天下 逸 品 だ か行 いが

ヘ ンジュ シチ ョツテ ン…… …… ……返 事 の わ りには実 行 力 が欠 け る

ヘ ンチ ク リンノハ タ ラキ モ ン……………変 人 だが特 技 を もった変 人

変 人 が お るが 普通 の人 か るは変 人 に見 ゆ る 然 し

そん 人 は他 ん しが変 人 に見 ゆ る じゃろ う。相 手 を

身 振 り着 物 言葉 だ け じ 変人 にす るな ぁ可 哀相 。

それ ぞ れが 持 ち味が あ っち 特技 もあ るん な ら心

ん絆 が  そ り ゅう旨 く結 びつ け ち くる る そ げ な

気 もす るん が世 の中 じゃ あ るめ ―か ち思 う。

Q
だい
週堅ヽ
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ほ ホー ジヤローチ………そ うで しょうか ら、そ うと思 って いま した

ホータ ンガオ ツル………………………頬が落ちるような美味 しい物

ホーキ ュウヤ ンナ……………等 を貸 して ください、語を こち らに

ホイチナエ …………………それですか ら、 このよ うにな ったので

ホイホイオ ーチ ョケ………気軽 く追 った ら、機嫌 よ く追 いか け る

ホイチカル コウス リャ…………………それですか らこう した らど う

ホエ タカムス コー……………勃起 したか性器、あ りが ちな状況 だが

ホエマ クル ………………………¨…犬が泣 き叫ぶ、性器が勃起 して

ホカ ジャネ ーケ ン ド……別の話 なのだが、取 り上げ る程 で もな い

ポク ッ トノヤ………急 に、突然 の事で、 あまりに も予期せぬ事 で

ポクジャチ ヒッコム……大変 と身を隠す、逃 げ こんで難 をのがれ

ホギーイ レチ ョケー……………………藁細工の入れ物 に入れな さい

ホゲポ ッポ………湯気が い っぱ いにな っている、湿気が多す ぎて

ホケナキ ャイチバ ン ド…何か汚点が、 あれが なければよいの だが

ホケユー コタネー…他 に言 うことはないけれ ど、少 し不安 もあ る

ボケ ッ トス ンナー………ぼんや りしないでよ、考え事 はあぶな いよ

ホケネーカ ノー…………¨…他 にはないですか、他 にあ ったので は

ポコ ッ トシチ 突然 に怒 って、突然 に事故 にな って、急 に出来 て

ホサ ンジ ョコウ……………干 さな くて格納、千 さないで見合わせ る

ホザカ シイナイイガ……………………口やか ま しく煩 いのはい いが

ホ ジャロウガ…………………そ うで しょうが、そ う思 わないですか

ホ シガ ッテ ンネー………欲 しが って もないのです、欲 しいけれ ど

ホズ ンコターネー………………………び くび くす る程 の事 もな いが

ホズ ミューカキー……………………俵 に念入 りな縄を回 りにか け る

ボソポソハ ナ シュ…… …̈………………小声で話す、 ひそひそ話 で

ホタ リウ ッスルー………………………………… 乱̈暴 に捨てて しま う

ホタ ッチ ョツテ ンコワソダツ………子供 は世話が らな くて も育 つ

ホ タラ レテ ンシラ ン… …̈………………捨て られて も知 らないか ら

ホタ ンナ シ ョフネー…捨て るのは世話 はないか ら、捨てて も良 い

ボタモチ ャハ ヨクエ……………………¨ぼた餅 は早めに食べな さい

ホ トポ リャサ メチ………………騒動が静 まってか ら、話が納 ま って
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ほ ホ タ ンナオ シナ ギ ー …… …捨 て るの は勿 体 な い、 まだ使 え る物 を

ホ タ リケ ー チ ョル … … … 自由気 ままに して あ る、 当て に して な い

ホ タギ ンオ イカ プ シ… …使 い道 の上 手 な、木 の切 れ端 を か ぶ せ る

ボ チ ボ チセ ニ ャグ ル …… … … ゅ っ くり しな い と疲 れ る、 日に ち薬

ボ ッタ ンカ … …水 が 漏 れ た のか、残 され たの か 、入 れ て くれ な い

ボ ツボ ツ ヨ ウテ ク レガ … …… ……… …¨千 鳥 足 の酔 い どれが 来 る頃

ホ テ トシイ ガ クニ ナ ル … … …面倒 くさ いが気 にな る、 几帳 面 性 格

ホ トボ リガ サ ム リャ… … …興 奮 が さめ て落 ち着 く、 時 が薬 に な る

ホ ドホズ ア ル … …… … Ⅲ…背 の高 さと同 じ位 あ る、 高 い もの の表 し

ホ ドンホズ アル … … ……………背 の高 さ ほ どあ る、高 い もの の表現

ホ ナ ク シャネ ー … … …泣 く人 は いな いか ら、 淫 らに泣 くの は よせ

ホ ネ マ ジカ メ … … … … …骨 に も栄養 旨味が 、 カル シュー ムが 満載

ホバ ラ ミュー … …… … … … … ……… … Ⅲ…穂 が 一 倍 実 を込 めて い る

ボ プスル ンカ … … …性交 す るの な らわ きまえ な い と、遊 びは違 反

ボ ポス ンナ イイ ケ ン ド……… … ……… ……性 交 す れ ば責 任 取 らね ば

ホ ム リャツキ アガ ル … … …̈ :お だて る と調 子 にの って 、 淡 白細胞

ホ メチ ョキ ャヨ ロ コ プ…褒 め られて悪 気 は しな い、調 子 に乗 せ て

ホ メ ラル リャテ ゴセ ニ ャ… …褒 め られ手 伝 いす る、人 は使 い よ う

ボ ヤデ ン トキニ ャヤ ク タ ツ… …… …… ……の ろ まで も長 所 が あ る

ホ ヤ ケ ン ド… … …… ………頑 張 りの な い性 格 、 あ ま り為 にな らな い

ホユ リャネ ツカス ル … … … … …… … …勃起 した ら納 ま らせ な さい

ホ シガ ル ンナ ラ ヤ レ…… … … … ……… Ⅲ…希望 す るな らあ げな さ い

ホ シイ モ ンナ アル ケ ン ド・一 ………… …欲 しい ものは あ るけれ ど も

ホ セル リャカ ワ クガ … … … …干 した ら乾 くか ら、感想 は正面 次第

ボ ソ ク レデ ンモユ ル …腐 れ か けて も燃 え る、 無 用 な物 で も役 立 つ

ホ ラケ ー コ タネ ー カ … … …̈ ……… … ………弱 々 し くは な いで す か

ホ ラ ンキ トレ ンワイ …掘 らな いか ら取 れ な い、 苦労 して こそ収穫

ホ ラ ンジ ヨカ ッタ …… ……… …掘 らな くて ょか った、 危 う く掘 る所

ホ リカル ドゲ ナ ル … … それ か らど う しま した、 そ の後 ど うな った

ホ リデ ー チ ミ リャ … … …… …掘 り出 して 見 る と、捜 し出 して 発 見

ホ リヨル カ ンシ レ ン……… … ………… … …掘 って い るか も知 れ な い
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ほ ホ リグ リマエーチ………………掘 り回 して、 そこらを堀 り起 こす

ホル ゴタラ……………掘 るな らば、掘 るのであれば、据 る請負 者

ホ レー ジャチュ ウテ ン…… …̈……………掘 ると言 って も果 た して

ホ レタナ ドキヤル………掘 った物 はどこに処理す る掘 った後始 末

ボ ロギ レデ ンヤキ タツ…… Ⅲ̈………使い古 し衣類 で も再生が可 能

ポ ロジャキネ ウチモ ン……………¨…使 い古 しで も価値観 のあ る物

ボ ロニ ャヘ ールナ……………危険な草む ら場所 には入 らないよ う

ホ ロカスユ ウタ ンカ……………悪態 口を言 う、暴言言葉 をあびせ る

ホ ンジャキ ク ンナ……………………………¨…それですか らくだ さい

ホ ンナモ ウヨカ ロ……………それな らもうよいで しょう、 OKで す

ホ ン トナエ シモ ウタ……そ うですか しまった、それは失敗 で した

ホ ンナユ ウ トオ リ………それな ら言 う通 りに、お っ しゃる通 りに

ホ ンデ ンシラ ンチ……それで も知 らないか ら、全 く心当た りな い

ホ ンゼ ンニ ャ ミヤゲ……………………冠婚葬祭の膳 につ いた土産 物

ホ ンゼ ンゴ シラエ 心 の こ もったお膳前 、冠 婚 葬 祭 の お 膳

ホ ンノ ヒ トニ ギ シ… … ご く少 しの物 、微量 だ け ど、気 持 ち だ け の

ホ ンキ ンマ ニ ュ シチ … ……本 気 の よ うな格 好 す る、上 手 者 の技 法

ボ ンクラデ ンイ イ トコ ロガ … …… …… ‥¨低 能 で も使 い方 で は有 能

ホ ンコ シハ リコ メ ……… … Ⅲ… …真 剣 に努 力 して、 中途 半 端 で な く

ホ ンス ラ ヤ メ チ ョケ …本 当 の遊 び に区切 りを、誤 解 され な い よ う

ホ ンソベ キ チ ョルす ぐ……側 に来 て い ます 、遠 慮 が ち に側 に居 る

ホ ンナ イ イ ジ ャ ロ…… …それ な らよ いで しょう、理 解 して い ます

ホ ンネ ヲユ ウイエ … …… … Ⅲ本 当 の事 を説 明 しな さい、真 実 を披 露

ホ ンマ ネ デ ンムゲ ネ ー … …真 似 ごとで も可哀相 、 編 して は可 哀 相

ボ ンナ モ ウネ ー ド…・…… …… それ で終 わ りです よ、終 了 しま した

ボ ンカ ルハ ジ ミー … … …盆 を 区切 りに開始 、季 節 の作業 取 り組 み

ボ ンニ ャア エ ル ル … …盆 には会 え ます ね 、盆休 み を利 用 して再 会

ボ ンジャキユル ッ ト……………… それだか らゆ っくりと

ボ ンナライイ ンカ………それな らよいですか、理解 して くだ さい

ボ ンポ ンジャキ ノヤ…………………育 ちが良す ぎて、世間知 らず で

ボ ンクラ ンツケグス リ……低能で も使 いようで、指導 して あげ る
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『 情 け は 人 ん た み ― な らん じわ が 身 に も』

里 ん 品評 会 が あ っち片 隅 じソバ屋 が  日 ごろん世 話 にな る き― ち

安 い値 じ 商 いを しよ った。 み ん な も喜 ん じ くれ ち よ う売 れ ちせ

わ し ゅうや っち ょつ た。 そ リー あつ ち こ っち か る来 た者 ぁ み や げ

ま じ持 っち くる る もん じゃき 有 難 い こ と。 老 夫婦 ん ソバ や は事 ん

ほか嬉 しか ったん じゃろ う 笑 顔 じせわ しい なん ち ゃね ―。

日頃ゆ うしち ょきゃ こげないい日もあ る一『 それ に してん  さ

っきの若 い人 留守番 のばば さん に食べ させて―』 ち 言 う。泣か

さるるなえ。家ん 中が なん と明 る ぅじ 円満 じ思 いや りんあ る家 じ

ろ ぅち 目に浮かぶ ごたる。 こげな家ん  ばばさん な幸せ者  でん

若 い時ん苦労が人間ぬ ´そげ―させたんかん知れん。

先 に来 た人 ぁ 朝 か る年 よ りが  プス プス言 うた もん じゃ き だ

ま っち来 た ち言 う。 年 ぅ取 った ら年 寄 り も 少 し控 え め に又 若 い し

も ち った上 手 に利 用 す るん が  いの ち き上 手 とん言 うん じゃなか

ろ うか 。 そ き一人 間 の優 しさ も 人 とな り も浮 き彫 りさ る るち思 う

が の う。 ソバ屋 は ひ ょい とつ ぶ や いた。 黙 っち 出 り ゅ帰 りつ くま じ

心 配 す るに なえ  そ げ ―思 わん か な―。

老 人 も意 地 ぅ張 らん じ 若 ぇ しに溶 け こむ ぐれ ―ん  心 くば り ゅ

せ ん と損 ぬす るん じゃあ るめ ―か。 また若 い しも やん が ち 自分 ど

う も年 ぅ取 る。 そ り ゅう考 ゆ りゃち った 気 に くわ ん事 ぁあ って ん

こ らえ に ゃ い い事 ん じ ょうはね ―んが  世 の 中 じゃろ うき。 これ

が  なか なか難 しい こと じゃきなえ。

商 いを しよ る と い ろい ろあ

っち なえ  人 ん こた ― あん ま り言 え た義 理 じゃね ―が な … クス ナ と

笑 うた な― ち った思 い当 た るん が あん の か。 ソバ 屋 の夫 婦 が顔 見合

わ せ ち 大 笑 い しよ る。 まあ話 が 吹 き抜 くる ごつ な りゃ も う人 間

も悟 りが 開 けたん じゃろ う。
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難 しい事 じゃけん ど 商売 しち ょるといろいろ 人間の本質 なん

か も解 っち来 る。人 は大事 に しち ょくと それが いつかは帰 っち来

る もん。

そげな話が弾ん じょると 嫁 に出 しち ょる娘が来 た。『 儲か りま

したか  これ少 ないけん ど』 もう町娘ん ごたる言葉使 いは ふ う

ゆ ういのち き しよ るん じゃろ う。『 いつ もす まんの一 それ じ今 日

は何 しな』『 牛が 1等 になっ もん じゃき 出す こち―な っち  もう

す ぐ お義父 さん も来 るき ち ょいと先 に来 ち ょかん と どう くる

挨拶 じゃ困 るき』『 や ―そ りゃあ るめ―が  お前ん親父 ど』『 それ

が心配 じゃこと』

こりゃ おお ごちな りそ う じゃ。やんが ちお義父 さんが来た ごた

る。『 来 た らソバでん食べて もらえ』『 迷子 にな ったん じゃね ―』

勝手 な話 はいつ もん事。

『今 日はおお ごつ寄 っち ょるな一』『 たまが ったん じゃろ―今が

一番多 い頃かな まあ こっち来 て ソバでん 食べ ち ょくれ他 に何 も

ね― き」『 こりゃ―す まんな―』『 こっち来ておか け』 かけ る所

もね ―のに 何か人ん心を大事 にす る暖かな状況。『 そげん こつ 一

言 うと笑わ るるで』『 いい じゃね―か 笑 いて ― しに ゃ笑 わせ ち ょ

け』 『 お前 ゃすわ る所がなか りゃ 俺ん ヒデー座 るか』『 ち ゃ一

もうふん と』

おか しい事 ぁね― じゃね―か  お しめ も変えたん ど 洗 た くも し

ち凍 っち しもうちの一  ヒビは切 るるわ  アカギ レは出来 るわ  の

やゆ う太 った もの じゃ そげ 一言 ゃこん頃ち っと大 き ゅうなった ご

た るど』『 もういい 知 らんで』『 実 はな一 l腹 ごもった ごた る』

『 え ― え―  こりゃまあ .ふ ん とえ そ りゃまあ おめでて 一』

二人 の親ん喜 びようは や っぱ他ん じが見 りゃ馬鹿ん ごた るん かん

知れん。品評会 はだんだん人ん動 きが多 ぅな った。
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『 あ― うまか った  お ご馳走 にな りま した』『 あげん ことん じょ

う お構 い も出来ん じなえ まあゆっ くり見物 しち ゆ っ くり遊 び

来ち ょくれ』『 おお きに は りこみな一え』『 おお きに ふん な又

あいま しょう よろ しゅお願 い します』 娘ん身重 と聞 くとや っぱ

親 の嬉 しさ もひ と しお。

そ うこう しよ ると 準備 しち ょつたソバ もしまえた。 Fボ チボチ

かたず けす るかの一」『 そ う じゃな―ほん な火を落 とすか な」 と

そん時 じゃつ た。 Fも うソバ なかろうな―』『 た った今すん じな』

『 惜 しか ったな』『 悪 いな 折角 じゃけん ど』『 後でん いいん じゃ

が欲 しいけん ど』『 ヘ ーどん くれ―いるん な』『 大 した事 はね―が

50人 分 ぐれ ―』『 え ―』

ソバ屋 の親 父 が 吃 驚 した。 何 でん話 が 広 が っち一遍 食 べ た い に

そ こで頼 み に きた の に 一 それ は残 念 じゃつ たが 。『 で いつ な らい い

ん じゃろ うか』『 晩 方 じい い き ここま じ 50人 分 出来 ます か 』

親 父 夫婦 は顔 見 合 わ せ て嬉 しいや ら 忙 しいや らに吃驚仰 天 した。

『 い いで  ほん なす ぐ帰 って取 って来 ます 』

汗水流 して絶 や さない笑顔で は りこむ語を聞 きひろが り人の耳

に入 る。人間 は頑張 っち ょきゃきっとい い事が来 る。 ソバ屋 の人気

を聞 いて くれ た この人 も 評判 だけ じの うじ人柄 に も 魅かれ たん

かん知れん。 50人 分 と言えば大 けな商 いでん ある。急 いで準備す

る手先 に も思わん力が入 った。

夕方 まで に届 けた ソバ 屋 は 代金 の外 に も品評 会 に来 た お客 さ

ん か らご祝 儀 も も らった果 報 者 。 それ も 日頃か ら黙 々 と笑 顔 で皆 に

尽 くす  人 間 と して ん勤 めを して来 たか らこそ  こげ な い い事 もあ

ったん じゃろ う。孫 が 生 まれ るの もご祝 儀 の商 い も 巡 り会 わ せ た

人 間 の  『 情 けが 戻 った ご褒 美 かん知 れ ん 』
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親娘た―いいもん じゃ

久 しぶ りん買 い物ん に出か けた旬やん

お うた。娘 ち ゅうてん嫁 ごに出 した娘 じ

す ぐる ぐらい じゃつ た。

街 角 じひ ょか っと娘 に 出

も うそ こん 家 に も馴 染 み

『 あ ら一ど こ行 ったん な』『 うん  ち っと買い物んがあ った き』

『 もう済んだん な』『 済んだ ど お前 ちっと痩せたん じゃね―』

『 ち ゃ一嬉 しい 1慶せ たなんか言 うち くるん な  トッタンだけ じゃ

な―』『 そ うか そ りゃ親 じゃきの一 むげ―ね― きの』『 ふん と

な ほん なそ こ じ まん じゅうでん食ぶ る』『 いいの― 久 しぶ り

食 うか』

一人で買い物ん なんか珍 しいち思 うた娘  『 それ じオカチ ャンな

どげ したん  ほた っち ょいち 来 たん じゃなかろ うな』『 いん に ゃ

あ りゃ一歌ん稽古 ち 朝早 ぅか る オ シロイつ けち ベニつ けち

ツプ シン頭 は コケダラケ じゃ』『好 き じゃきなえ 上手 にな った』

『 け っくしゃ 上手 にな った ど けん ど上手 ち言 うと調子乗 るき

天狗 にな りゃ困 るきのや』

相変わ らず 回は悪 いが 根 が いい もん じゃき 皆ん なか る好か る

るんが 得 かん しれん。 それが又 いい夫婦かん知れんち 娘 も悪

い気 はせん じゃつ た。親がふ うゆ うしち ょりゃ 何 かん時でん相談

もしいいが  そげん事を思 うと今ん幸せは 親譲 りか とん納得す る

娘。 そき―饉頭が運 ばれち来 た。

店 のぢいさん も心得 た もん。『勘定 は親が払 うん じゃろ う まさ

か娘 に払わす るなんか ねえわなえ』『 そ うそ う』 娘がすか さず

日 ぅさいで 一た。『 りゃ―俺がや ほんなツケど それでん いいか

の 一』『 い いわ な 利 子 が 高 え けん どな』『 』『 うそ うそ

心 配 せん で ん  あ る と き払 いん催 促 な し な らい い じゃろ う』
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『 あん た ど う仲 が い いなあ 本 当ん親 娘 な あや しいな ―』 ;苫

の親 父 が冷 や か す と 娘 はム キ にな るか ち思 うた ら なん の そ の 。

F恋人 ん ごつ 見 ゆ る』『 こ りゃ イ可ぅゆ うか  つ ま らん事 ぅ言 うと

本 当 か ち思 わ る る ど 恥 ずか しい じゃね ― か』『 ち ゃ一 顔 が 赤 ぅ

な っち』『 親 父 ぅ冷 や かす もんが あ るか  ふ ん と』

店 先 ゃ思 わ ぬ話 題 に な っち 賑 や こ ぅな った。『 元気 の い い な ぁ

いい事 ど 病 気 せ ん ごつ せ に ゃの う』『 嬉 しい 心 配 しち くる るな

オ トッタ ンだ け じゃ き 人ん事 よ り自分 の こつ 一気 をつ け な ― え

も う幾 つ に な ったん か な』『 親 ん年 も忘 れ たん か  困 った コ ンニ ャ

ク じゃの 一  え ― と 80に な った ど。 こん 頃 ぁ歯 も悪 ぅな っち 目 も

の ―』『 そ り ゃ困 った な  1歯 か る日 それ か る何 か な―』

悪 い娘 じゃふ ん と 親 を冷 や か しよ る。 それ を ち ゃん と解 っち ょ

ち合 わす る。 それ か ら何 ち言 うか  ただ ごと じゃね ―……聞 きて ぇ

ち 皆ん なが 側 耳 ぅ立 て た。『 あん の 一』 そ こまで言 うと耳 元 じ

小 声 じそ っ と…… … Ⅲ…娘 は吃 驚 た まが った よ うに  『 何 え歯 、 日、

頭 が ポケ たん な』『 銭|が の 一 な った、俺 は ま―食 うち ょらん ど』

店 の親 父 も転 げ まわ らん ば っか し 笑 いふ ― げ た。笑 うな ― い い

事『 福 が舞 い込 む ごた る』 な にん か にん 喜 くう じ  『 今 日ん 鰻頭

はオ ゴ リに させ ち ょ くれ な』  『 何 え  それ じ儲 けは とげす ん の』

『 もう今 ん福 笑 い じ儲 けた も一緒 で』  『 そ り ゃ悪 い お前 ゃ早 ぅ

何 か 出 さん か  なか らに ゃあれ でん 出せ 』『 あれ え ……』 店 の親

父 は又生 唾 ぅひん のん だ。

いつ もまさかの時 に間 に合 うごつ 教 え られち持 っち ょるキズ薬

を差 し出えた。『 役立つ事 もある じゃろ うき使 って』 心 くば りは

まさに  『 情 けは人 の為な らず回 り回 って 自分 に帰 る』 『 おお き

に おお きに 大事 に使え き又寄 っち ょくれな いつでん』 その

一言 は物や金 じゃ買えん宝物でん ある。
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『 と ころ じ旬 や ん  物 知 り じゃが藁 た ― どげ ― い い もん なえ 』

店 屋 の親 父 が暇 つ ぶ し ぃと りあ いで― た。

旬 やん な物 知 り ぐれ ― か 知 恵 者 で ん あ り人 気 が いい に もっち き

ち いつ も控 え 目 じ優 しい き 好 か るる。若 ぇ頃 ぁ相 当娘 た ち ゅ―

泣 か せ たん じゃあ るめ ―か。 ち 人 は言 うけん ど それが 又真 面 目

じ『 あ りゃ一 出来 るん じゃろ うか  色気 は あ るん じゃろ―か』 ち

人 ん 口に ゃ戸 もたて られ ん 。 そ げな心 配 話 もあ った ぐれ ―。

『 藁 え …』 ち 一 息 入 れ ち  『 ほん な話 そ う あん た しょわ ―ね

―ん な 商 いを ほ た っち ょつ ち いいん な』『 も うで ―ぶん 儲 け た き

店 じまい しゅうち 思 い よ る』 ‐呑気 な親 父 じゃが  それ が又 商 売

の奥 の手 かん知 れん 。 ガ サガ サ儲 けん じょ う追 い ま くってん  儲 け

は反 対 に逃 げ 出す もの。

話がは じまった……Ⅲ
『 そうじゃな―』ち 話を切 り出す とそん

展開 もなかなかん もん じゃつた。

稲 刈 り した ら葉 が 出来 る… そん藁 は 牛 馬 ん 餌 にな る。 その外 に

藁 細 工 ん 材料 …縄 、 む しろ、 か ます、畳 、牛 の靴 、鍋 敷 、鰹 ん 叩 き

に使 う 藁 小屋 の屋 根 、 藁 囲 い、俵 、敷 き藁 、 草 履 、 引 き縄 、等 、

こげ なん は人 間 が 手 を か けち 生 か した使 い方 じゃな ―。 藁 ぶ とん

に した り小 屋 の敷 き藁 、 藁灰 つ くり。

そ う じゃ灰 にす り ゃ灰 汁 に しち 洗 た くに使 う。 灰 汁染 め、 酒 の

味 だ し、草 木 染 め、 木 炭 づ くりのか け灰 、野 菜作 りの肥料 なん か 。

まあ使 い用 に よ っち ゃどん くれ ―多 いか  そか ―店 屋 じゃきゆ う

知 っち ょろ う 皆 ま じ言 わせ なん な恥 じ ぅか くき

頭 ぅか くな ―得 意 じゃ きいつ で ん か くが な。 旬 や
″んさすが旨く逃げたあたり大したもんじゃった。 ィy
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朝 草 切 りに は夢 が あ り花 が 咲 く

若 け ぇ しが夜 なべ仕事 してん朝間仕事 は ち ゃん とす る若者 らし

い行動 は田舎 じゃ 将来が楽 しみに夢 ぅ結 ぶ ごたる。苦労 に甘 えて

ん何かやんが ちいい事があるよ うな そげな感触がある もん じゃき

頑張 る ひずが らん じハ リコム。若 さ もあ る じゃろ うが  それ以前

の執念 ち言 うか プライ ドち言 うか 頼 も しい限 りでんあ る。

牛 馬 ん ハ ミ 《飼 料 )に ゃ草 は欠 かせ ん … それが飼料 に な っち糞 が

田畑 ん肥 料 に な る。 上 が肥 ゆ る と米 も麦 も野 菜 もゆ う出来 る。 そ り

ゅう売 っち百 姓 は くいの ち き》生 活 うす る。牛 馬 を ム ドガ リ家 族 ん

ごつ ゆ う見 る。 時 た ま大 豆粕 も食 わす る と飛 び上 が っち 喜 ぶ 気 持

ち もゆ う解 る。 葬 式 に ゃ米飯 が 食 わ る るち喜 ぶ 気持 ち とて 同 じ。

辻 ん旗 立 て 場 に シラ ミか か った頃 に ゃ 牛 馬 を 引 いち若 い しが 集

ま るな …草 切 りん 朝 間仕 事 。 ゆ うべ遅 うま じした仕 事 ん ダ リが 抜 け

ん うち 起 くる と も う顔 もそ っこ こ洗 う と 昨 日ん ヒヤキ ぅ噛 む噛

む牛 ぅ引 いち集 ま る。 大 けな欠 伸 ゅ したん な大 方解 っち ょる。 いつ

も決 ま った ごつ これ が入 間 の  調子 ん い い証 拠 じゃろ う。

『 お前 ち っと顔が赤 ぇど しょわね―んか』 心配 しち尋 ぬ るん も

いい仲 じゃき じゃろ う。 Fせ わね―き おおきに』 素直 に礼を言

うと手鼻の一 こ うだ。娘 たち ゃや っぱ年 頃 じゃ ち ょこっと紅 ぅせ

えち白い手拭 いが ゆ う似合 うなんの。笑顔 じ見回 ぇち誰か らとんの

一草場 に :歩 き出す と決 まった ごつ牛が馬が周 りん草を  回 ぅさい

で―ち ゃ引 きむ しっち食 ぅ。

朝 露 が ち っ と歩 くと足 もつ ― び っ しょ り濡 ら し 肌 ま じ染 み入 る

ごた るが これ も青 春 の味。若 い者 に ゃコ ンコ ロモ チガ イ イ。 話 が ち

っ と途 切 れ た ら トッパ話 が始 ま った。 灰汁 のね 一人 ん こち

い立 ち入 らん 話  これが お互 いん 気持 ち ゅ大 事 しち ょる。
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いろいろ話 した り笑 うた りしよるうち 草 きり場 にちいた共有地

にゃ柔 らけ―草が瑞 々 じゅう生えち ょる。『怪我 ぅせん ごつ しゅう

やの う』『 そん通 りど 怪我 しちなんぼ じゃね ―きの』 お互 いに

気をつ けお うち朝露 ん 中 ぇもぐり込む。ち ゅうてん 中に隠 るる訳 じ

やね ―けん ど 背の丈 けはず もありゃ隠れてん解 らん ほず。

研鎌ん音が辺 りの静 かさん 中 じ さっざ くっさっざ くっ 心地 い

い音 に暫 くは話 し声 も途絶えて しま う。頭か らしっぽ り濡れた姿体

には 内か らは汗が肌 を伝わ り そとか るは露が心 ま じ清 めち くる

るごた る。草 きりん音が近づ いた時 じゃっ た…『 あいた―』だ ま し

鈍 い声が したかち思 うた ら 隣で切 りよ った幸子が どうや ら 蜂 に

さされた らしい様子。

大 きな声を出 しゃ皆がす ぐ飛ん じ来 る そ りゅう思 うと迷惑 か け

た りもす る し だ ら しがね―ち思われた りもす る。 そ リーギ ュウラ

シイ じゃ甘え過 ぐる。 ソ レヤラコレヤラを考 えよると 大 きな声 も

出せん もん じゃき ‐一声言 うとそき― シャガ ミクー ジしもうた。蜂

は逃 げたが側 に巣 でん あ りゃ大事。

ジ ッ ト見計 らうち蜂ん巣 はね―ぬ確かめち 腰ん薬 ぅ取 りで ―た

時 ぃ隣 じ切 りよ った 一男が タマガ ッチ側 に寄 っち来 た。『 蜂刺 さ

れたんか  しょわね ―か』 心配顔 じ来 ると刺 された所 ぅ確か め た

。又 それがち ょうず脇ん下 じ本人にゃ見にき―場所。 Fド ウこん げ

向 いちみな一』 一 男が手 っ取 り早 ぅ薬 ぅ塗 らに ゃ 腫ルルかん知

れん ち思 うと恥ずか しが るぬ― 脇ん袖を は ぐりあげた。

ま っ白 い肌 が む き出 しにな っち刺 され た所 が  は っき り見 ゆ る ご

つ赤 ぅな っち ょる。 Fこ こ じゃの 一見 よ  見れ ん の 一 よ し薬 ぅや っ

ちみ よ俺 がつ け ち ゃ る」 手 際 ゆ う塗 り込 む と痛 みが あ るん か 顔 う

しが め  それ で ん安 心 した ごつ ほ っと しち ょる。塗 った薬 が効 くと

赤 み も引 く じゃろ うが  あん 膨 らみ ま じ行 か ん じフガ ヨカ ッタ』 。
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蜂 は ど うや ら一 匹狼 じゃつ たん か  後 は寄 りつ き もせん き ほ っ と

した安 堵 感 と 手 当 て しち もろ うた優 しい男 ん匂 いが  幸 子 ん 母 性

本能 を くす ぐっち しも うた。 お まけ に 白 い肌 もむ き出 しに され  そ

の 目の前 に は娘 の 印 の乳首 も チ ラ リ眺 め られ る場所 に蜂 が 刺 す 。

巡 り合 わせ と言 うの か宿 命 で あ るのか 。

赤 く腫れ た刺 し後 には薬で毒消を済 ませ  しか し娘ん心 に残 った

優 しい傷 日 ぁ仄 か に口 ぅ開けちい くごた る。『 い っとき じっと しち

ょち方が いい ごたるけん ど』『 そ うか  ほん なち ょいとヨコウチ ョ

リャゆ うな るの 一』『 ………』『 どげ― したんか  しょわね ―か』

『 おお きに 側 にい っときお って……』心配 にな った一男。

皆知 らん 場 所 じ二 人 じ しゃが み く― じ 見 られ た ら蜂 に刺 され た

や 一 そ りゃ本 当 か …信 用 はす る じゃろ うが  なん か芝 居 じみ た感 覚

に迷 い込 む一 男 。『 解 っち ょる 心配 す ん な 一 時 じっと しち ょり

ゃウズ キが 止 ま るわ い』 み ん な遠 い所 ん ごた る き なん ぼ か安 心

した。『 お お きに』 改 め ち顔 見つ め られ ち言 われ る一 男 。

『 ば ぐったまま じゃ寒か ろ う』 一男 は白い肌がむ き出 しん脇ん

袖 口 ぅ 引 き上 げち被 しゅうち した ら それがかえ っち悪か った。

さっき無理 に引 き上 げた もん じゃきホ コ ロビなっち こんだ又 引 き

よせ た ら ば くっと開 いて しもうた。『 あ りゃ― しもうた 寒 うな

りゃせんか  1露 に濡れ ち しもうちの―』『 いいんで  しょわね― き

心配せんでん いいき』 二人 とも意識的 に小声にな っち ょつ た。

『 も 一 ぺ ん 塗 って くれん  が い と』『 そ うか  も一 回塗 っち ょ

こ うか の 一』 二 人 の や りと りには  も う傷 の薬 もあ ったが 何 か 見

せ た い 見 た い思 いが 微 か に燃 え た っち ょるよ うな。『 あ り ゃ見 え

た ど』『 何 が  うっ と う見え ん が』 幸 子 の度胸 は信 頼 と安 心 が そ

うさせ て い るの だ ろ う。『 そ う じゃろ うの 一  これ じゃ こそ』 男

ん手 が しっか り握 り しめ ち 愛 撫 しち くる る草 む らん露 ん 花 園 。
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『 もうどげ―か  出来 たか加勢 しゅうか』 そん声 はで―ぶん離

れち聞 こゆ るん な 気を利かせ ち側 にオ ラ ンじゃつたんか しれん。

『 ちや― もういぬ るん じゃろ うか』『 しよわね―心配せんでん荷 を

作 りよす るき』 頼 もしい一男ん声 に嬉 しい感動が全身を流 るる。

忙 しゅうあた りん草 ぉなぎ倒す と ばたばた東ねち ゃおおかた上荷

ま じ なん とか 出来 あが った。

男ん遅 しい働 く姿 に蜂 に刺 された痛 み も たった今 ま じ流れ た女

ん悦 びん情愛 も 暫 くお休みにせ にゃな らん悔 しさ。でんそれ によ

って二人だけん夢が暖か ぅ包 まれ る 朝間仕事ん草 きりん中 じ醸 し

で―た 仄かん世界が娘心を満足 させ る束 の間。脳裏 に焼 きち―た

現実んプ ログラムが 写 し絵ん ごつ 滲ん じ消えた。

『 やん がん な今 朝 は上 荷 が だ ま―ね ― ど』『 そ げん こた 一ね ― ど

が』『 て ― げ上 手 に くび るに  どげ したん か …そ リー幸子 のん そ げ

え あ りゃせ ん 』 日頃 た 一変 わ った格 好 は誤 魔化 し出来ん ごた る。

それ でん若 い者 ん話 はす ぐ消 え帰 り道 じゃ 別 の話 が また賑 や こ う

もりあが っち  上 荷 で揺 るる野 花 が い じら しい。

幸子 は牛 を 引 い ち歩 きなが ら 刺 され た痛 さを じっと撫 ず り ゃそ

ばん  ホ コ ロ ンダ袖 日か る冷 て え風 が露 ん 滴 ま じ 連 れ ち入 っち く

る ごた る。胸 の膨 らみ が妙 に騒 ぐよ うな ズキ ンとす る ごた る感 触

に嬉 しさ 悦 び  夢 なん かが交 差 しち 朝 草 切 りが無事 に終 わ った

巡 り合 わ せ か  蜂 が誘 っち くれ た人 の不 思 議 な 出会 いは これ か ら

ん人 生 に も お お け な役 割 を果 た しち くる るん じゃなか ろ うか 。

見 ち ょつ た え 、 ほん な黙 っち ょつ て な。

折角 見せ ち くれ た夢 じゃき いつ まで ん 消

しと うはね ― き。 これ が人生 で ん あ り生 き

ち ょる証 でん あ ろ うき。 濡 れ た着 物 の 中 か

る覗 く白 い肌 に ゃ ほん の り模 様 が残 る。
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ここ じチ ョイ トー服す るか な― あん ま り続 けち読む と目が ダル

キ ち ょい と遠 い所 ぅ一時見てな。疲れが たまってん悪 い き方言 ぬ

読む き―ち 言わ るると尚更す まん こと じゃき。

◎◎◎  『 ちょいといっぷ く』 ◎◎◎

去 年 《平 成 16年 7月 24日 》 野 津原 町 じ『 ラ ジオ体 操 』 が

全 国 に放送 され ち町 民 なんか  だ いた い ■ 200人 ぐれ ―参 加 し

たん で。 で こん 体 操 じゃが始 め たん な 昭 和 5年 《1930)に

そん 頃ん 簡 易 保 険 と 日本 放 送 協会 が 共 同 じ 健康増 進 の 目的 じ

は じめ たん で 。

あれ か る今 年 しゃ 77年 目 《2005)に な る。始 め に 出来 た

第 1ラ ジオ 体 操 …普 通 ん体 力 づ くりん 目的 。続 いち第 2体操 が 一

ち っと う高 度 ん 体 力 づ くり。 そ しち 1999年 に出来 た『 み ん な

の体 操 』 は … ソ フ トじ誰 でん 出来 る優 しい体操 。体操 じ体 を大 き

く高 く使 い 工 夫 に よ っち健 康推 進 ぬ はか るんが 狙 い。

春 の花を代表す る桜  中でん『 染井吉野』 は全国 に咲 くけん ど

ほん な な しそげな名前がち―たんか。江戸時代今ん東京ん染井

地区 じ 吉野桜ん苗を売 っち ょつたんが  そ もそ もんは じま り じ

染井吉野 ち ち―たん とこれ本当で。 ひ ょか っと した場所ん名前

んち―た例 は ほけ―に もい っぱいあ るごたるなえ。

物 に ゃ旬 ち ゅ う もん が あ る。 人 間 も年 頃 いな り ゃま こち美 し ゅ

な っち なえ 。 そ リー好 いた しな らもう『 アバ タモエ クボ』 ち言 う

ごた る。 ち っ と並 べ さげ ―ち み ろ うか な。

野 菜 …ハ クサ イ … ■ 2月 .サ トイモ … 10月 。 ラ ッキ ョウ… 7

月。 エ ン ドウ… 5月 .カ ラ シナ … 3月 。

員 … …ほ た て 員 … 9月 。 ジ ジ ミ… 8月 。 さざえ … 3月 。 か き…

1月 。 ま こ貝 … 5月 。
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魚 … … タ イ … 5、 6月 。 イ ワ シ… 9,10月 。 プ リ… 12,■ 月

.サ ヨ リ… 2, 3月 。 キ ス … 8,9月 。

果物 … イ チ ジク… 9月 。 ザ ボ ン… ■ 2月 。 そモ … 7月 。 ア ンズ …

6月 。 ネ ー プル … 5月 。

花 … …モ ク レ ン… 5月 .ザ ク ロ… 6月 .サ ルス ベ リ… 8月 .ツ バ

キ … 3月 .サ ザ ンカ … 1月 。

★ 季節の花  キ ク… 10=12月 。ケイ ト… 8=9月 。ナデ シヨ

… 5=6月 。 ホーセ ンカ… 6=8月 。 ヒヤ シンス… 3=4月 。

★  行 事 と食 べ 物  亥 の子 餅 … 11月 .七草 粥 … 1月 .ク リメ シ…

9月 .草 餅 … 3月 。 ち ま き… 5月 。

★  飲 み物 温 度  コー ヒー… 65度 .ス ー プ… 70度 。 ビール …

12度 。 ブ ドー酒 … 15度 。 日本 酒 あつ かん … 50度 。

★  飲 み物 主 産 地  コー ヒー … プラ ジル.紅茶 …セ イ ロ ン。 ウー ロ

ン茶 … 中 国 。 ブ ドー酒 … フ ラ ンス.ウ イス キ ー … イギ リス。

★  適 温  パ ン… 30度 。 コー ジ… 70度 。甘 酒 … 60度 。 もや し

… 20度 .納 豆 … 38度 。

★ 水分 大根 … 94, 5。 白米飯… 64,2.鰹 節 … 14, 3。

食バ ン… 37, 7.牛 乳 … 87,3.

こん 表 は昭 和 25年 か ら 30年 《1950=1955》 頃ん

一般 の  好 み や 見方 、季 節 の旬 、行 事 と習 わ しなん か じ 今 ん

一 般 論 た 一 ち っと違 うかん じれん。 けん ど こげ な時代 もあ うた

ち 想像 しち見 るん も意義が あるん じゃなかろ うか。

進歩す る世 の中 じ古 い習慣が生 き抜 くのん 考え ちみ

りゃ何か微 笑 ま しい ごた るなえ そげ―ね―かなあ。
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ほん な もち っ と続 け ち い こ うか  なん さ ま 50年 も前 ん 頃 ん 事 じ

や きな ― 見 当 ちが いん 数字 もあ るか ん知 れ ん き そか 一歩 を 入 れ

ちユ ウ ジ ョク レナ 。

★  甘 さ くらべ …サ ッカ リン・̈ 450倍 。
｀
プ ドー糖 … 0, 55倍 。

ズルチ ン… 200倍 .果糖 … 1, 25倍 。乳糖 … 0, 27倍 。

★ 火力 くらべ …木炭 … 820度 。電気 コ ンロ… 1100度 。 ガス

‐̈ 1500度 。石炭 … 1100度 。薪 … 600度 。

★  目方 《一合 》塩 … 100G。 自米 … 140G。 牛乳 … 180G
。 きな粉 … 70G。 しょうゆ… 200G。

★  匙一 杯 の重 さ 味 噌 … 15G。 しょ うゆ、塩 、酢 … 12G。

小 麦粉 … 6G。 自砂 糖 、油 … 10G。

★  一 合 の重 さ 清 酒 … 180G。 食用 油 … 160G。

小 麦粉 … 90G。 押 し麦 … 100G。 豆 《大 》・…140G。

★  数 の呼 び方  鏡 …一 面 。 蚊 帳 …一 張 。菓 子 …一 折 。 カ ツオ 節 …

一 連 。御 輿 …一 基 。

何様で一ぶん古 い時代 の数 じゃき 今 た―違 う事 もあろ う し又

知 らん じゃつ た事 もあ る じゃろ う。使わんでん知 っち ょりゃ話 ん

種 に もな ります。

幕 の 内弁 当 …昔 ん 芝 居 の幕 あ い に 出た弁 当 が  こげ な呼 び名 に な

った そ うな。 駅 じ売 りよ る汽車 弁 当 《幕 の 内弁 当)に ゃ 必 ず 卵

焼 き、梅 干 し、 か まば こ、 が揃 つ ち ょ らん と幕 の内弁 当 た一言 わ

ん そ うな。 そ げ ― しち 見 りゃ昔ん じは義 理 固 え な 一ふん と。
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五助 さんが夜道 ぅ帰 り荷を積ん じ え― と人家んあ る村 ま じさ し

かか った。馬が何 ぅ見たんか立 ち止 まった。『 どげ したん』 優 し

い五助 さん  ひ ょいと見 ると夜 目に も見ゆる 家ん風 呂場ん横 しじ

一人 りゃ帯 ぅ解 きよる…一人 りゃ揮 ぅ外 しよる。 あ りゃま ぁ… これ

じ馬が止 まったんか…湯 にど も入 るん じゃろう。

『 待 て よ』 湯 に入 るん な ら何 も遠 慮 は い らん はず  五 助 さん も

色気 は ま ― あ る もん じゃ き 目を据 え ち見 つ め ち ょる と… あ り ゃ…

抱 きお うち  ど っち も承 知 ん上 じゃろ うが まあ。 それ に してん立 つ

た ま また ―あ ん ま り色 気 が なえ。 やん が ち側ん縁 台 に倒 れ く― だ 。

もん じゃき そん 先 は見えん ごつ な った。

生 唾 ぉひん飲 む と『 こりゃ帰 るど』 いか に も馬が止 ま ったんが

悪 い ごつ いん に ゃ決 ま りが悪か ったん じゃろ う五助 さん も。

歩 きなが らあれ これ頭 ぇ想像 しち見 りゃ 若 ぇ時ん思 い出 もね ぇ

こた―ね ぇ五助 さん。 ひ ょか っと思 いで 一た事が ある。荷物 ぅ頼 ま

れち運 び く―だ ら  『 奥 ま じ入れて くれん な』ち 言われた もん じ

ゃき『 いいで』 ち 気軽 に受 けの うち草継 ぅ脱 ぐと上が った。 と こ

ろが そ き―に ゃ酒肴ん接待ん準備が しちあ る。

『 あ りゃ こ り ゃま あ  どげ し ゅう』 五 助 さん もち ょい と慌 て ち

二 の足 ぅ踏 み じめ た。 ち言 うてん 頼 まれ たぬ ―す るん が  馬 子 ん 役

目 じゃ き今 更 断 わ れ れ ん。 とにか く運 び くう じ『 ほん な これ じい い

な』 ち 草 軽 を つ っか ゆ うどちす る と  『 ち ょい と待 っち ょ くれ 』

声 を か け られ ち トウ トウ来 たか。

′
ノ

『 お □汚 しじゃけん ど一杯 どうな』『 え― こりゃ―済 ま

ん な』 遠慮 しち相手 に恥をかかす るな禁物。『 ほん な

ち ょこっとだけな』『 無理言 うち済 まん なえ 無理言 い

つ いでに も一つよかろ うか』『 なん じゃろ うか………』
ノしt
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『 あんたな ら安心 しち頼 め るるき 昨 日か る痒 ぅじ堪 えち ょつ た

けん ど もうもてん ごつ な ったん じ お願 い します』『 え―困 った

な ぁ それ じわ しに出来 る事 じゃろうか』 五助 もいよいよとな り

ゃ根が律儀者 じゃき 度胸が半減 しち しま う。『 出来 る ぐれ―か五

助 さん じゃき 頼 め るるんで』 そ こま じ言わ るりゃもう後 に ゃ引

けん ごつ な った。覚悟 きめた もう矢でん鉄砲 でん持 って こい。

『 背 中が痒 ぅじも うた ま らん き』『 え ―』拍 子 抜 け した五 助 さん

じゃつ たが  『 待 て 待 て こ こ らが油 断 と度 胸 ん 境 目』 ち次 ん 言葉

を待 ち構 え た。『 よ っぽず悪 い けん ど 手 じい い き指 し く ぅじ掻 い

ち くれん な」 が っか り した よ うな心 境 じゃが  言 わ れ ち見 り ゃそ

れが 確 かん 事 じゃろ う。

『 あ― そ うな 何 事 か ち思 うた』『 何 ち思 うたん な』『 いん に ゃ

何 でん ね ―』 俺 は又  こ り ゅう入 れ ち くリー ち言 うん か ち思 うた

… …小 声 で ぶ ずぶ ず 言 うん が  よ っぽず可 笑 しか ったん か  『 本 当

は な ぁそれ じゃつ た ん で  そ じゃけん ど 始 め か るそ げ ―言 うと

断 わ らる る きち ち っ と遠 慮 した』

が っか りしたよ うな熱ん出 るよ うなや りとり。五助 さん も『 まま

よど うで もなれ』ち 覚悟 きめち しもうた。そ うす りゃ気 も楽 にな

って 希望 とお り背 中にぎゅう一と 手を差 し込 む と柔 らけ ぇ肌 を

あ っちこっち 掻 き回 した らそれが快感 にな っち 問え始めち来 る

んが指先 い伝わ る。『 も ち っと右 に動か して そ こん所か る左』

『 気持 ちが ゆ うな った き こん だ前 を ち っと掻 い ち くれ ん 』『 前

は手 が届 くん じゃね ―』『 でん 五助 さん の手 が とてん い い接 配 じ』

五 助 もまん だ ら悪 い気 もせん じゃつ た。 これ か ら罪 もね ― じゃろ う

が  ち った満 足 せ ん かん 知 れん が 。 うつ ろ な 目が じっと見上 げ ち

なん か次 の一 手 を求 め ち ょる ごた るが。 人 間 の本 質 が

妙 に問 え心 も思 い も 宙 に浮 いて い る ごた る奥 座 敷 。
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五助 さん もここま じ言 われ る果報者。『 お―きに』甘え るでん ね

え一小戸妙 に 心 ぅくす ぐっち後味ん悪 い事。『 よか った じゃろ う

な一痒 いな―堪 え られん きなえ』 着物ん前を繕 うと脆 いて丁寧 に

頭を さげた。 ち っとほつれ髪ん端が風 に靡 くと さっきまでん悶 え

に余韻が借 しまれち 流 し目が五助ん心 ぅくす ぐる。

『 ゆ っ くり していった らどげ―な』『 こいさ泊 ま ってん いいか え

』 冗談 めいち五助が囁 くと 真面 目な顔 にな った日 もとか る不思

議 そ うな い じらしい声で『 本当 嬉 しいそれ待 っち ょつ たん じゃ

けん ど』 そ こまで言 うと頬を赤 く染め恥 じらい姿が  まるで嫁 に

輿入れ したよ うな初 々 しい横顔。

冗 談 のつ も りが いつん なか め ―か  燃 え上 が る炎 に変 貌 した もん

じゃ き  『 もい っぺん 背 中掻 いて欲 し くな った』  『 いいで それ ぐ

れ ―お安 い ご用 じゃき』 五 助 も開 き直 っち手 を指 し出す と ぐっ

と姿 体 を 引 き寄 せ ち 白い肌 が紅 潮 した 背 中 に差 し込 ん じ しも ぅた

。 温 も りが 脈 うち激 しい鼓 動 が伝 わ っち 二 人 が夢 の世 界 に誘 わ れ

ち い く。

『 ここにツーが出来 ち ょるで あん ま り掻 きむ しった き見なそ う

痛 ぅはね ―な』『 いんげ コ ンコロもちが いいで』 ち った嘘 も混

ぜ ち返事す る もん じゃき 五助 さん も嬉 しいぬ―隠 し切れん。『 や

っぱ肌ん温 もりゃいい もん じゃな一』『 まあ 上手言 うち な し肝

心 な所 に ゃ手 出 しせんの』『 ………』 返事 に困 った五助 さん。

rあ んな そりゃ簡単な事 じゃけんど それ じゃこん次ん荷物 ぁ

の うなる 顔 も合わせ られんかん知れん。それが人間 じゃあるめ ぇ

か」 F…・…‐‐」 嬉 しい辛 い時間が過ぎち行 くが  これか ら甘え

られるぬ―思えば 五助さんの言葉は身に染みち有難い言葉。仇が

出来た ら悔いがいつまでん残 る そげな人生にゃしとう   ⌒
」

―

ねえ 優 しい心 くば りでん あっ

:|[か

。余韻嬉 しくも。
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★  『 火 慰 斗 』 … ヒノ シー戦 後 ま じ活 躍 しち ょつ た洗 た く用 品 の一

つ じ 当 時 と して は重 要 な役 割 ぅ果 た しち ょつ た。 5世紀 頃 に入

った と言 わ れ る…聖 徳 太子 時代以 前 に既 に入 った こち― な る。

★・ 『 ワイ シ ャツ』 …本 当 は『 ホ ヮイ トシ ャッ』 ん  ホ、

しち … ワイ シャ ツ  ち呼ぶ よ うにな った そ うな。

卜、を略

★  『 ごみを食べ る鳥』 …え ―そげん鳥が お ったかな 世界 は広 い

きどっか に ゃ お るん じゃね ぇ。『解 った』 ち手をあげた しも

え 耳 もと じ 教え ち くれた………『 チ リ トリ』 と。

ほん な『 お茶 』 は  いつ 頃入 っち来 たん じゃろ ―か。 1899年
まで は 病 気 なん か は『 薬草 』 じ 治 療 しち ょつ た。 き お茶 もそ

ん薬 草 じ入 っち来 た仲 間 。★  植物 性 カル シュ ウム ん不 足 を補 う

為 ぃお茶 を 利 用 した ち言 う。

五助 さん もて一げん事 ぁ知 っち ょるが  たまに ゃ知 らん事 もあ る

き 真剣 に聞 いち ょつ た。や っぱ人間 な生 きち ょる間はめ―にちが

勉強 勉強 じゃの ぅ。知 らん事 ぁ聞 くな―恥 じじゃね― 知 ったふ

りす る方が よ っぽず恥 ずか しいこつ じゃ。方言でん 日本全国各地 じ

無茶苦茶 に多 いが  独特ん生活用語 も大事 に使い守 っち ょる。 そん

中に『 ジャン』 ち ゅう『 ジャ』があ った。

〔ア 静岡、山梨  そ しち長崎、佐賀、 そ リー大分 に もあ ったち。

大分ん場合 は  ジャキ、 ジャケ ン、 ジャロー、 ジャチ、 ジャ

アー、 ジャケ ン ド、 ジャツタラ、 ジャニー、 ジャネ、 ジャブ

、 ジャメー、 ジャモー、 ジャレ などち続 いた。

ほん なそん意味が解 った じゃろ うか 熱心 な愛読者ん皆 さんは も

う 全間正解 で しょう。地域 によっち多少 ニ ァンスが違 うか も で

も意味は思 いはほぼ同 じと思 います。一息 いれて読ん じょくれ。
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ジャキ…ですか ら、そ う思 うか ら。 ジャケ ン…少 し心荒 れ るよ う

な ですか ら、 そ う じゃないですか、 そ う思 います。 ジャロー ……

相手 に同調を促す で しょうが、そ う思 います よ、そ う思わな い。

ジャチ…そん なに聞 いた思 ったか ら それですか ら、そんなふ う

に、 そ う思 うけれ ど。 ジャアー…これは又意外 な そ うですよ、 そ

れが本 当かな、 これは困 った問題。 ジャケ ン ド∵それ とは そ う言

うけれ ど、それ よ りも、 そ うは思わないが 違 うのではない、他 に

あるので は。

ジャツタラ…それ な らば  もしそ うで した ら、 それ も一理あ るが

なで こん なに、 こんな考え方 も。 ジャニー…そのはずなのに まさ

か違 うとは、 それな らどんな事が、です けれど も。

ジャネ…ないです よ、 そん なはずは、ないと思 います、 まさか信

じられない。 ジャブ…みずをかけて、いたず ら盛 りの遊びの水 。 ジ

ャメー…邪魔 に、のけて欲 しいが、恋敵の存在、妨 げにな って。

ジャモ ー …本 当 に困 るか ら、 邪 魔 され て困 った存 在 、相手 を 困 ら

せ る態 度 、 それ な らい いで し ょう。 ジ ャ レ…甘 え てす りよ る。 機 嫌

と りの態 度 、傍 迷 惑 な話 だが 。

言 い回 しや 上 、下 、 に連 な る言 葉 によ って 意 味 も変 わ り受 け止

め方 も微 妙 に変 わ る。 それ だ け方言 も使 い方 が多 種 多様 で  暖 か い

言葉 に近 づ けて人 の優 しさを 表 現 させ て生 活 文 化 を大 切 に した 。

だか ら方 言 が 他 所 の地 域 で使 わ れて も 意 味が はつ き り解 らな くて

も 話 を側 で 聞 いて い る と顔 が いつ の間 にか 笑 顔 に変 わ るの も又

不思 議 な心 が  宿 った方 言 か も知 れ な い。

こげん ふ うに しち方言 な

多 くん 人 たち に愛 され  使 わ れ たん じゃろ う。 日荒 え ごた

る方 言 で ん そん影 じ しん み りと させ らる る事 もあ る き。

36 ハ



鳥 は飛 ん で い くん で

『 よ―い ガ ラメを よき―隠 しち ょるき 取 りいこ―や』 が き

大将がみんなを呼 び集 めち 小声 じ話 よ るぬ 側 じ‐聞いち ょった

これ又 ち っと ォ タカ ラが『 じめた』 ち手 を打 った。みん なん こん

うち行かに ゃ聞 いたんが 何 に もな らん。慌て ま くっちつ ― じ行 っ

たなよか ったけん ど それ らしい烏はどき― もお らん。

『 おか しいの一 ここへん に烏がお った っち言 よったに』 側を

見回えたが烏 どころかスズメ も お りゃせん。そんはず じゃこと。

烏でん用事 もあろ うし いつ までん ヒ トッ トコ リお ってん 仕方 じ

ゅもね―.話 ぅ聞いち慌てち知 りぶ ったんが  そ もそ もん間違 い。

烏がお らん ごつ な った き 場所 どころか そんへん にゃ そげな格好

も見当た らん。

そ うこうしよ った ら が き大将がみん なを引 き連れち来た。烏 ん

留 ま っち ょつ た枝ん下 を 掘 りくりさげ―ち見つ けたガラメ.烏ん

留 ま った枝を覚 えち よつたきよか った もん の オ タカラん ごつ姿 だ

け見ち覚えたん な ら どうしゅうもね ― こち―な った もん。 トギか

ら―はクル ヮルルは ハダケだれてん しょ うがね―こち―.

掘 りあ げた ガ ラメ を  みん な じ分 け ち食 い は じむ る と それ が 又

ドンコ ンネ ー うめ ― もん じゃき 日ん は と―紫 い汚 しち 食 い散 ら

け ― ち も うどん こん な りゃせん 。 でん  が き大 将 ん才覚 はて ― した

もん  一 人 占めせ ん じち ゃん と みん な じ食 うと ころ なん か  さす

が悪 で ん大 将 に しち ょ くん が い い。

子 供 た ち は こげ― しち覚 え た り

食 い物 の味 も感 触 し 人 ん心 ん 中 ま じ許 し合 え る絆 も育 つ。 ま さか

ん 時 に ゃ助 けあ い心 配 しあ うん も 人 間教 育 ん 子 供 ん世界 の場 所 で

ん あ ろ う。笑 い なが ら帰 る子 供 た ちは幸 せ その ものん世界 。
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五 助 さんが ん話 しゃな か なか留 ま らん。 じゃけん ど若 い しも生 唾

ひん ぬ ― じ聞 きよ る。 そ こ ら近 所 にあ った漬 け物 皿 ぅ 引 き寄 す る

とナ ス ビん 浅 漬 ぅヒ ョウ トつ も うだ。 そん ま ま日 ぃ持 っち い くん か

ち思 うた ら 隣 にす わ っち ょつ た子供 ぃや る。 た まが った子供 が 目

を 見 りゃ好 か ん のか  『 い らん 』 ち言 わん ばか っ し。

『 ほん なさせ な―』 ち言 う話があ った。思わん嚢 ぅ乗 り出 ぇた し

が  『俺 も見たに』ち言 わんばか りに 後 ろ向いた もん じゃき座 が

揺 れた ごたる。知 っち ょつてん聞 きゃいいにち じゃが知 った話 は

面 白 ぅね ―のんゆ う解 る。五助 さんな空 とぼけた ごつ『違 うた』

ちニヤ ッと笑 うあた りゃや っぱ 話上手かの う。

ど う してん い っぺ ん じちみ て ― ……話 した ら今 日な ら丁度 いい で

ち 二 つ返 事 ん 受 け な いが下 った。『 ょか ったわ い』 もう他 ん 仕

事 は ほた っち ょいち  そ き側 ぇ行 くと最 中 ち言 うと大 げ さか。 Fあ

ん な指先 じせ り く― じ ぐっ と差 し込 み な 一え』『 … ……』 嬉 し

い もん じゃき も う真 剣  返事 も出 らん ごた る。

『 ぐわ ―ゆ―入 ったん な らぐるりゅ―寄せ ち ち っと押 さえち』

『 初 めち じゃき難 しいの一』『 あん まりひず ―す りゃ痛 ぇがえ』

『 こげ―か』『 そ うそ う け っくしゃ上手 じゃな一 そげ一 うめか

んでん いいき』『 あ―よか ったの― は じめち しち ゃいい じゃろ う

が』『 まあまあ じゃな一ち っと腰 ぅ使 うと もっと いいん じゃが 』

『 そん ふ っ く ら した所 ぅ押 さえ過 ぐりゃ悪 いで 』『 ここか難 しい

所 じゃの』『 指 ん感 じが なん とん言 えん じゃろ―』『 も い っぺ ん

してん い いか』『 あん た も好 き じゃな ― よか り ゃす りゃい い』

『 こん だ調 子 ゆ う出来 た ど 穴掘 り もうま い じゃろ うが』『 もっ と

上 手 な しもお るで』『 何 や  やん な他 ん しに もさせ たん か』

苗 の植 え付 けは半 作 ち も言 うか る 植 え つ け こす 大 切 。
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マ アユ ウテ ン シラ ン フ リ… … …甘 え て も知 らな い、頼 り癖 は悪 い
マ イ アガ ル トソ ンス ル …… ぉだて に乗 ると損 す る、調 子 に乗 る な
マ イ ッタ チ ナ … … …亡 くな った そ ぅで 、成 仏 した とか 、 降参 した
マ ウ コ ター ネ ーデ … … …舞 わ な くて も大 丈夫 、 回 らな くて もよ い

マエ クチ ャイ ヮニ ャ… … …前 もって言 わ な い と、予告 してあ れ ば

マ カ ラニ ャカ ワ ンキ ー安 く しないな ら買わ な い、 値 引 きな ら買 う
マ カル ンナ ラカ ウデ ー …Ⅲ負 けて くれ るな ら買 う、安 くす れ ば購 入
マ キ ー トンイエ … …安 く しな さい と交 渉 、値 引 きさせ て 買 ぅ知 恵

マ ク レチ ョル キ … … そ り くり返 って い るい るか ら、変 形 して い る

マ ケ テ ンナ ク コ タナ ラ ン……… …… … ……負 け るが 勝 ち と言 うか ら

マ コー トンユ ル ウ タヵ …巻 きつ いて も知 らぬふ り、撤 いて もよ い

マサ ユ ミー ナ ッタ… … … …夢 が本 当 に な って 、 夢 見が よか った 朝
マ シウエ ャモ ウケ … … ……・… …余分 な畝 は儲 け もの、思 わ ぬ収 穫
マズ ル カマ メ ラ ンカ … …交 わ るか それ と も駄 日か 、手 におえ な い

マ セ テ ンエ エ ラ シイ …早 生 育 ちだが 可 愛 い、 大 人 びて も僧 め な い

マ ゾチ ョケ ヤ … … ち ゃん と元 の通 りに しな さ い、返 して お くこ と

マ ダ ラ ンカ ン シ レン… … …仲 間入 りは無 理 か も、交 わ り難 い性 格
マ タ ク レー ヒガ イル ド…… …大 変 だ宝 物 が盗 難 に、油 断禁物 で す
マ タ クラカ ゼ モ ス ズ シィ… …股 に毛 が 少 な く涼 しい、下 着 を忘 れ

マ タ ソゲ ンコ ッ ー… … … また そん な事 を言 う、繰 り言 を言 わ れ て

マ ッタ ンカ セ ンギ シチ … ―̈ Ⅲ…待 って いたの捜 して 申 しわ け な い

マ ッチ ャ レム ゲ ネ ー コサ レ…… ……待 つて あ げ た ら可 哀相 だ か ら
マ チ ッタ ヨカ ローキ _も 少 し ぐらいは ょ いで し ょぅ、 何 かの役 に

マ ヂ ラ ンゴ タル ド… 一人 に まみ れ な い性格 、 仲 間 に入 りに くい人
マ テ ー ゴタ ッテ ン ミンナ… … … …… …優 しい よ うで も後 が 怖 い ょ

マ ドイ モ ウサ ンヌ… …̈ ……… …返 し切 れ な い ほ どだか ら勘弁 して

マ ドワ ンナ ラ イ イ ド …̈… … Ⅲ戻 さな い な ら考 え が 、信 用 を失 うが

マ ドチ ク レタ ン ト‐… … …… …戻 して くれ たの で す か 、元 に戻 した

マ ドロシュデ ンマテ い らい らす るけれ ど我 慢 して

マ トー ヒラキ ャ ミユ リャセ ンカ ……股 か ら見 え た宝 物 、観 音 菩 薩

マ トー ミ リャマ タホ ユ ル ノー …股 を み た ら勃 起 して、若 さが 出 る
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ま マニ オ ー タ ンカ … … … ……時 間 に間 に あ い ま したか、滑 りこみ で

マ ヌケ ン トンチ ン… ‐… …… … …間が抜 けて とん まな、調 子 はず れ

マネ ナ ンナ チユ ウ … … まね て は い け ませ ん 、人 のふ りを 見習 うの

マ ビク ノ ンカ ンガ イ …… ……・折 角 の苗 が 借 しいが成長 に は犠 牲 も

マ ビキ ャユ ー フ トル ド…… … … …適 当 な聞 引 きは丈夫 な苗 に な る

マバ タキ ャイ ロケ … … … ういん くした のか な、 日で合 図す る技 法

マ プ リオ トサ レチ … …瞬 き もせ ず 見つ め られ て、凝視 され 落 とす

マ ブ ラル リャノヤ …… … …… …………… 見つ め られ ると根負 けす る

マ マ タベ チ ュ ウニ …̈ ……… … …ご飯 を 食 べ て い る時 に、 食 事 時 に

ママ ヨナ カ ス ンナ     腹 違 いの子 を泣 かせ ると誤 解 され る

マ メ ラ ンゴ ツ ー ジ‐… ¨……… … … …… …み ん な に の仲 間入 りが 困 難

マ メ トリャア プ ネ …… ………女 性 の誘 惑 は危 険 、 セ クハ ラは駄 目よ

マ メ ナ タ ッシ ャナ … … …… …元 気 です ご して い るか、健 康 で す か

マ メ シダ ング クエ … … ……… …餡 こを まめ した ダ ンゴ食べ ませ ん か

マ メナ カエ コ ンゴ ラ … …元 気 で すか この 頃 は、 健康 で過 ご して す

マ メ ー シテ ンコマ ル … …気 ま ま に させ る と癖 にな る、放任 は 困 る

マ モ ヨ ビナ ー … … ご飯 を食 べ させ て 、 食 事 を ご馳走 して くだ さ い

マモ リャ シ ョヮネ … … …… …守 って いれ ば大 丈夫 、守護 は任 せ て

マ ヤ ンツ シノ ボ レー …… … …… …馬屋 、 牛 舎 、 小 屋 の二 階 に上 が る

マ ヤ ンコユ ダ セ … … … ……馬 屋 牛 舎 の 肥 や し出 し、馬屋 の片 ず け

マユ カ ク リャア ガ リ ド…繭 を か け始 め た ら終 わ りに、蚕 の上 が り

マ ヨタ ンカ ン シ レ ン… … …迷 って しま ったの か 、考 えが 浮 か ば ぬ

マ ヨー タ ツル キ … …馬 屋 、牛 舎 な どを 立 て る、作業 小屋 を 建 て る

マ ラニ ャナ オ セ … … … …… ………… …用 足 し しな いな ら隠 しな さ い

マ ラ ンサ キ ュ ミヨ…み みず にか け るな 、男性 性 器 の先 を 見 な さ い

マ ラ レニ ャ コマ ロ ウ…用 足 しで きず苦 労 す る、尿 が詰 ま る、 便 秘

マ リカ プル キ ヒ トメ ン…… そ こ らに ひ りさが す 、不調 法 な仕 種 で

マ リタガ ル ニ コマ ル … ……用 足 し したが るの で困 る、所 構 わ ず に

マ リクー ジ ョケ … … …… そ こに用 足 しす れ ば、 気 つか れ ぬ よ うに

マル ンマ マ タ ケ …… … ………丸 の儘 炊 い た ら、 そ の ま ま燃 や した ら

マル ゴ タ ラ コキ キ ー …用 足 しな らこち らに、 トイ レは こ こに あ る
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ま マル タモエ オ ー ケ ア ル … … … ……¨… …割 って な い薪 が燃 え得 す る

マ ワ ッチ ョル ンカ …… …… …回 って い ます か 、 廻 って来 るので す か

マ ワ ッタ ゴ タル キ … …… … Ⅲ… …廻 った よ うだ か ら。 回転 して い る

マ ワツチ ョル ド…… 回 って います、回 り道 したよ うで

マ ワラニ ャオ コル ド……回 らないと腹を立 て る、回転が失敗 した

み  ミーテ ンシテ ンバ グル … … … …見て も見 らな くて もは ぐりた が る

ミー タゴ タル キ デ レ… …向 いた よ うだ か ら出 な さ い、感 心 が な い

ミーチ ョキ ャ ドゲ カ ナル … … …剥 いて お けば役 立 つ 、準 備 す れ ば

ミーテ ン トリア ウナ … …向 いて も関 わ り合 わ な い、相手 に しな い

ミガ イテ ン シ レチ ョ リャ… … … … …生 まれ つ きの姿 は変 わ らな い

ミガ カニ ャ ヮ リー ン ド… … ……手 入 れ が光 る もの、愛情 こそ 大 切

ミカケニ ャ ヨラ ン ド… … …予想 以上 に、価 値 観 は見 か けだ けで は

ミケ ンニ シオ ヨ シ ィ… … … … …形相 が 心 まで表 す 、損 をす る表 情

ミコ ミャコス イ イ ッケ タ… …… …… … ……信 頼 す れ ば子 守 を頼 め る

ミシケテ ンサ ガ シモ ウサ ン… …見つ け たが 解 らず に、発 見 出来 ず

ミシク リャセ ンジ ョツ チ……… …Ⅲ… … …捜 さ な くて言 い訳 ば か り

ミシカカ リャツナ ゲ … … …短 いのは繋 いで 使 う、物 は使 い よ うで

ミシケー ト トワ ンニ … …Ⅲ… …短 いか ら届 か な い、 頭 の使 い よ うで

ミゼニ ュキ リャイ イ … … た まには接 待 せ ね ば、 人 には大 事 な心 を

ミズハ ズ セ クユ ル ド… ……… ………… …水 を放 水 せ ねば壊 れ る危 険

ミソダル ンツ ラ ア ラ イ ……持 え 晴す る姿 、 た ま さか外 出の厚 化 粧

ミタ シャ ヨダ レデ ル … … … 見 た時 の歓 喜 は上 機嫌 、又 と無 い秘 仏

ミタ ンナ ラユ ウナ ル デ … …診 たん な ら大 丈夫 、調 子 の診 断で 安 心

ミダ タマ ッチ フ ウ イ イ ……水 が 満水 で安 心 、願 い叶 って幸 せ 人 生

ミタ ヌ シタモ ンノヤ …… ……… あれ な ら経験 済 み 、言 わ れ ない悦 び

ミチ ュツケ チ ャル … … Ⅲ̈… …話 を ま とめて あ げ る、仲介 をす る人

ミチバ テヘ コ タ レチ …疲 れ果 てて道 端 に うず くま る、疲 労 困 ば い

ミツグオ モ ドス デ … …畑起 こ し農具 を返 す 、借 り物 は確 実 に返 す

ミテ ク リャ ヮル デ ン… …み か け によ らぬ宝 物 、人 は見 ただ け で は

ミテ ンヘ ル モ ン ジ ャネ … …………見せ た ら格 別 な場 所 、 見 たが る所
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み・ ミテ ンシ ラ ンフ リシ ヨル … … …… ……… …見 しらぬ振 りす る利 口者

ミナナ ロー ダ … …… … ……… …皆 ん な並 ん で、 行儀 よ く並 び ま した

ミナカ テ ー フ レタカ ………みん な に周 知 しま したか 、連 絡 したか

ミミカ ン ジ ョウ… …耳 の都 合 で計 算 す る欲 得 性格 、都 合 よ い計算

ミ ミカル サ キ デ ケ タ ………耳 さ とい性 格 、何 で もよ く知 って い る

ミムカ ンハ ナ ツマ ミ………見 向 き も しな い嫌 わ れ者 、嫌 わ れ 人 間

ミノ ツ ク ゴ タル ヒヤ イ …… … ……… ¨身 が 裂 か れ るよ うな高 い利 息

ミノナ ラ ア ル キ …… ………蓑 な らあ ります よ、用意 して あ る心 構 え

ミマ イガ テ ラ タ ンニ ュウ… …見舞 いを兼 ね て訪 ね る、序 で 見舞 い

ミ ミン トイ カ ン ジ ョモ ン… …耳 の間 こえ ぬふ り上 手 、勘 定 い い耳

ミムカ ンナ ス キ ジ ャ…恥 ず か しが り、 見 向 か な い とは好 きな証 拠

ミモチ ャイ イ ンカ …… …… … …行 いは よ いの ですか 、真 面 目な性 格

ミモ シイ ラモ … … … … よ く入 って い る物 と半 減 の物 、 出来 不 出来

ミモ チ ャハ ロサ イデ エ チ…妊 娠 して大 き くな った腹 、 め で た い証

ミモ ウチ ドゲ ンフ ウ…見舞 い して経 過 は、 見舞 いは情 け の贈 り物

ミモ タ ラ ヨ ロ ク ウダ ……見舞 い に行 くと喜 ぶ 、心 の見舞 いは千 金

ミバ ユ シ ャ ン トセニ ャ……… ………・… …身 な りを きちん と しな さ い

ミビーキ モ ホ ズ ホズ ニ … ……身 内の ほ め方 は難 しい、手 褒 め上 手

ミプ リュユ ウセニ ャ… …… きちん と して い な い と、 清 潔 感 の服 装

ミプ リュハ シヨマエ … ……品位 は身 振 りで決 ま る、 きちん と して

ミボ ウユ ウ シチケ … … きちん と身振 りよ く、盛装 して行 きな さ い

ミユ ー タ フ シギ ナ モ ン…… …夫 婦 とは不思 議 な縁 、他 人 同士 が 絆

ミヨー トブゲ ン…・……… ¨…夫 婦 が な か ょ く円満 、 仲 の よ い夫 婦

ミヨ ッテ ン シラ ンフ リ… …見 て も見 ぬふ り、黙認 して こそ意 義 も

ミラル リャコマ ラ ンカ ー見 られ ると困 るので は、 見 られ ず に幸 運

ミ リソコ ノー タ… … … ……見 な い ま ま に終 わ った、 見え ず に残 念

ミラ ンジ ャツ タキ … …見え な くて 、 見 らない ま まに、 見 えず 残 念

ミチ ョル メ ノ ウナ ッター あ っと思 う間 に消 え る、 瞬時 に無 くな る

ミロウ ドチキ タニ … ……見 るた め に来 た の に、折 角 なの に見 え ず

ミレンゴ ツ ノー ナ ッタ… あ っと思 う間 に無 くな る、 瞬 間 に終 わ る

ミンノユ ウ ミラニ ャ・…… ……皆 さん を よ く見 て、顔 を 見 て覚 え る
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む  ムイタナハ ヨクエ …………………………剥 いたか ら早 く食べなさ い

ムイチ ョキ ャダ レカ クウ……………………剥 いてあれば食 べ る もの

ムカ ンデ ンムケチ ョル ー年頃ん男性性器、 自然 とはよ くした もの

ムカ ヮ リャス グクル …一周忌 は早い、故人の追憶が期間を縮 め る

ムカチーチ ヒ トメ ン………嘔吐 したい心境、意 にそ ぐわ ないか ら

L+>+>f>l=+tu- 向 か いの家 の事 で も気 に な る

ム ク レタナ トリアエ ナ …腹 立 て者 には構 うな、交 わ りの な い個 性

ム クナ イ イ ガ ク ウカ … …剥 いたが食 べ ます か、甘 やか しも程 々 に

ムゲ ネ ーガ ツ ミツ クル …… …可 愛 いそ うは罪作 り、甘 や か し禁 物

ムゲ ネ ーモ アザ ニ ナ ル …甘 やか して失 敗 す る、 苦 労 させ るが よ い

ム コー トンワ ロー トン… ……剥 いて も割 って も自由 に、 気 ま ま に

ム コバ ラ ミュス ル … … ……… ……妻 の妊 娠 に婿 が変 わ る、 同情 妊 娠

ム コニ ャイ イ グ レ… …向 こ うに はよ い よ うに、相手 には調子 よ く

ムギ メ シ ャハ ラガ ヘ ル …… …… ……麦 の 入 った食事 はす ぐ空 腹 に

ム ク ンナ ラ イ マ ド… …悪 餓 鬼遊 びで体 験 、 影 で 性器 の剥 き く らべ

ムゲ ネ ーナ イ ッ トキ … ……可愛 いの は ほん の一 時、 す ぐ憎 た れ 日

ム ゴタ ラ シ ュ コナ ス … … … …悪 質 に い じめ る、乱 暴 に痛 みつ け る

ム ス コ ンア サ ダ チ … … ……… …… ………男 性 性器 は朝 は元 気 が い い

ムス ミヤ シタガ ル ー娘 は相 手 に思 いを 交 わ した い、愛 欲 は 自然 体

ム セ タナキ オ ツキ … …せ き こん だ ら用 心 を 、器 官 に用心 しな い と

ム ダア シャナ カ ダ チ … ……… ………何回 も行 き来 して話 もま と ま る

ム ダメ シデ ンタ ミナル … … ………………無 駄 飯 も食 わせ て 役 に立 つ

ムテ ーナ イ イ グ チ … …… ……無 理難 題 な言 い ぐさ、暴言 を あ び せ て

ム ドガ リャイ イ モ ンジ ャネ ー…… …… … … … … …甘 やか しも程 々 に

ム トーナ ヒア イ 無理 難 題 な利 子 の請求 、高 い利 息 に悩 む

ムナモ ツ シメニ ャ… … …胸 が 見え るか ら用心 を 、隙 を狙 わ れ そ う

ム ネマ ジ ミセ プ ラ ケ ー チ …… …… Ⅲ…肝 心 な場 所 を ち らつ かせ る な

ム ノーハ グ ラ ン ヨ ロコ ブ… …… …… … …胸 を は ぐられ て喜 ぶ 年 頃

ム ラハ チ プ デ ンニ ブア ル … … ……の け者 で も火 事 と葬儀 は仲 間 内

ム リニ ヒア イ モ ア ッチ ョル …… …… …無 理 に言 わ れ た利 子 の請 求

ム リヤ リノ シー チユ ウ ……無理 や り求 め られて 、強 引 も考 え もの
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む  ム レタキ ツ クカ・一 ……蒸 せ た か らつ きま しょう、餅 つ き常 備 完 了

ム レンナ フ リー ノカ …蒸 れ な い のは古 い米 か 、古 米 は蒸 れ に くい

ム リュス リャワズ ラ ウ…無理 したば か りに病 気 に、何 事 に も限度

ム リュセ ンデ ン シマ ウ… ……無 理 しな くて も終 わ る、企 画が 大 事

ム ンム ンス ンナ コマ ッタ… … … …む しむ し湿 気 に困惑 、 異 常 湿 度

★ 米 ぅ蒸 しち餅 つ き ゅ杵音ん響 きが  なん とん言えんが こりゃ餅米

を使 う。正 月につ く餅 は一番多 いが お飾 りん他 に も嫁 の里 に持参

す るんが『 鏡餅』。昔 しゃお医者 さん なんかに も 世話 になるき持

参 してお礼 を言 う風習が残 っち ょる。お宮、お寺、辻 の地蔵様、井

戸、お墓 、人ん優 しい感謝ん気持 ちは 各所 に見 られ仄かん暖か さ

を醸 しだ しち ょる。

建 て前 ん 『 ヒ トギ モ チ』 Ⅲ…大 事 にす る人 たちは  きちん と した着

物 を着 こみ 薄 化 粧 しち行 きよ った。『 火 を遠 くにす る』 …火難 の習

わ しの よ う じゃが  古 い言 葉 の『 じと ぎ』 か ら来 ち ょる ごた る。投

げ た餅 ぅ拾 うな ― そん 家 ん  繁 栄 を一 緒 に祝 い喜 ぶ もん でん あ り

合 わ せ ち幸 せ も拾 う風 習 で ん あ る。歓 声 を あげ ち大 け な手 を広 げ

『 そ ら来 た ど そ っち じゃ』 わ あわ あ声 が広 が るん の も 幸 せ が

舞 い込 ん じ くる 愛 で た い行 事 でん あ る。 ※  しと ぎ…神 前 に供 ゆ

る餅 の事 。 棟 梁 や ら関係 ん じが 屋 根 か る 餅 ま きす ん な周 りん 人 た

ち ま じ 心 ぅ豊 か にす る ごた る。

誕 生 餅 …子 供 にか るわ せ た り 餅 の上 を歩 かせ た り 関 係 ん しに

配 った り しち み ん な じ祝 っち も らいて 一親 ん願 い。紅 自ん 餅 を作

っち祝 膳 に添 え 催 しん 時 ぃ配 るのん  いや栄 えを 念 ず れ ば こす 。

結 婚 式 に 出 る… おてつ き餅 …無 事 結 ば れ ち一 同安 心  おて ち ― た ち

吸 い物 に入 っち ょる。 ほん こん め ―餅 じゃが  じゃき意 義 もあ り後

ほ しい気 持 ち さす るん が  憎 ら しい心 くば り。 人 間 が生 まれ ち来 た

巡 り合 わ せ に 餅 が ち ― ち来 るのん絆 じゃろ うが  そ げ な人 ん心 ぅ

温 か く包 み く― じ くる る 餅 に ゃか ぎ りね ―愛着 も感 ず る。
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餅ん話 どげ― じゃつ たかえ…,こ げんふ うに 1つ ん物 に も人間 とん

関わ りが大 き ゅう 見 らるるん も人間 は一人 じゃ 生 きち ょられん

証拠でんあ る。人 と人ん支えあいか る物 によ っち 生かされてん お

る現実。 じゃき感謝 し大事 にせ に ゃな らんの じゃが 果た しち ど う

じゃろ うか。

一人 じ生 まれ ち来 た一人 じ育 った一人 じ偉 ぅなった。そげん こつ

思 うごた るな心ん狭え しん事。知れち ょるん じゃね―かな 人 間 の

力、知恵、能 力  じゃきあん ま り自惚れてん そ りゃむて な事 じ話

な らん。 もち った人 に感謝、物 に感謝 しち こすそん しの 価値観 も

出ち くる もん じゃち思 うが  どげ じゃ、ろ うか。

★  竹 ん皮 は夏 まで に ゃ背 の び しち くる 皮 が そ こ ら じゅうに落 つ る

が  乾 燥 しち使 う と利 用価値 もけ っ く しゃ多 い。昔 しゃ肉 、黒 砂 糖

、飴 が た、握 り飯 、餅 、魚  なん かを 包 む にゆ う使 い よ った。 殺 菌

作 用 もあ るそ うな  じゃき夏 に集 め ち千 す と 取 引ん じが 回 っ ち来

る。揃 え ち品 ゆ う しち ょ くとけ っ く しゃ高 値 。

竹 ん皮 草 履 も上 品 じ履 き心 地 が いい 足 ん裏 を適 当 に刺 激 しち く

れ  軽 う じ健 康 ん為 に もいい そ うな。 手 芸 品 、工作 品 なん か に も

ゆ う しち使 うなん か  まん だ ら捨 て た もん じゃね え。小 豆 を煮 る時

竹 ん 皮 を入 れ ち煮 る と 柔 ら しゅう早 う煮 ゆ るん と これ も昔 か る

ん生 活ん知 恵 。 握 り飯 い味噌 漬 、梅干 し ゅち ょい と添 え ち包 ん だ

弁 当 なん か も う乾 燥 し湿気 を飛 ばす き 最 高 ん接 配 にな っち くる。

★  卵 焼 きなん か 昔 しゃめ った に食 えん じゃつ た。子供 が多 い と そ り

ゃ もう回 っち こん き 卵焼 きん 時 に ゃ小 麦 粉 をが い と入 れ ち 練 り

まわ しち焼 くと  『 誤 魔 化 し卵焼 き誕 生 』 にな る。 見 た 目に ゃ卵 焼

き じゃき 子 供 ん数 だ け分 け ち切 る弁 当 に入 る る。 それ じも う満 足

す る子沢山の家族  これ じ育ち太 った

もん じゃが  どげ―なよかろ うかな。
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め  メ ーニ チ ク ウチ ョル … …毎 日食べ て い る、習 慣 にな って い る食事

メ イ ッペ ヨ ク シュ ウ… … … … … …… …真 剣 欲 張 りの性 格 、 悪 趣 味

メ エ ニ チハ オ カ ム … …………… …毎 日頑 張 る、 努力 家 に は勝 て な い

メオ ミリャワライ ヨル 目で相手 の考 えが推 測 、失 礼 な 目

メガ デ ル ゴ ッ ヒア イ …… … … … ………厳 しい利 息 、 高 い利息 に悩 む

メ キ キ モ マ チ ゴ ウチ … …… 見 当違 い も起 こる もの、 用 心 は慎 重 に

メ グ ジラ タ ツ ンナ … … … …憎 ら しい勘 ぐりは悪 い、 片 意 地 は るな

メ ケ ン トジ ャワ リイ … ……推 測 じゃ危 険、 暗算 で は信 用 が 落 ち る

メ ゴ ンナ ケ イ レチ ョケ … …… …… ……食器類 を入 れ るか ごに入 れ て

メ ザ テ ヤ ツ ジ ャ… … … 目が 早 く行動 が早 い、 注意 力 が 素 晴 ら しい

メザ ワ リャ トナ リンクラ … …憎 ら しい隣 の景 気 、 自分 不平 は隠 し

メ シワキ ャオ トコ シ……男 の飯脇 休 ませ て 、 出番 に は努 力 させ る

メ ジル ツ リアゲ チ … …Ⅲ… …形 相悪 く品 位 が な い、素 直 にな った ら

メ シワキ ュ ツカエ …… …… …… …ゃす ん で い る時 に利 用 、 余 暇 利 用

メ シイ ッパ イカ シナ …… …… ……飯 を借 して、 恥 ず か しい事 だ け ど

メ ズ ラ シガ ラ ンジハ リコメ … ……解 った な ら応 分 の 、理 解 した ら

メ ダ タ ンゴ ツセ ニ ャ…… … 見 つ か らな いょ うに、少 しは遠 慮 せ よ

メ ダ シイ ナ … …珍 しいです ね、変 わ り者 で、 かん が え られ な い事

メ チ グ レー イ リー …塗 目の仕 上 げは 自分 で、貴 重 な場 所 の仕 上 げ

メ ッソオ ラ ンキ … … ……留 守 が多 くて、久 しぶ りに在 宅 して い る

メ ッテ コ ンニ ドゲ シタ ・・珍 しい珍 客 、 久 しぶ り来 客

メデテーナアズキ メ シ………赤飯 は喜 び祝 い、人生 にはつ き もの

メデ ンキカセニ ヤ …確認 す る目を、 よ く見 る事 の大 切 さ

メ ニ シム フ ロタキ … …煙 りだ けで もな い事 も、 煙 りの書 も大 きい

メニ イ ッテ ンノヤ … … … … …… …痛 くな い孫 た ち、 ほ こ り対 策 を

メ ノ ドカ ミンナ …… ………… 目の毒 に な るよ うな事 は 見 な いが 得 策

メ ノサ キ ャユ ウ ミヨ… … …… …… …相 手 を確認 、物 事 の判 断が 大事

メ ノ ドキ ス ンナ … …… …… …見 る と大 変 な事 に、 知 らぬ振 りが 無 難

メバ ナ カル カ ジュ ヒク… … … 目や鼻 か ら風 邪 を 、 防 寒 対 策 が 利 回

メバ リジヌ クナ ッタ… め ば り した ら温 か い、風 よ けは生 活 の知 恵

メバ ノー ダ イ ジ シ ヨ… 目や ら鼻 を大 事 に、 芽 の時花 の時 を大 事 に
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め メブ トリシチダマサ レン… うっか り目移 りで失態、敵の 目を欺 く

メ ビーキ ャシイチ ョル………好 きを そ っと合図す る仲、相思 相愛

メベ リャソ ンジャノ………気 づかず損を して しまう、思 わぬ失態

メベ リンネ ビキ ュ……量の少 ない分 は安 くいます、値引 きの商談

メベ リジオ リオ ウタ………・……量が少 ないのは話合 いで解決 した

メヤニ ャユ ウフケ…………… 目の汚れはよ く拭 いて、 日は清 潔 に

メ ヨ リャクチガサキ……………口八丁のお しゃほべ り、 日が先 走 る

メ ンクラヤーキムツプル…慌 てて肝 を潰 した、異常 な場面 に遭遇

メ リメ リイ ヨル ド…………微妙 な音が している、異様 な音がす る

メ レテー トキ ャョロコベ………めでたい時は喜ぶのがよい、祝事

メ ロー ドマネ レー…・……女達 は寝 なさい、女の子 は早 く寝 な さい

メ ンクラヤキ ムップス……慌てて肝をつぶす吃驚 よ う、吃驚す る

メクク リタモ ヒンムケ……目の玉を見開 いて、 しっか り目を開 く

メ ン ドシイ ヒヤイモ……恥ずか しい借 り金の利子、利息 催促 され

メ ン ドリャナカ ン ド…雌鳥は鳴かないか ら、雌 はおとな しい もの

メ ン ドマ コーチ ョケ…………雌鳥を飼 って置 きなさい、雌 も飼 う

も モー ドゲ ーデ ン…Ⅲ………………もうど うにで もな って

モーチ ッタタメニ ャ :¨ ………………‥も少 し貯めないと

モウカルネル ンカー早寝 も程度、 こん なに早 く寝 るの

モーセ ンチ ュソバ カル …………。もう しないと言 うのに

モーヘ ースル ンカ……そんなに早 くす るの、早期実行

モ ー ケ タ トキ ソ ンヲカ ンガエ チ …儲 けの 時 の損対 策 、備 蓄 も大 事

モ イ ッベ ン シ ュ ウヤ ー も一度 して は ど う、再 度 の挑 戦究 極 の悦 び

モエ タナ ケ シチ ョケ… … …火 災予 防 は入念 に、噂 は早 め に消 す 事

モエニ ャケ ブ テ ェ… … …燃 え な い と煙 りが 目に染 み る、 噂 の幸 さ

モオ ケ タ プ ン トッチ ヨケ …… …儲 けは備 蓄 に も回 して、 用 心 貯 蓄

モオ ク リャイ イ ガ ノ ゥ………儲 けに期 待 して い る、投 資 と勝 算 を

モガ ヤ ソ ンモ シチ …反 対す るの も時期 を 見計 らって、先 見 の 目を

モ ガ ヮ ンシモ ムゲ ネ ー …反対 しな いの も可 哀相 、意 見 は は っ き り

モガ ヮニ ャイ イ ン ジ ャガ
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も モガ ウナ カ クル ド…・… …反 対 す る と隠 れ る、 旨 く利 用 したが よい

モギ トッタ ンナ ラ クエ …取 ったの な ら食 べ な さ い、収穫 な ら格納

モ グラモ チガ キ ヨル … …… … … … …… …も ぐらが地 下 を進 ん で い る

モ ゲ チ ョ リャツケ チ ョケ … …壊 れ たの は補修 して 、補修 で再 利用

モ ゲ タナ ク ウナ … … … … …… … … … …… …落 ちた の は食べ な い よ う

モ ゴーテ ンマ クル ドー・… …反 対 して も勝 ち 目は な い、相 手 が悪 い

モ ゲ タ ラハ モ ーカ イ … …… …¨… …外 れ た な ら下 駄 歯 を入 れ替 えて

モサ モ サ ス ンナ… …落 ち着 きす ぎて は駄 日、機 敏 に動 く必 要 あ り

モ ジモ ジ シチ ウ シ ミ… …見 合 いの恥 ず か しい表情 、牛 見 で嫁 捜 し

モ ジ ッチ ヨル キ … … ……… … 。誤 魔 化 し技 法 、 旨 く言 い くる ませ て

モズ ガ ル ナ ア マ ヤ カ シ… …可 愛 いが るの は甘 や か し、厳 しい躾 も

モ ゾモ ゾ シチ クニ ナ ル … … … ………… ¨…落 ち着 きす ぎて苦 にな る

モ タ ンコデ ンナ ク コ タアル … … …同情 した涙 、悲 しみ の貰 い泣 き

モ タ ンコデ ンネ ー チ クル ル ー心 情 に同情 の涙 、貰 い泣 きす る他人

モ タツキ ャア プネ … … …̈ ………慌 て る と危 険 、 足 もとは大 丈夫 か

モ チマ キ ュス ンノ ト…… … Ⅲ…餅 マキが始 ま る、 祝 いの ひ と ぎ行事

モ チサ ギ ユ シナ ー … … … … … … …餅 を下 げて、供 え物 を はず して

モ チオ モ リガス ル … …… … ………重荷 に な る負 担 、心 の重 荷 にな る

モ チ ツキ ャカ ンノ ウチ …餅 を つ くな ら寒 の間 に、 徴 の予 防防止 に

モ チ ュツキ ノニ … …Ⅲ… …餅 を つ いたば か りの 時 、餅 つ きの 直後 に

モ チカ トカエ ンデ ンイ イ カ … … … …持 ち肩 を変 更 しな くて よいの

モ チヤ デ ンチ ガ ウ コタ アル …専 門 で も間違 い有 り、 時 に は的外 れ

モ チ グ リャイ クニ … ……・…持 ち上 げれ ば究 極 の 味 に、剰 那 の快感

モ チ ッ トジオ ガ メ タニ … … …残 念観 音 菩 薩 を 目の前 に、 時 間切 れ

モ チ ク リャカ ワニ ャ…持 って来 たの な ら買 わ ね ば 、折 角 の商売 に

モ チモ ンナ オ ッキ ー ノ…性 器 は大 き く立 派 で、 奥 まで ご殿 が広 く

モ チモ ンク ラベ ジマ クル …性器 比 べ に敗退 、知 らぬ別大 品持 ち主

モ ツチ ョラ ンデ ンモ ッタ フ リ・… …… 自慢 したが り屋 、大 ふ ろ しき

モ ッチ ョツテ ンモ タ ンフ リ・… … …… … … …控 え め、手 の内 は秘 密

モ ツチ ッ トオ クマ ジイ レチ… … …… も少 し奥 が 気 持 ち よ い耳 掃除

モ ツ チ ョコ ッ トオ クガ イ イ ………¨… …微 妙 に奥 に入 る隅 の掃 除機
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も モ テ ンゴ タル ヒ トンクチ … … … …他 人 の 日 には戸 は立 て られ な い

モ テ ンゴ ツオ コル …吃驚 す る叱 り方 、 短 気 な叱責 は見 た 目に悪 い

モ テ レニ ャオ イ チ ョケ… ……… …持 て な けれ ば置 く、欲 張 りは禁 物

モテ ンデ ン トクンアル…… 持 たな い人 で も得 はの さ る

モ テ ンゴ ッ モ ロウ タ…… …沢 山 も らった、世 の 中 旨 く出来 て い る

モ テ レ ンナ ウ レシイ ガ … … …多 いの は嬉 しいが 、貰 い物 は高 づ く

モ テ ンチ イ ウエ ウ レシュ ジ… …それ で も頂 く悦 び、 あ りが た い事

モ トグ ッテ ンジ ョ… …… …か らま って しま う、複 雑 にな って 当惑

モ トマ ジイ ンチ ク ンナ … … … … ぐっと奥 まで何 と も言 え な い悦 び

モ トグ レ トッチ ョケ …… …元 まで失 わ な い よ うに、薄 利 で も商 売

モ トモ ネ ー キ ムゲ ネ …… … … …元 失 いは気 の毒 、 商売 の か け ひ き

モ ナ ソ ウダ ンジ ャガ ……… … … Ⅲ折 り入 って相談 だが、 信 頼 の相 談

モ ニ ナ ンナ チ ッ ト ド… … …肝 心 の収 量 は少 しだが 、価 値 観 が 問題

モ ニ ス リャ シメ タモ ン… …̈ ……… ……決 まれ ば勝利 、 決 断 と度 胸

モニ ナ ル トキ ャオ シイ… …折 角 の機 会 が遅 くて 、 時期 選 びの 問題

モ ニ ナ ル ゴ タル ナキ オ ツキ … … … うま い話 に ゃ用心 を 、影 の 欠 点

モニ ナ ンナ モ トイ リジャ… …損 益 を計 算 に入 れ て、商 売 の難 しさ

モ ヌモ ラ ウ トキ ャ シャツポ ヌゲ …感 謝 には脱 帽 して もよ いの で は

モ ノモ ラ イハ ヤ メ ラ レン…他 人 の知 らぬ得 が あ る、 見 か け に無 い

モ ノ ンハ ズ ミバ コ シタ… … … … うつか り して失 敗 、運 の悪 い時 に

モ ノグ レュ ウテ ンソ ンナ セ ン…… … …挨 拶 は人 間性 が 評 価 され る

モ ノモ チ ン ヨク シイ … … …富 豪 の け ちん ぼ う、強 欲 な人 の物 持 ち

モ ミソ コネ ー チ クイ チ ー タ … ……… ………揉 みを失 敗 して 叱 られ た

モ ミユ メ ー チ ョケ … …籾 撒 きを して お いて 、籾 撤 きで苗 が 出来 る

モ ミヅキ ャ ウメ ー ド… … … …籾 の ま ま精米 す ると格 別 に お い しい

モ ミユ ケ ー チ ョケ …̈ …Ⅲ…籾 を湿 らせ て 、 もみ き籾撤 きの準 備 を

モ ム ンナ ラ コ ッチ ュ……… … …………揉 んで くれ るな ら こち らか ら

モ ム トキ ャイエ ヤ … … … …揉 む時 に は前 もって、無理 揉 み は心 配

モ ム ナ イ イ ケ ン ド… …揉 ん で もい い けれ ど後 始 末 も、 技 術 が 必 要

モ ムル グ レー デ ン… … もめ て 困 るよ うな相 手 、心 配 の種 つ きな い

モ モ イ ロチ ョー グ… ……… … ……ピ ンク色 の絵 の具 、桃 色 の絵 の具
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1) おばあちゃんの『おにぎり』

幸次 くん な小学 ■年生 で 今 日も元気 に トギ と学校 か るん帰 り道

じ 話が弾ん じ笑 い声が聞 こえ ち ょる。途 中ま じ帰 ったそん時 じゃ

つ た。近所ん おばさんが幸次 くん に 知 らせ に来 ち くれ たん です

『 幸 次 くん  早 く帰 っち お ば あち ゃん が具 合 が悪 い き』 息 を

はず ませ ち そん くれ 一言 うと お ば さん な ソキ ー座 り くう じし も一

た。 よ っぽず  ば あ ち ゃん が ん具 合 が  悪 いん じゃろ う。 顔 色 が さ

っ と変 わ った幸 次 くん  『 お ば さん有 り難 う』 一 日散 に ツー ジ家

ま じ脇 目 もふ らん じ。

昨 日 も一 緒 に話 ぅ聞 きなが ら眠 った。 それ だ け優 しゅう じ大 好 き

ん ば あ ち ゃん 。 病 気 に =じ ゃろ うか  も し死 ん だ らどげ― し ゅ うか

。 あれ や らこれ や らが  頭 ん 中を クル クル回 っち しま う。 祭 りん 日

に ゃ袖 ぅひ っぱ っち 行 った時欲 しそ うに しち ょつ た幸 次 くん に

玩 具 を 買 ぅち くれ た お ば あ ち ゃん 。熱 を 出 した時 に ゃひ と晩 じ ゅう

枕 許 じ見 ち ょつ ち くれ た お ば あち ゃん。

そ げ な こつ ―思 うと『 絶 対 死 ん だ らいや じゃき』 大 き な声 ぅ張

りあ げて言 いて 一気 持 ち ぅ じっと堪 え ち トビ続 けた。

『 ただ い ま』 玄 関 か る走 りこむ な り おば あ ち ゃん の部 屋 に。

側 じ介抱 しち ょつ たん じゃろ う 真 ッ白いエ プ ロ ンを着 た お 母 ぁ

さん が  出 ち来 ま した。『 お ば あ ち ゃん は』『 大 丈夫  今 眠 っち ょ

る き』 そん 声 を 聞 い ち ほ っと した幸 次 くん。 へ たへ た とそ き ―座

り く― じしま い そ うに な った。

『 部屋 に行 ってん い い』『 静 か にせん とな』『 うん 』 そ けだ け

言 う と幸 次 くん は  じわ っと部 屋 を覗 き込 ん で見 る。少 し顔 色 が悪

い けん ど  ス ヤ ス ヤ眠 っち ょる ごた るん じ 安心 した。
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『 お母 さん  水 お くれ』 と『 あ ― よか った』 と 無事 な姿 を

見 ち え ― と落 ち着 い た よ うで す 。

そん 晩 は あん ま り眠 れん じゃつ たが  お母 さん に起 こされ ち 目が

さ め た。幸 次 くん は一 番 先 に  『 お ば あ ち ゃん は』 と 聞 きま した

。 外 は天気 が い い の じ おば あち ゃん も元気 にな ったん か な … … …

と心 配 そ うに幸 次 くん 。奥 の方 か ら『 元 気 な った き 心配 せ ん じ学

校 に遅 れん ごつ せ に ゃ」 と声 が 聞 こえ ち くる じゃな い。

『 ゃ った ―  お ば あ ち ゃん  も う元気 に な ったん じゃな』 元 気

そ うな お ば あ ち ゃん の声 に 飛 び起 くる と部 屋 を覗 きま した。

『 おば あち ゃん  顔 色 ゆ うな った な  も う大 丈夫 じゃな』 本 当 は

ま あ顔 色 が青 白 いん じゃが  いか に も死 気 よ さそ うに見 ゆ る ごつ

幸 次 くん は言 って元 気 づ け ま した。

『 元気 な った』 と も 思 うた けん ど  『 も し死 ん だ ら』 なん か 思

うた事 が  悪 か った と も反省 も しちみ ま した。

そん 日は 勉 強 が 済 み よせ ん 友達 た ―バ イバ イ しよせ ん ごつ

一 日散 に家 につ 一 じ帰 りま した。元気 な顔 じ迎 え ち くるるか な  ま

だ床 ん 中かん 知 れ ん 。 丸 くな っち寝 ち ょるん じゃあ るめ 一か 。 それ

とん好 きな仕 事 ぅしよ るん じゃなか ろ うか 。 頭 ん 中 はあん げ こん げ

回 る そ げ な こつ ―思 うと も う急 が に ゃな らん 。

『 ただ い ま』 いつ もよ りゃ元気 な声 じ 玄 関 に入 った ら炊 事 場

じ おば あ ち ゃん の笑 い声 。 幸 次 くん な途 端 に嬉 しいや ら つ 一だ

帰 り道 が馬 鹿 ら しか った ごた る いん に ゃや っぱ嬉 しい 自分 でん

お か しい ごた る涙 が … …拭 いてん 拭 いてん  流 れ 出ち くる き… …

『 お ばあ ち ゃん 』 ち  呼 ぶ声 も出 らん ごた る気 持 ち に な っち し も一

た。 そん くれ ―嬉 しか ったん じゃろ う。 涙 が 恥 ず か しい ごた る 目 じ

ゃ悪 か ろ う。 オ トシか る出 したハ ンカ チ じ押 しぬ ぐうと 奥 に と。
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『 あ ら 帰 っち ょつ たん  た まが った』『 お ば あ ち ゃん 』 幸 次

くん な そん ま ま お ば あ ち ゃん に抱 きつ いち 泣 き出 しち しも うた

。『 あ ら ど う したん … …』 お ば あち ゃん に勇 気 づ け られ ち ょる

ち そ げ な思 いが全 身 に伝 わ る ごた る。『 は い 大 好 きなオ ニ ギ リ

が あ るで』『 …… …・』 に っ こ り笑 ぅち受 け取 りか けたが  『 あ っ

口 ゆす い じ 手 を 洗 うちか る』 ぴ よん こ ぴ よん こ しなが ら

洗 面 所 に行 き ま した。

顔 も 心 も 皆 ん な晴 ばれ じ 天 気が よす げ ちお 日様 が  目 につ

い いいもん じゃき涙がキラ ッ ト光 った。

Fこ れ  お ば あ ち ゃん  峠 ん ぢ いち ゃん か る ば あ ち ゃん に」 ち

もろ うたで。急 い じ帰 っち ょつ た ら  『 ど う したん 』 ち聞 か れ ち

… ば あ ち ゃん の こつ ―話 したん …そ した ら ほ ら 蜂 蜜 。 幸 次 くん

は カバ ンか る取 りで 一 た蜂 蜜 。 お ば ち ゃん に渡す と ほん の り甘 い

香 りん 蜂 蜜 。 いつ も幸次 くん の笑 顔 が可愛 いち 褒 めて くれ よ った

峠 の ぢ いち ゃん が  優 しい気持 ち い心 打 たれ たん じゃろ う。

『 有 り難 う いつ も幸 ち ゃん が優 しいあ いさつ す るき き っ と峠

ん ぢ い ち ゃん が  1感 心 しち くれ たん じゃろ う。 お ば あ ち ゃん は涙 が

こぼ る る程  :嬉 し ゅうな った。

いつ か聞 いた事 が あ る…蜂 蜜 ん話 を しま した。 そ りゃ人 間 と どれ

だ け が い と関 わ り ぅ持 っち ょるか を 教 え ち も くれ たん と。 蜂 が

豊 か な 自然 環 境 じね ― と生 きて 行 けん。 た った一 匹 じゃ生 き られ ん

事 も。 人 間 とは あ らゆ る物 と 自然 とが うまい こと 調和 しち お る事

なん か も話 した。

お ば あ ち ゃん の話 を真 剣 に 聞 いち ょつ た幸 次 く

ん  『 僕 た ち も自然 を大 事 に しち助 けあ い 楽 しい世 の 中 にせ ん と

悪 い』『 そ うよ いろ い ろ教 え らるるの に 案外 気 が つ か ん じ過 ぎ

ち ょるん じゃね ぇ 。
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じっと顔 見上 げ ち ょつ た幸 次 くん  『 蜂 さん に有 り難 うち言 わ な

い と』 嬉 しそ うに笑 顔 が こぼ るる と ば あ ち ゃん の『 お に ぎ り』

を頬 ば った。 『 お ば あ ち ゃん  お い しい』『 そ う… …… よか った

有 り難 う幸 ち ゃん 』  『 蜂 蜜 食 べ ち いつ まで ん 元 気 じな 』 蜂 蜜

瓶 を高 高 と持 ち あ げ る と もうい っぺ ん『 蜂 さん  あ りが と う』

そん 声 が ま るで  聞 こえ た ごと羽音 立 て ち 蜜 蜂 が つ 一 じ行 った。

★  1年 生 向 けん読 み 聞 かせ台 本 です 。

2)『 テマ リコ』 と『 デ ンデ ンムシ』

今 日 も朝 か る雨 が 降 っち ょる。遊 び に行 くに ゃ濡 れ る き『 ど う し

ゅうか』 ち 咲 ち ゃん は考 え ち ょつ た。 軒 か る落 つ る雨が  ポ トン

ポ トン 可 愛 い音 を 立 て ち落 て ます。 時 折 風 が ふ くもん じゃきそん

雨 が  落 つ る場 所 ぅ変 え ち ボ タ ッ ボ タ ッ ち変 な音 に変 わ る。

空 を 見上 げ ち咲 ち ゃん を  び っ くりさせ ます。

草 切 りか る帰 ったお 母 さん が  テマ リコん花 を一枝差 しで ― た。

『 咲 ち ゃん  テ マ リコん 花 に  『 デ ンデ ンム シが止 ま っち ょつ た で

ほ ら』 差 し出え た枝 さ きに ゃほん と 可 愛 い殻 を しゃん と背 負 っ

ち 落 ちん ごつ 止 ま っ ょる。急 い じ土 間 に下 りち受 け取 る と 花 の

影 じ じっと眠 っち ょるん か  動 かん じ ょる。

『 デ ンデ ン虫 は も う 朝 ごはん 食べ た か な』 一 人 じ言 うご と話

しか くる と お母 さん は こっそ り影 か る『 まだ じゃけん何 か お くれ

ん か な』 ち 言 い ま した。咲 ち ゃん も続 けち  『 ほん な一緒 に食 べ

ょうえ』『 お お き に あ りが と う』 お母 さん が 返事 した もん じゃ

き 顔 見合 わ せ ち笑 い ま した。 き っとデ ンデ ンム シも 喜 くう じ朝

ん食 事 が何 か考 え た り 待 っち ょるん かん 知 れ ませ ん。雨 はや まん

けん どお母 さん の濡 れ た 着 物 にはお母 さん の匂 いが ほん の りと。
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雨 が 降 る きや っぱ花 ん影 か る 雨ん止 む ぬ ―待 っち ょるん じゃろ

う。 殻 か る出 るの じゃなか ろ うごた る。雨 に濡 れ た花 が風 に揺 る る

と 滴 と一 緒 に落 てん じゃろ うか ち 咲 ち ゃん は心 配 も しち ょつ た

。考 え ち 見 りゃ食 べ た い もん が  いつ も側 に周 りにあ っち そ リー

人 間 な いつ でん親 が 作 っち くる る 好 きな もん も食 べ らる る。

『 デ ンデ ンム シ ゃ病 気 ん 時 や どげ ―す るん じゃろ う』 咲 ち ゃん

は殻 に入 った ままん  デ ンデ ンム シに話 か くる ごつ  聞 い ちみ ま し

た。 しゃが 眠 っち ょるん か返 事 は あ りませ ん。 じわ っとツ ツイ テ み

たが 動 か ん 。 一 時 見つ め ち ょつ たが  花瓶 に差 す と机 ん上 に飾 りま

した。花 瓶 の花 ん上 じ眠 っちお る ごた る。

雨 が え ― と上 み ま した。 咲 ち ゃん はデ ンデ ンム シん花瓶 ぬ  外 に

で ― ち ゃ る事 い しち 日向 ぇ置 きま した。 い っと き じち ょる と殻 が 動

きで ― ち  そ しちデ ンデ ンム シん 目が角 が 出 ま した。 じっ と見 つ め

ち ょる咲 ち ゃん が  こん だ タマ ガ リま した。『 お母 さん 見 て  見 て

デ ンデ ンム シが動 い ち ょるで 』『 本 当  よか った こ と』

外 の明 るい太 陽 が き っ と まぶ しか ったん か知 れ ん な。 殻 を 背 負

うち動 くデ ンデ ンム シ 動 くな遅 いけん ど きちん と 動 きなが ら目

的地 に行 くの じゃろ う。『 何 を 食 べ るん じゃろ うか 』 咲 ち ゃん は

気 が 気 じね ― き  『 何 食 べ ち ょるん じゃろ うか』 お母 さん は 答 え

ま した …『 そ う じゃな ―や っば こん め ―餌 が あ るん じゃろ うよ』

『 ふ ―ん 』『 こん だ先 生 に聞 いて み た ら』

おてん きに な っち風 が 吹 き ま した。葉 つ ぱ に しゃん と しが み ち ―

た デ ンデ ンム シは 落 て ん ごつ必 死 に止 ま っち ょつ た。 そ げ― 見 え

た き ほ っ と安 心 しま した。 そ しち ひ ょい と こげ な事 ぅ考 え ま した。

陽 が ひづ ― な った ら殻 が 暑 うな っち 煮 え た りせ ん じゃろ うか 。 死

ん で しま うん じゃなか ろ うか  そげ な事 ぅかん が え よ る と ち っ と

心 配 に もな りま した。 優 しい咲 ち ゃん ら しい思 いで ん あ る。
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そげな心 配を しち ょつた咲 っち ゃんの  目に写 ったんは少 しずつ

動 きで―た デ ンデ ンム シじゃつ た。『 あ―ょか った』 ち咲 っち ゃ

ん な ホ ッと しま した。揺れ る葉 っぱか ら落てん ごつ _上 手 に 目を

出 し角をで―ち葉 っばん裏側 に 歩 いち行 きよ った。揺れ る度 に止

まった りしなが ら 時間なかか ったが それでん 葉 っばん端 ま じ来

た時 じゃつ た。

ア タデ風 が 強 ぅな っち そん葉 っぱん 枝 が折 れ ち落て ち しも うた

。『 大 丈夫 』 咲 っち ゃん は心 配 じ 側 ま じツー ジ行 きま した。 そ げ

な心 配 なん か知 らん 顔 の 葉 っぱ に シ ャ ン トしが み ち― た デ ンデ

ンム シは じっ と しち ょつ たが  日 と角 を伸 ばす と咲 ち ゃん に  『 あ

りが と う お お きに』 そ げ なお礼 を言 うち ょるよ うです。

★  小学 1年生 向 け の読 み 聞 か せ ん台本 です 。

3》  『 ままごと遊びの夕立』

いつ もん ごつ 和 ち ゃんが友 達 と ま ま ごと遊 び ゅ しよ ったん の わ

隣 の美代 ち ゃん 、 一 郎 くん 。学 校 か る帰 る と集 ま っち 涼 しい所

か るツボ先 に陽 が 西 に傾 くま じ ゴザ が 移 動 しち皆 ん な も そん ま

ま移 動 しち行 く。 ゴザん上 に ゃ赤 いカ ンナん花 や ら シソん 葉 っぱ

テ マ リコん 大 け な葉 っば なん か  ま ま ご と遊 び に ゃ欠かせ ん もん じ

ゃ き  そ こ ら じゅ うに い っぱ い。

赤 ぇカ ンナん 花 を 上手 に  シソん葉 に巻 い ち小 刀 じサ クサ ク ち切

る。和 ち ゃん の手 元 は も う母 ゆず りん  女 ごん腕 が頼 も しい もん 。

テ マ リコん 葉 に並 べ た美代 ち ゃん  いつ もそん役 割 もきま っち ょる

。 お客 さん な一 郎 くん  ひ ざ まず いち そん格 好 が また ゆ う似 合 う

き子 供ん 世 界 に も夢 が あ っち ゴザ ん 端 に並 うた草履 が え え ら しい

き 見 ち ょる と『 ま ま ごと遊 び』 が  なか なか 絵 に もな る。
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『 お あが り くだ さい』 さ しだ され た  ご馳 走 を頭 を ピ ョコ リ.

一 郎 くんが受 け取 る と『 いただ きます 』 食 べ る まね まで ま る っ き

り芝 居 ん 舞 台 が動 くごた る… ま ま ご と遊 び。 お い しそ うな仕 種 も

皆 の顔 も そ しち顔 見 合 わ せ ちニ ッコ リ。 いつ ん 間 にか家 じす る親

ん事 ぅ覚 え たん か  手 先 ん器 用 さ も ゆ う似 ち きた。

お客 さん の あ い さつ もいつ覚 え るで もね ― 習 慣 にな っちお る の

ん 子 供 ん世 界 じ身 につ き頭 じ覚 ゆ る 本 当ん社 会 勉 強 か ん知 れ ん

。 と そん 時 じゃつ た。 西ん 山 に曇  稲 妻 が ピカ リ光 った  と そ

ん光 が消 えん うち  グ ワラグ ワラ ガ ラガ ラ 途 端 に又光 った き

ま ま ごと遊 びん座 敷 が 動 く 引 きず り く―だ ゴザん上 じゃ た った

今 までん『 ご馳 走 』 が  ヒック リカヤ ッチ  チ チ ク リオ ウチ  そ れ

こす  大事 ぅ作 り立 て た。

『 早 ぅ入 らに ゃ濡 る る ど』 奥 か るば あ

さん が ん声 。 そん 声 が 終 わ らん うち― も う 小粒 ん 雨 が降 りで 一 た

に続 いち ゴザ ん端 が 軒 下 ぇ入 ったち思 うち途 端  ジャー ジャ ー ち

大粒 ん 雨が 降 りで ― た。 降 る も降 らん か  天 の底 が 抜 けたん じゃな

か ろ ―か 。降 る 鳴 る もう ふ が よか った の ぅふん と。『 早 う座

に上が りな―』 ゴザ を ぐる っと巻 くとそ こにへ ん に 草 履 ぅ脱 ぎ

す て ち上 が った前 座 。

il彙 ム
折角作 った ご馳走 は見 るも無残 に 哀 れ に も散 らば っち しもうた

ぬ 恨め しそ うに見つ む る美代 ち ゃん。同 じ思 いの和 ちゃん じゃつ

て 悲 しそ うな ごた る軒下ん雨 にぬれち ょる 赤 いカ ンナん花 が悲

しそ うに見ゆる。 いん げそれ以上 に作 った子供ん 気持ちが哀 れで

んあ った。

『 蚊帳 に入 らにゃ雷様か るヘ ソ取 らるるで』 昔ん話 ぅ

そん まま受 け継 い じ子 供ん世界 に入 る ばあさんの教え るなあ素朴

ん話ん なか じ 今生 きち ょる幸せ に感謝す る気持 ち ゅ みんなが心

に刻むのん意義が あ るん じゃろ う。
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『 蚊 帳 には い ったん な らヒヤキ食 べ な ぁ』 ば あ さん が 心 こめ ち

作 っち くれ た ヒヤ キ は 子 供 ん 心 に も暖 か く感 じられ た。『 雨 が 止

む ま じ昼 寝 す りゃい い』 ば あ さん に言 わ れ ち横 にな った。 子 供 た

ち に ゃ雨 ん 音 が 子 守 歌 ん ごつ 聞 こえ た。

いつ ん なか め ―か眠 っち しも

うた子 供 た ち  い っ と き降 っち ょつ た夕 立 が  虹 の ご褒 美 ゅ残 しち

止 む と や ん が ち晴 れ 間 が顔 を 出え た。 雨 もど うや らこ こま じ じ

サ ー トと晴 れ 間 が で た もん じゃき 元 気 ゅ取 り戻 した子 供 た ち。

い っ時ん頃 い一部が 目をさめ―た。蚊帳ん 中 じキ ョ トンと しち

皆んなを起 こ した ら 和 ち ゃん も美代 ち ゃん も跳ね起 くると 笑 い

声が部屋 じゅうに広が った。風が ち っと涼 しいのん濡れた土 が そ う

しち くるるんか。風 も雨 も濡れ た本や ら草 や らん上を 渡 っち来 る

き涼 しい訳 じゃろ う。

折 角作 った ご馳 走 も夕立雨 に メ チ ャク チ ャ でん元気

じ楽 しい思 いで が あ るなあ 恵 まれて い るか ら じゃろ う

。友 達 が お っち ば あ さん が側 にお っち 夕 立 でん 蚊 帳 に

入 る。 ヒヤキ を食 べ なが ら昼 寝  健康 じゃきそれ も出来

る幸 せ。 夕立 に濡 れ た稲 がす くす く育 つ のん 風 が涼 しゅ う吹 くの

ん巡 り合 わ せ か ん知 れん 。 自然 の関 わ りなん か大 事 にせ に ゃち。

『 ヒヤキ 食 ぶ るな らま―あ るで 』 ば あ さん の声 じさ っき美 味 し く

食 べ た あん 味 がふ っと湧 い ち来 る ごた る。『 お くれ』 美 代 ち ゃん

が貰 い に行 っち 皆 ん な に も配 っち『 うちん ぢ いさん に も持 っち帰

ってん い い』 優 しい子 供 ん 声 に『 持 っち帰 るな あ るき食 べ な あ』

と 包 み ゅ 2つ 用意 しち あ ったのん  ば あ さん の心 くば り じゃ き。

★  小 学 生 2年生 向 けの読 み聞 か せ 台本 で す。

子 供 の ま ま ご と遊 び は昔 の 子 供 同志 の社 会勉 強 の場 で もあ り又

遊 びを通 じて 家 庭 の生 活 や  お互 いが相 手 を大切 にす る事 な ど も.
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4) 『 だん ご汁 は 心 ん食 べ もん 』

『 また  だん ご汁 な」 が っか りす る ごた る言 回 し じゃが  農 家

ん夕 食 は もう定 版 で ん あ った。米 を辛 抱 す る こた 一分 か り切 った生

活 ん 鍵。 朝 晩 は働 くき食 い こむ こち ―迷 いはね ―が  寝 る前 に な り

ゃ もう  『 だん ご汁 』 ぅ腹 ひ とつ 食 ゃい い。 自家製 ん小麦粉 を上 手

に塩 と水 と あ た ―炊 く人ん 情愛 じどげ ―でん  味 が 表現 さ る る。

『 やん か たヘ ー子 供 が炊 くん か』『 せ わ しい きの う ち った使 わ

に ゃ』 常 識 で ん あ る ごつ年 頃 にな りゃ も う一 人 前 ん料 理 ゃ炊 く

こた ―苦 に な らん。 そん なか め他 の者 た ち ゃ働 い ち 帰 る と男 しは

『 ダカイ』 女 ご しゃ食 うこ とか る洗 た く、 掃 除  なんで んせ に ゃ

農 家 は忙 しい時 間 に追 わ るる。

足 ぅ洗 うちあが らん な …娘 が炊 いた『 だん ご汁 』 ん 香 りが  家 ん

中 ぅ漂 うのん皆 ん な が サ カ シイ証 拠 。『 食 うど上 れ や』親 父ん 一 声

が響 くと 皆 ん なが 囲 炉 裏 ん周 り ぅ取 り囲 ぅじ つ いで くれ た 茶 碗

ぬ受 け取 る。 湯 気 が 家 族 を 暖 こ う包 み苦 労 した今 日ん 無 事す ん だ

束 の 間ん和 み が 広 が る。

焚 きだ ちん舌 の感 触 に人 の心 が いただ け 冷 と うな った の な らこ

れ又 心 に囁 きか けち くれ  温 め直 した な格 別 な味 わ い に変 身 もす る

。 小 麦粉 の消化 の よ さ、取 り合 わせ に入 る る具 の選 別 の必 要 は の う

じ なん でん 間 にあ い相 性 に もな る。 イ リコん ダ シそ リー 自家 製 ん

味 噌 と くり ゃ 栄 養 価 もあ っち そ こ らん 何 もん に も かえが て ―食

物 ん 代 表格 かん 知 れ ん 。

こね ち、 のば しち、 二 つ に シャクなん か は

芸 人並 み ち 形 容 した しが あ ったが誠 ち そん  妙 な る姿 は年 頃 ん 娘

ん  人 とな りま じ魅 きたて ち くるる。 そ げ な懐 か しい故郷

料 理 が  影 ひ そ め られ そ うな現在 社 会 じ 守 り続 くる主婦

には『 故郷 ん 味 』 ぅ これ か らも継 承 しち ほ しい けん ど。
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も モ ヤ シタナユ ウ シチ ョヶ―火事 に気 を つ けに ゃ、火元三 代 た た る

モ ヨー シタ ンカ ツギ ンコ……妊 娠 した ら しい、 次 の子が 生 まれ る

モ ヨウ ヮ リナ キ ォ ッキ …… …天 気 が悪 いか ら、機嫌 が わ るい よ う

モ ラ フ ンサ キ カ ル … … …早手 回 しはか え って迷 惑 、気 の使 いす ぎ

モ ロー チダ マ ッチ ョラ ン…貰 った らお返 しも、親 切 は受 けて お け

モ ライ テ ー ヒア イ ヲ… ……貰 い たい よ うな高 い利 子 、金 貸 し気 分

モ ロウタナオ ー ケ ネ …貰 ったの はす ぐ無 くな る、汗水が 高価 な物

モ ンデ ンセ ツ テ ンデ ラ ン………と ことん 終 わ った、 これ異 常 は無 理

モ ンク ンツキ ヨガ ネ エ …… … …立 派 す ぎて言 う事 な し、 上 出 来 で

モ ンジ ョキ ャ ヨ ロ コ プ ……揉 ん でやれ ば悦 ぶ 、痒 い と ころ に手 が

稲刈 りが 済ん じ籾 す りな った。近 所 ん じとテ マガ イ仕事 じ朝早 ぅか

る 発 動機 が セ セ ロ シュ動 いち 調 子 が い い とハ ヵ ドル。 米 に な っ

ち斗 升 じハ カ ッチ ャ俵 に入 る ると 4斗 じ 1俵 ん 口 ぃサ ン ドー ラを

入 れ ち 口縄 じ締 め上 ぐる。 中締 めん縄 ぅカ ク ンニ俵締 め ぅす るが

こ り ゃ 若 え しん受 け持 ち。持 ち上 げ ち ゃ転 が す たん び 年寄 りが

端 じ締 めつ け ち品 の い い 俵 に出来上 が る。

瓢 箪 形 ん俵 に両 脇 2本 ず つ 縄 を か けち そん 5本 の縄を繋 ぐゴ ツ

ほず み ぅ掛 くる と 出来 上が りにな る。 ■ 6貫 …若 い もん が ヒ ョイ

と担 ぐとサ ッと納 屋 に運 び込 む 。籾 刷 り機 械 ん 先 じツ ウダ塵 ん 中 に

ゃ チ ッタお ろ い い米 も飛 ぶ き 手 ミイ じサ ブル な こん家 ん嫁 ご。

ハ ジカイ ー ヌ堪 え ち 腰 も足 もダ ッチ シマ ウ。 そ リー婿 じょうが せ

つ く夜 は もう 情 けね ― ち こぼ す。

米 ん検査 に ゃ改良 議 員が 来 る サ シ じ米 ぅ引 き出え ち手 の ヒラ じ見

ち また上手 に俵 に戻 す と『 2等』 これ じ米 ん値 段 も決 ま っち し

ま う。赤 ぇ表 せ ん が つ け られ ち 《1等 は 白、 2等 は青 、 3等 は赤 、

そ しち不 合格 は紫 》 俵 置 き積 み上 げ らる る。が 何 日置 くかす ぐそ

ん 内ん い い米 は  小 作 米 にな っち地 主 さん の倉 に入 る。
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米 は飯 ん ほか に ゃ酒 の原 料  粉 に しち ダ ンゴ、菓 子 、餅 つ きん取 り

粉 、押 し糊 、 味 噌 、飼 料 、麹 、 なん か使 い道 も多 い。 もち米 にな り

ゃ 餅 、 ダ ンゴ、 あ られ 、 か き餅 、甘 酒 、 酒 、 お は ぎ、餅 菓 子 、 な

ん か昔 か る生 活 に ゃ 切 り離 せ ん食 べ物 ん王 様 でん あ る。 食 文化 ん

中で ん 日本 人 の主 食 と しち 長 年 命 を支 え ち くれ た 大 事 な宝物 で

ん あ る。

そん 藁 は こ り ゃまた使 い勝手 もゆ う じ 利 用範 囲 も広 ぅじ生 活 ん 中

で ん  王 様 級 ん代 表 格 。 どん くれ 一世 話 に な っち ょるかわ か らん 。

も モ メ ンゴ ツ フーユ シ ヨ・… … …… …波風 立 て な い よ うに仲 よ く して

モ メ タナ ユ ウ シタカ … ……問 題 は解 決 した よ う、終 わ りよ けれ ば

モ ユ ル ゴタル ナ カ … ……… …幸 せ い っぱ いの二 人 、 恋愛 真 っ只 中

モ ヨ シタ ンナ ラ ミチ モ ラエ …妊 娠 した ら診察 を早 め に、 早期 受 診

モ ライユ ジダ リガ ヌ クル … …貰 い湯 の情 愛 に泣 け る、心 まで暖 か

モ ライユ ハ ゴ ク ラ ク… …人 の温 か さにふ れ る、人情 が 心 まで癒 す

モ リャム ゲ ネ ー ケ ン ド…… …子 守 は可 哀 相 で、 同 じ子 供 の心 境 を

モ リデ ン ヒ トンコ ド…子守 だ って人 の子 供 、子 供 の気 持 ち大 事 に

モ ロー タ ンデ ンソマ ツニ ャデ ケ ン………・…貰 い物 に も心 が こ もる

モ ロー タ ンジイ ノチキ ……貰 い物 で生 活 支援 、 人 の情 けで生 き る

モ ンダ ンナ ラ シマ ツ シ ヨ…揉 ん だ な ら大 事 にせ ね ば、遊 び は無 情

モ ンクモ クス リナル ……苦 言 が 人生勉 強 、人 の意 見が 聞 け る幸 せ

モ ンカ ダ ラ ダ ラ クル ンナ チ ッ ト……文 旬 の後 の けち貰 い は少 な い

モ ンクイ ヮル リャハ ラモ タ ツ… …… …文句 の 中身 で は腹 もたつ が

モ ンクガ ミヨタ ミナ ル … … … … …文旬 言 われ るだ け見込 みが あ る

モ ンヌ シメ ン トミツカル ド…門 の影 で 色遊 び、 月 も隠 れ て ほ しい

モ ンナ ア ケ チ ョケ ネ ーガ カ イル …… … …姉 に心 くば りの弟 が い る

モ ンカ ルハ イ レアケ チ ャル ー門 か ら入 って開 けて あ る、 気 くば り

モ ンガ エ ンヌ トリモ ツ…裏 木 戸 が縁 結 び、影 か ら応 援 して くれ て

モ ンヌア ネ ジ ョガ アケ チ ャル … … ……義 姉 が気 くば り して義 妹 の

モ ンカ ル ア トサ ガ リ… Flか ら後 下 が り して帰 る、逆 さ入 りは免 除
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や  ヤイ トニ ャモ グ ソー ………… 。お灸 には も ぐさを、相 性 が 効 き 目を

ヤ イ トネ ー ケ ン ド… … …少 し しか な い けれ ど、 ほん の少 しだ け ど

ヤエ ー コ チ ャネ ーガ … …… ……………大 変 だ けれ ど、疲 労 が続 くが

ヤオ ネ ー ヒヤ イ … … …大変 な利息 の請 求 、利 子 に追 いか け られ る

ヤ カマ シー ケ ン ドノヤ……煩 いけれ ど、言 わ れ る理 由 もあ るか ら

ヤキ タタ ンネ タ ロ ウ… ……役 には立 た な い寝 てばか り、 無精 者 で

ヤ クタダズ ジ ャノー ………使 い物 に な らな い無 精者 、困 った人 間

ヤケ ク ソ ンオ オ グイ ………… ¨や けにな って大 飯 食 い、腹 も身 の 内

ヤ コーモ ンナ ラ クル ヮルル … …焼 い た ら大 事 、嫉妬 もほ ど ほ ど に

ヤサ シイキ ホ レチ シモ ウタ…優 しい人 間性 に惚 れ る、得 をす る人

ヤ シキ ウ チ ジ ャキ シ ヨネ ー … …家 に出来 た ら仕方 な い、 浮気 用 心

ヤ シボ ンオ オ ダイ … … …食 い気 が旺盛 な性格 、 食 うことが 楽 しみ

ヤス モ ンニ ャテオ ダス ナ… …安物 の銭 失 い、高 い もの に な る もの

ヤス ー ジ ョ リャユ ウナル … ……休 ん で いれ ば快癒 す る、 養生 も薬

ヤセ ンフ リユ ウ ク ウ…痩 せ て る癖 に よ く食 う性 格、痩 せ の大 食 い

ヤゼ ンナオ オ キ ニ … …昨夜 は世話 に な りま した、思 わ ぬ ご馳 走 に

ヤ ッチ ョラ ンデ ン ミラル リャ…見 られ る と誤 解 され て も、濡 れ 衣

ヤ ッタ コタ ア ル メー … ……実 行 で は な いで しょ う、試 して い な い

ヤデ ンナ ヒズ カ ッタ ……昨夜 は ご苦 労 様 で した、苦労 か けて 感 謝

ヤ ン ドンセ ワ クニ ナ ル ……お前 の世 話 は気 が か りに、不 安 で 心 配

ヤナ ンハ シ ジ ヒル ニ ュスル … …魚捕 り棚 じ昼寝 じゃ鳥 ん 餌 に な る

ヤニ ュー トッタ ンカ … …屋 根 を取 り外 したのか 、松 油 を取 っ た の

ヤネ カル キ チ ョク レー屋根 が 自慢 の、 葺 きたて の美 しい屋根 自慢

ヤニ ュツ ク ロ ウ…… Ⅲ… …屋根 の補修 を 、屋 根 の一部 を葺 き変 え る

ヤネガ ヤ ヒヨ リ… … …屋根 変 え は天 気 の よ い 日に、散髪 は慶 事 か

ヤバ サ ミャ シアギ ー … …… …屋 根鉄 は仕 上 げに使 う、腕 の見 せ 所

ヤ ブ レツー デ ンヤキ タツ…破 れ た衣 服 も使 いよ う、割 れ鍋 に 閉 じ

ヤマ ソー ジュ シテ ー ノー… … 山の掃 除 の急 が れ る、 時期 が大 事 な

ヤ ミヨ ンア イ ビキ ャキ ヲツキ イ…暗 い夜 は危 険が伴 う、 問題 に も

ヤモ ーヤ ッチ ョル …… た くさん な もの が あ って、仕事 が つ か え て

ヤモ メオ トコニ ャ ウ ジガ …… … …・男 後 家 には とか く姐 も湧 きそ う
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や  ヤ メ ラ レ ンゴツナ ッタ …止 め られ な くな って 、止 め る訳 に行 かず

ヤ メ レ ンゴ ツイイ キ ……止 め た くな くな り、止 め るの は勿 体 な い

ヤ ム ー ヤ ッチヤ リャコス … … 目に余 るか らこそ、 見 るに見兼 ね て

ヤ ラ トセ ンデ ンク ウ… あ ま り しな いの に食 べ る、 労 せ ず して 食 う

ヤ リツケ ンコ ツ… …慣 れ な い事 を、初 めて の仕事 に挑 戦 、 勇 気 が

ヤ ン ドガ テ ー ゲ … …貴方 が た いが いに しな さ い、 いい加 減 に して

ゆ ユ ー コ タキ キ ャセ ン・… … …… … …言 って も聞 か な くて

ユ ウテ ンキ カ ンジ…… …… …………言 うの に聞 き もせ ず

ユ イ リイ コ ウカ …… … ……… ………お風 呂 に行 きます か

ユ オ イ レチ ョル カ … …… …湯 を入 れて入 られ るよ うに

ユ カゲ ン ドゲ ーナ … ……… ………湯の温度 は よ いで すか

ユ カ ンシタ ンネズ ミ… … こそ泥棒 が い るの で は、宝 物 捜 しは ど う

ユ キ シナ リンコツ … …行 き着 いたばか りに、行 く序 で に立 ち寄 る

ユ キ ガ ケ ンダ チ ン…… … ……行 く序 での仕 事 に、途 中 の儲 け仕 事 も

ユ キ ヒラ ンメ シュ… …… Ⅲ… ゆ きひ ら 《土 鍋 》 で炊 い た飯 は うまい

ユ キ ア シュ ツ ク ッチ …竹 馬 を作 って、 子供 の遊 び道 具 をせ が まれ

ユ キ ャイ イ ンジャガ … …行 くときは いいの だが 、帰 りが心 配 予 想

ユ キ シニ ヨル … …行 くとき に立 ち寄 る、 行 く序 で の時 に立 ち寄 る

ユ ク タユ ー テ ン… … …行 くと言 って も、行 く予 定 で は あ るけれ ど

ュ ケ レメ ー チオ ム ウ……… …行 けないだ ろ うか ら、 行 けな いだ ろ う

ユ コ ドチ シ ヨル …行 く準 備 を して い る、 出 か け る準備 を して い る

ユ サ ンゴ ツ ク ッチ … … …ぶ らん こ作 って 、子 供 遊 具 を せが まれて

ユ ザ ッタ ラ クイ ナ ー … …̈… … …… …… …ゆが いて 出来 た ら食 べ て

ユ ズ リャ ウメ ー… … … ゆが くとお い しい よ、 独特 な味 わ いが 出 る

ユ ウデ ク リャ シ ョワネエ … … よ く出来 れば大文夫 、仕 上 が りは上

ユ ドマヘ ー ンナ … … … …… お風 呂に入 りな さい、風 呂 に入 った ら

ユ ナ ビュス ンナ …夜 の余 暇 仕 事 に精 出す 、夜 間 の仕 事 を します か

ユ ニ デ ンヘ ー レー お風 呂 に入 りな さい、風 呂 に入 って ゆ っ くりと

ユ ニ イ ッチ クル … … … …お風 呂に行 って来 ます、 入浴 に行 きます

ユ ノ ヒ リー ドロオ トシ……湯 の平 に入 湯 に行 く慰 労 、 田植 え休 み

ト
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ゆ ユ バ ンナ ヒジー ケ ン ド……湯 の番 をす るの も大変 、追 い焚 き して

ユ ビキ リャユ ー シ ヨル … …子供 の約 束 ご と、実 行 しない と大 変 に

ユ ベ カ ル オ ラ ン ドー昨 晩 か らい ません 、外 泊 して不 在、 所 在 不 明

ユ ビュ ウカ サ ンナ …指 を貸 して糸 巻 す るか ら、 その指 で あ そ こを

ユ ミナ リマ ガ ツチ … …弓の よ うに曲が って い る、 す ば ら しい 曲線

ユ ミンゴ ツエ グー ジ ョル …曲線 が か 一ぶ を描 いて、絵 に な る曲線

ユ メ ンウ ヮ ゴ ツ … …夢 に見 た の か うわ言 を、夢 の 中 のお しゃべ り

ユ モ ジタ ー イ モ ジ ンコ ツ… … …腰 巻 の古 い言葉 、 い ま き、 お こ し

ユ ラカ シ ャア プネ ー ド……揺 ら した ら危 険、好奇 心 が旺盛 だ か ら

ユ リオ コ シ ャメガサ ムル … … … … ゆ さぶ り起 こす 、慌 て て起 こす

ユ ル ッ トシナ ーゆ っ くり して 、 時間 に構 わず に、 のん び り した ら

ユ ル タカ マ メ シチ ョケ … … ま ま に して お いた ら、知 らぬ ふ り して

ユ レタ ンナ ラ シラ ン ド……揺 れ たの な ら しらない、気 が つ か な い

ユ ロ ドチ マ ツ チ ョル … …揺 ら した い と待 って い る、揺 らす 楽 しみ

よ ヨー クヤ サ カ シイ … よ く食 うか ら元気者 、食べれ るのは健 康 の証

ヨーチ ョラ ンハ ユ ーチ ョル … … …… …酔 って いな いは酔 った証 拠

ヨーキ イ リー … た くさん入 れ て、多 く入 れ て ほ しい、欲 張 り言 葉

ユ アキ ュマ ッチ イ ケ …… …夜 明 けを ま って 出発、夜 が 明 けて 行 く

コイ トコ ドッコイ ーやれ やれ と立 ち上 が る、動 く時 に弾 み を つ け

ヨイ ンク チ ンモ ウケ シゴ ト… …宵 頃 に思 わ ぬ話 、思 わ ぬ儲 け仕 事

ヨイ ナ コ ッチ ャネ ー …… ……… ……大 変 な事 です、書 労 す るけ れ ど、

ヨカ ラ ンコ ツ ツ ク リタテ チ… …思 わ ぬ話 に発展 して 、予 想 外 の話

ヨカ ロウガ イ イハ ナ シ…… ょ いで しょ う思 わ ぬ話 、予想 外 の 話 題

ヨカ ッタ ジ ャネ ー カ ……… よ ろ しか ったで しょう、思 わ ぬ幸 せ 話

ヨヨガル イ モ マ タ イ イ…横 に して背 負 うの も、思 わ ぬ知 恵 を 受 け

ヨコムキ ャボ ル ド………横 向 きな らこぼれ る、濡 ら して は大 変 で す

ヨコイ ヨ コ イ イケ … …休 み休 み行 きな さ い、休 憩 して無 理 せ ず に

ヨキ ー トラ ン ヒア イ …… ……沢 山受 け取 らな い利子 、安 い利 息 で

ヨキ オ イ チ ョケ … … …横 に して置 く、 そば に置 いて 、沢 山 置 いて

ヨ シ レンコ ツュ ウ…話 にな らな い事 を 、冗 談 な話 を 、話 に な らぬ
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よ  ヨダキ ー ク ラベ … … …無 精 者 同志 が無 精 比 べ、 仕 方 な い人 間 同志

ヨヂ ノボル ヮル ボ ウ…荒 く上 って行 く悪 餓 鬼、無 理 に上 って行 く

ヨツ ンバ イ ジス ル ンカ … … …上 か ら乗 りか か って楽 しむ、正常 位

ヨ ッチ ョ リヤオ ス ナ ル … …立 ち寄 る と遅 くな る、 時間 が 足 りな い

ヨ ッチ ョツチ ツ ー ジイ ク ……・… …立 ち寄 って遅 くな り走 って行 く

ヨ ッテ ンワ リゴ タル ド…立 ち寄 る と気 を使 うか ら、迷 惑 か けそ う

ヨ ドー シ ヒノバ ンヌ…夜 通 し火 の番 を 、 徹 夜 の火 の番 、年 末 防 火

ヨ ミ トッタイ イテ ンキ・… ……当 た った先 見の 日、予想 が 的 中 して

ヨ ミ トー ノー デ ン… … …読 み た くな くて も、計 算 は嫌 い だ けれ ど

ヨメ タ ゴ タル デ …… …… … ‐…蒸 れ たよ うです 、 で きあが った よ う

ヨメ チ ョ リャク ヮル ル … …蒸 れ たので食 べ た ら、上 出来 の蒸 し物

ヨマ レタ ゴ タル … … … …相 手 に察知 され た、情 報 が漏 れ て しま う

ヨマ ワ リャイ ップ ク…… ……… …火 の番 の 中休 み 、一 回 り後 の休憩

ヨム トキ ャカ ッス ル ー読 む ときには手 伝 い します 、計 算 の加 勢 を

ヨバ レ ンニ キ タデ … …………招 待 され な くて、 招 か れ な いが来 る客

ヨバ ンデ ンクル キ ャ ク… … …招待 され な いの に来 る、突 然 の来 客

ヨプ リジサ カ ナ トリ…………夜火 で魚捕 り、夜 明 か りで待 ち合 わ せ

ヨベ チ ュ ウテ ンク リャセ ン…呼ん で も来 な い性 格 、混 じれ な い人

ヨボチオ ム ーチ ョル ガ …呼 び た い と思 って い るが 、 よ く考 慮 して

ヨラニ ャ ヨエ ー ド…… よ り合 わせ な い と弱 いか ら、 よ りを入 れ て

ヨラル リャコマ ンナ ー … …立 ち寄 られ て も困 るが 、迷 惑 で も好 誼

ヨラ ンジイ ヌル ド… ………立 ち寄 らず帰 るか ら、 次 の時 に寄 るか ら

ヨル カ ン シ レ ンキ … … …立 ち寄 るか も しれ な い、寄 って行 くか も

ヨ ロケ デ ンワキ ャガ ル ー病 身 で も元気 出 したが る、病 身 の は け 回

ヨロケ ンク シー … …… …… … Ⅲ病 身 なの に、 ひ弱 い体 な の に大 丈 夫

ヨ ワ ンニ ユ ウタ フ リ…… … … …… ……酔 わ な くて も酔 ったふ りす る

ヨ ワ ッタ ゴ タル ガ … …弱 くな った よ う、健康 が心 配 で 、老衰 で は

ヨワ ンナ コイサ ガ ノ…酔 わ な いの は今夜 の仕 事 が 、後 の楽 しみが

ヨ ンジク レチォ ォ キニ … …招 待 され て感 謝 、 呼 ばれて喜 ぶ幸 せ者

ヨ ンジ ョキ ャマ タガ アル … ……呼 んで お けば後 々が、好 誼 の定 法

ヨ ンデ ンキ ガキ カ ン… …呼 ん で も気使 い しな い性 格 、解 りが 鈍 い
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方 言 単 語 でん 2つ 以 上 が続 い た もん  こ こま じ『 は …… よ』 ま じ

1405語 が 入 りま した。古 い生 活 文化 ん方言  い まで も心 に染 み

ち い た温 かみ  じゃ き故 郷 は哀 愁 が あ るん じゃろ う。 同 じ発音 で ん

上 や下 に続 く言 葉 に よ っち 大 き う意 味 も違 うん が解 る じゃろ う。

エーター湧 いた、開 いた こん な意味が続 く。

イ レチャロウカ…入れ る事 あげま しょうか、入 らせ ま しょうか。

ウメノ…埋 めたばか りに、おい しい事です。

クエテ ン…壊れて も、食われ るもので も。

クメタンナ ラ…組 めたのな ら、汲めたのな ら。

ス ソ…着物 の裾、女性の性器、

セイタ…締 め切 った、 じめた く戸や襖)、 急 いだ。

ツウダラ…走 った ら、飛ん だ ら。

ナオ ッタ…治 る、お客の座 にすわ る。

ノキー…急 に、のけなさい。

ミユ チ…見 え ま した、 峠 を越 す 仕事 の 区切 り。

ダル …疲 れ て しま う、下 肥 。

キ ナ …黄色 、 い な ご、来 な さい。

コキ ー …倒 れ る、 この場 所 に、

トイーキ ー遠 方 で 、耳 が 聞 きに くい。

こげ なふ うに 2ん 単 語 でん  上 下 に続 く言葉 じ 意 味 が相 当違 っ

ち くるが  それ が 又 方 言 の面 白 さ い い面 かん知 れ ん。 上手 に作 る

方 言 の味 はふ ん と 生 活ん 中か る滲 み で ち ょる ごた る。
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生 活 ん 中 か る生 まれ た方言 な  こげ な形 ち じ

広 が り受 け継 が れ  守 られ ち来 たん か ん 知 れん

ち思 うと 人 間 の知 恵 は使 うほず  湧 き出 る も

ん じゃろ うな え。
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日ごろ往生

な な子 は貧 しい家 に生 まれ たが  心 は いつ も明 る ぃいい娘 じゃつ

た。 今 日は秋 祭 り じ皆 ん な は コ シラエ チ お宮 に まい り神 楽 なん か

を 楽 しみ  お店 じ好 きな物 も買 うそ げ な時 で ん あ った。 なな子 はそ

げな贅沢は出来んでん 人並みん美 しい着物は着たい思いは 人い

ちばい強 く持 って もお った。

でんそ りゃ願えぬ思 いち 自分 に言 い聞かせ  自分 も親 にそげな こ

た―言え もせん じゃつた。近所んぢいさんが祭 り行 くんか  ひ ょら

っと立 ち寄 っち来 た。『 なな子 はおんの一』『 ………』『 なな子』

大 けな声が こんめ―家ん奥 ま じ通 った。『 お るで  まあ上がんな一

何 もね―けん ど…』 親 に してみ ると上手 にそ う言 う。本 当は祭 り

ち ゅうてん 何 も殊更あ る訳 でんあ りゃせん。

『 いん に ゃ ち ょいと なな子を 祭 りぃ連れち行 こうかち』

『 え― なな子をえ』『 たまにゃ 神楽見に行 きたか ろ うきのや』

奥か る出て来 た なな子を見つめち 誘 いかけた。なな子 も行 きて

気持 ち ゅ押 さえち 親ん顔 ぅじっと見据えた。『 悪 いな― なな子

どげ―す るか』 親 も半分迷惑 半分そん心 くば リー嬉 しぅな っち

ほろ りす る。

『 う一ん 』『 行 くごた ら連 れ ち行 っち も らうか』『 行 きて ―』

そ げ な い じら しい娘 ん姿 に 慌 てて あ り合 わ せ ん 晴 れ着 を着 せ ち

『 す まん なえ  ほん な よ ろ し ゅう お願 い します 』 親 も感涙 しち

か声 も詰 ま る。 Fそ げ な 心 配 せ ん でん い いち ゃ な な子  ほん な

行 こ うか 』 気 さ くに誘 った の ん 畏 ま ると断 わ る き さ つと押 し

ん一 っ手 じ連 れ ち行 くこちな った。

お宮か る神楽が弾むんか声 も囃子 も……『寒 い こたね―か』『 う

ん に ゃ』 控 えめに小声 じ返す と だま っち握 られた手を しっか り

と。

68



お宮 に着 いた ら も う大勢 が 来 ち 神 楽 を 見 る しや ら店 を 見 回 す じ

なん か 美 しい着 物 が 提灯 に ゆ う映 え ち ょる。 そげ な中 に な な子

もコイサ は着 飾 っち ょる。 それ は他 の子 供 に くらべ りゃ 見劣 るか

ん 知 れん が 人 間 な 見か けだ げ じゃね ―。 ま まゆ い ごた る な な子 ん

手 を繋 いだ ぢ い さん も なん か心 はれ ば れ す る ごた る。

立 ち止 ま っち『 神 楽 ぅ見 るか』『 うん 』『 それ とん何 か 買 うか』

それ に は黙 った『 … … …』 。 そん気 持 ち ぢ いさん も シモ ゥタ

そ う思 うとす ぐ取 り消 す ごつ  『 帰 り じい いの や』 と言 い よせ ん

大 声 じ笑 った もん じゃ き そん 回 りん した ちが 釣 りこまれ ち 皆 ん

なが笑 い  :渦巻が 起 こ った。

側 ん した ち も『 お前 か たん孫 ん子 』『 お とろ し ゅう愛 ら しい な ぁ

ほ ら こ り ゅや ろ う』 ち 土 産 に買 ったん じゃろ うに な な子 ん手

に握 らせ た土 産 。『 お れ もや るど ほ ら』 そん しも孫 に土 産 じゃ

つ たん じゃろ うに … … な な子 は嬉 しゅう じ嬉 しゅ う じ… …  1祭 りん

人 ん 波 ん 中 じこげ な  暖 か い輪 が広 が っち行 く。

『 来 ち よか ったの ― な な子  店 を 見 ろ うか 』 ぢ い さん が こん

だ店 ん前 を連 れ て歩 い た。握 りあ った暖 か い手 に ゃ ま るで 親 の ご

た る温 も り 人 ん 優 しさが伝 わ っち くる。 な な子 も始 め ち人 の心 ん

暖 か い気 持 ち に触 れ ち 有頂 天 にな る ごた る祭 りん夜 が  だん だん

更 け ち行 く。夢 な ら止 ま っち と ふ っ と思 う子 供 心 。

『 なな子  どげ ― したん か』 あん ま りぼん や り しち ょる姿 に

た まが ったが 日ごろ こげな 機 会 も少 ね え ん じゃつ た ち 恥 じ入 る

ごた る 自分 を責 め ち  『 な な子 欲 しい もん な何 でん 買 うち ゃ るど』

こん な に恵 まれ て いん じゃろ うか … な な子 は 自分 の今ん幸 せ が

消 え去 った後 ん こつ ―思 うと不安 もよ ぎ った。

『 ほ ら こりゃど うか』 上品 な玩具 に飛 びつ きたいけん ど。
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『 心 配 せ ん で ん い いの ど  こい さは俺 が連 れ ち来 たん じゃきの う

帰 った ら お と ったん に も言 うち ょ くき』 ま るで竜 宮 城 にでん来

た ごた る気持 ち なな子 ん心 に ゃ もう甘 え よ う とん 。差 し出 され た

ん 内 じ一 番 こん め ―ぬ 握 っち Fこ れ じい い』 遠 慮 遠 慮 しち言 う

と  『 そ うか  ほん な こ り ゅう買 うか 』 店 の親 父 に差 し出す と

『 こ リー なん ぼ か え』『 毎 度 お お きに』 愛 想 ゆ う答 え ち こん く

れ に しち ょこ う…そ げ な表 情 に なな子 は ひ ょい と又 遠 慮 す る。

今 まで 買 うた事 も 買 うち貰 うた事 もね ― 玩 具 に心 が躍 り胸 は

張 りさ くる ごつ 嬉 しい。

『 お と ったん ど うに も 飴 が とでん 買 うち帰 るか の う』 一人 言

ん ごつ 話 す と 包 ん じもろ うち  な な子 ん 手 を 引 くと残 りん店 屋 ん

前 ぅ通 って  元 ん道 に出 た。 あん ま り歩 い た き―か欠 伸 ぅ かみ締

め た ぬ ― 見 たん か  『 ち っと眠 と うな った ん か』『 いん げ』 返事

は した もん の 大 入 か る見 りゃ もう子 供 ん 眠 て ― な  こ らえ切 れん

ごた る。

『 は い来 い  おん ぶ しち ゃ る」 も じも じ しち ょつ た  な な子 も真

剣 眠 と うな っち ょつ たん か  素 直 にお ば る る と肩 に顔 す りつ けた。

二 人 ん 肌 ん温 もりが通 う な な子 も遠 慮 の うおん ぶ され た もん  今

幸 せ ん ま った だ なか。 苦 労 した毎 日でん『 こげ な 日 もあ る』 ち 思

うと苦 労 が無駄 じゃあ るめ ―。 軽 い軒 におん ぶ した ぢ い さん も

『 よか った 連 れて来 て よか った』 ち 自分 に言 い聞 かせ 自分 も納

得 しち家 路 に歩 いた。

途 中で ん  『 お前 ゃい い事 ぅしちや っち ょるの う』『 そん子 は ゆ

う働 くの や』『 ゆ う世 話 しち ゃ りなあえ』 皆 ん な もそ げ ―思 っち

よ るん も こ り ゃあ本 人 の 日頃 ん努 力 ん ご褒 美 じゃろ う。 Fお お き

にお お きに 皆 ん なん 気 持 ち も伝 え ち ょ くきの』 そ よ風 に励 まさ

る るよ うな  なな子 を おん ぶ した ぢ い さん も幸 しゅう腹 一 杯 味 お

うた ごた る 祭 りん晩 じゃつ た。
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な な子 が起 きたん は も う陽 が上 が っち ょつ た。『 あ ―ゆ う眠 った

な ―』 ち っ とお か しか ったん か  言 い訳 ん ごつ 言 うとコ ソコ ソ と

出 ち きた。『 ぢ い さん に  い い もん 買 うち もろ うたな』 母 親 が 横

目 じチ ラ ッ ト見 ち言 うと  『 うん …………高 か った ち思 う』『 り ゃ一

ち ょい と見 しい』 父 親 が言 うと  『 うん』 素 直 に返事 す る と奥

か る持 っち来 た。

近 所 ん した ち も『 ゆ う働 き賢 い き 皆 ん なか る好 か る る』

日頃往生 ち言 うん じゃろ うち 評判 でん あ った。

これが

働 く、親孝行者ん、笑顔が いい、 そん くせ  ませ ち ょる訳でんね え

き アクも 生意気でんね― .

『 な な子  ち ょい と ぢ いさん か で ― こ り ゅ 持 っち行 って くれ ん 』

『 は い』 明 りい返 事 が す りゃ もう家 ん 中 ぁ も う和 む。包 み を さ げ

ち ぢ い さん か て  お使 いに行 く な な子 は ヨ ンベん お礼 を言 わ に ゃ

な らん。 何 ち言 ぉ うか … ……『 よん べ は  お お きに』 これ じい いか

な ― それ とん …… … Ⅲ 子 供 な りに迷 うけん ど いい思 いは知 恵 は う

か ばん 。 そん うち  ぢ い さん か て ―来 ち しも うた。

『 ぢいさん―おん の う』『 ……………』『 お らんのかな どげ― しゅ

う』 裏 にまわ っち見 ると 鎌を とぎよ る。草 き りでんす るんか … …

『 ぢいさん  よんべ は』『 お―なな子か 早 えの一なん しか』『 よん

べ は おお きに』『 あ りゃ―ゆ う あいさつが出来 るの う』『 これ

おかち ゃんが  :持 っち行 けち』『 りゃ―なんかの―』

親切 が行 き来 す る 人 ん世 の 中。 な な子 もそん仲 間入 りす る ごつ

ぢ い さん の祭 り土 産 が  朝 ん ひ と ときん ほの ぼの と しち 二 人 ん 顔

を一層 明 る ぅも しち くれ た。『 あん の う な な子 』『 な に』『 お前

にや った土 産 は の 一皆 ん なが  お前 に ち  ご褒 美 にや ったん ど』

キ ョ トンと した  な な子 には大 人 の気 持 ち ゃ やん が ち解 る ごつ な

る じゃろ う。
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威 信 もか け た い橋

大正 2年 に完成 した橋 ゃそん頃ん橋 に しち ゃ 誠 ち立派 な橋 じそ

ん頃ん村長 さん な 自慢 して一気持 ち ゅ じわ っと隠 しち ょつた。

村長 さんな合併 にな った時  『 あげな貧乏ん村』 ちなんか言われ と

うね ― それだけ じゃの一 じ『 けっくしゃや るもの じゃ』 ち た ま

が るごたる顔が ち ょいと見て ぇのんあ った。

そん 頃ん 銭 じ総工 費 が 2万 円 金策 か る工 事 ん進 展 なん か ま じ

気 を くば り石 工 た ち に も心 使 う 人 情 も兼 ね備 え ち ょつ た もん じ ゃ

き そん 見事 な美 しい橋 に ゃ見物 しに 来 た しも多 か った ち言 う。

なん ち ゅうて ん 白 い組 石 ゃ大 分 ん  『 かん たん 』 か る運 ん だ ち言 う

き 船 じ運 ば れ ち来 たん じゃろ う。

そ り ゅうそん 頃ん 野 津 原 ん 馬 車 は有 名 じゃつ た き 何 台 も連 な っ

ちか る運 ぶ  そ りゃ もうめ ぇに ち じゃき  『 かん たん』 か る大 道 峠

や ら芹 、本 の上 や ら も う珍 しもん 見 た さ に 待 っち ょつ た子守 ぅす

る しや ら 暇 ん年 寄 りが くわ え タバ コ じふ ん となえ。 砂利道 ん音 が

ガ ラガ ラ響 くと時 に ゃホ コ リも舞 い上 が る。

そん 頃ん『 かん たん 』 ち言 や 遊郭 ん あ った場所 でん あ った。 港

ん潮 風 ん匂 い と遊郭 ん オ シ ロイん匂 いが  混 じった 田舎 に ゃ珍 しい

香 りが  人 間 の心 ん 中 ぇ和 ます る ごた る もん も。馬 車 を 引 く馬 方 ん

歌 う『 馬子 歌 』 に ゃ あん五 助 さん の 自慢 の声 が 聞 か るるごた る。

『 今 日 もは りこみ よ るな』『 ひ どか ろ う』『 いん に ゃ銭 と り じゃ き

な』 顔 な じみ にな った しが 交 わす 挨拶 に ゃ も う人 ん巡 り合 わ せ

が 花 ん ごつ 咲 い ち ょる。

石 工 ん じは近所 に宿 を と っち 石 風 呂 に入 っち一 日ん ダ リ ぅ取 る

が  離 れ ち働 きに来 て ち ょる こん じど う も 人 ん 子人 ん親 や っぱ 近

所 ん じの和 や か さを 見 り ゃ 家 ん事 も思 いで 一 ち しま う。
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明治 22年 に村 が 合併 に よ っちで け 明治 40年 まで農 村 独 特 な

村 で辿 って来 た。 隣 接 の農 業 と林 業 が主 体 の農村 地 帯 。 そん殆 どが

米 、麦 、 を 中心 に穀 物 類 が生 活 ぅ支 え  大 半 は小 作 の 田畑 を 借 り使

う小作 人 。 じゃき出来 た米 は地 主 に納 め る こち― な る。 の こ った分

じ『 いの ち き』 売 らに ゃ とてん 一生 き られ もせ ん。

そげ な村 同志 が 行 政 の進 め方 じ 明 治 ん 合 併 が続 いち再 度 ん 合 併

にな った。諏 訪 村 ん 村 長 さん な『 どげん ことが あ ってん』 ち 笑 わ

れ ん ごつ東 ん 玄 関 で ん あ る こん橋 ぅ架 くるに 執念 ぬ燃 や した こち

い な ったん じゃつ た。 代 々村 の世話役 や ら人望 も厚 か った き 役 所

を 自宅 を 開 放 した時代 もあ った ぐれ ぇ。

何 ち ゅうて ん 谷 ん 深 ぇ川 じゃき 元 は川 ま じおれ ち川 を渡 っち又

の ぼ る。 そ げ な こつ ―繰 り返 しち ょつ たん じゃ 人 が お らん ごつ な

る… それ じ橋 ぅ架 くる こち ―な り ほん な諏訪 村 でん光 る橋 に しち

野 津原 と一 緒 に な った時 に ゃ『 や っぱ えれ ぇ』 そげ な プ ラ イ ド

もあ った ごた る。 そん な人 間性 も持 ち合 わせ ち ょつ た。

目の前 ま じ野 津 原 村 が あ る もん じゃ き 思 い切 り素 晴 ら しい橋 に

こざわ ったん か ん 知 れ ん。 や んが ち こ こ も熊 本 に向 か う『 熊本 県 道

』 にな る。 往 還 が 出来 ち橋 が架 か り ゃ も う 人ん 通 り も多 ぅな っち

村 もゆ うな る。 出来 た もんが 何 で も売 る る そげ な情 熱 も加 勢 しち

見事 な橋 に仕 上 が っち ゆ く。

熊 本 県道 が通 った 頃 に出来 た 石組 み ん橋 が 下詰 と小岩 戸 に もあ

るが  こん橋 は切 り石 ん組 み上 げ によ っち 見事 に輝 い ち ょる き人

が 改 め ち 見 直 す 。 下 か る見上 げ た景観 な上 か ら見えん き 尚更 素 晴

ら しい そん 橋 ん 価 値 が 解 らん の じゃあ る ま いか。精密 機械 じ切 った

ごた る 石 ん 組 合 せ ふ ん と小 に くら しい力作 。 石 と石ん

バ ラ ンスが こ う も巧 み に 作 り出す美 形 は人 ん情 熱 と人

ん 執念 が  見 事 に表 現 され た宝物 で もあ る ごた る。
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そ しち明 治 40年 に い よい よ諏訪村 と 野 津 原 村 が合 併 とな っ ち

橋 が光 る。 執念 ぬ燃 や した三 浦 村長 は そん 後 も 3回 村 長 を務 め そ

ん 頃 は お そ ら く歩 いて め ― にち役場 に通 ったん じゃろ う。 が橋 を

渡 るたん び『 よか った、 よか った』 ち 自負 しち ょる じゃろ う。 こん

橋 が も しな か ったん な ら どげ ― した もん か … …

熊 本 県 道 が通 る こち ― な っち 一 つん 案 と しち辻 原 を回 る話 が あ

ったん と。 なん さ ま今 ん 道 は坂 が ひ じい もん じゃき そん 頃 は馬 車

で ん ブ レーキ ゅか けち  くだ った けん どそれ で ん  荷 物 が重 い と車

ごと馬 も飛 ば され ち 馬 頭 観 音 様 を建立 しち安 全 を す が り 駒 よ け

を 作 っち事 故 防 止 に懸 命 じゃつ た。

そん話が 出た時 ぃ辻原ん じが言 うにゃ 道が通 っち人通 りが多 ぅ

なると泥棒 も来 る。 ちま ぁほん とそん理屈 も一理 あ るき 皆 も思 案

した挙旬 に反対 したち言 う。 ま ぁそげな事 じ坂が ひ じい柿野坂 《現

在 の場所)に決 ま る。 そ しち村長 さんの執念 の橋が恩恵 に もな った

。古 い石組ん橋 と新 しい方式ん橋が静か に 人の行 き来を じっと見

ち ょるこち―な った。

バ イバ スが 出来 ち ダ ムが 出来 ち そげ な思 いでん橋 も昔 ん苦 労 や

執 念 も 忘 れ られ る ごつ な りよ るが 確 実 に残 っち ょる橋 が今 も

通 る人 た ちん 役 立 つ た ぁき っ と 喜 び も又 あ らため ちかみ 締 め よ る

じゃろ う。 歴 史 が くり返 され いつ か不要 な物 に そ げ な悲 しい顛 末

に な らん ごつ  皆 じ見守 りて ― もん じゃけん ど。

2万 円た ―今 な らどん くれ 一 じゃろ うか 。 価値観 の問題 もあ るが

日とん情熱  人 の気 持 ち は金銭 で も計測 で けん 大事 な もん 。歴 史 を

築 き守 る しが お り ゃ こす  今 ん 自分 たち も不 自由 の う暮 らせ る。 そ

げ ―思 ぅち渡 っち下 か ら見上 ぐる と なん か仄 かん夢 とロマ ンが 囁

きかけち くくるごたる気持ちになっち来 た。
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住 み つ い た青 大将

スルスル静かに移動 しち ネズ ミぅ狙 い家ん中ん害虫を掃除 しち

くるる  『 ヤ ワタラヘ ビ』人間 に ゃ害 はせん き 昔か る共存 じち ょ

るなお互 いが 大事 に しちおるか らじゃろ う。茅葺 き屋根ん中 じゃ

夏涼 しぅじ冬 は これまた暖 ぃき 贅沢 な住み場所 でん ある。少ねえ

穀物 ぅ荒 らし回 るネズ ミ ち ょいとでん ヮヤクす りゃもう スルス

ル っと巧み に走 ったかち思 うと ネズ ミん叫び声 ……

屋根替えす る時 にゃ『 あ した屋根ん葺 きかえす るき』 なんか人

に話す ごつ言 うと両手をパ チパ チ。青大将 も聞 こえちそん 日はよそ

に出ち 屋根替 ゅ見守 っち ょつた。美 しゅうな った匂 いん いい屋根

ん下 に 自分がんお り場所を作 っち青大将 は これか る又 ここん じ

と なかゆ う過 ごす こち―なる。

夜 中 に何 か動 く音 … … そ り ゃネズ ミが ど うでん 来 たん じゃろ う。

感 覚 が鋭 い き 自分 か る専 制攻撃 に出 る。親 竹 ん組 合 しゅ越 え ち縄 を

上手 に伝 わ る。茅 ん 隙間 もヘ イ チ ャラ ヘ クコ ッパ  ネ ズ ミが何 か

食 い よ る シラ シラケ ンニ ナ ッチ。 さ っ と伸 ば した舌 が うま い こと

足 に ま とわ りち ―ち引 き寄 せ た。

ネズ ミが こ こ じお しまい にな る。 ヤ ワ タ ラヘ ビ も自分 の責 任 ぬ果

た した ごつ  i大 けな腹 を い っと き横 に な っち休憩 す りゃ いつ ん な

か め ―か ス ラ ッ トな っち平 気 な顔 。 ベ ロベ ロ愛 敬 ゆ う左 右 を 見回 し

なが ら 自分 が ん場所 にヘ モ ドッチ知 らん ふ り。 家 ん しも シカ ト気

もつ かん うち ヘ ビとネズ ミん勝 負 は終 わ った。

二月 にゃ餅 を供えち『 今年 もよろ しゅ頼むで』 節 くれた った手

じ心ん中 じ頼む人間 とん絆  ここに も生 き物ん情愛が受 け継がれち

ょるん じゃろ う。多 くの 自然の中 じ関わ っち生 きる

人間 も ヤワタラヘ ビも幸せか も知れん一時 じゃ。
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ら… ラ イネ ンノ コ ツユ ウナ … …先 の事 よ り現在 を有 利 に生 き る方策 を

ライネ ンノ コ タオ ニ ガ ワラ ウ… … … … … …先 の事 よ り今 を大 事 に

ラ イ シ ンナ イ イ トシイ… …来 年 は よい年 に、 き っとよ い年 もあ る

ラカ ー ク ンハ ジマ リ……… … ‐……楽 す る事 は苦 労 が待 って い る事

ラキ ース ンダ ンナ … …安 々 とおわ ったが 、予想以 上 に楽 に終 わ る

ラキ ー ナ ッタ ンカ ンシ レ ン… … …… ………苦 労 のか いが あ った よ う

ラ クイ ンキ ョデ ン ヒジー ド…見か け に は、楽 と見て も苦 労 もあ る

ラ クス ンナ クオ ミタキ …苦 労 の ご褒 美 、楽 な 日々 は苦 労 した効 果

ラクナアタクガアル…Ⅲ
楽 して いれ ば苦 労 が あ る

ラクシチチオモヤハ ラタツ…………………楽す ると思 うと腹が たつ

ラチャアカ ンノヤ…………………なかなか思 い通 り行 かないか ら

り・…リャー フ ン トヤ …… ………¨… … まあ大 変 な事 、 吃驚 したが大 丈夫

リクツ ヨ リテオ ダ セ ……… ………言 い訳 よ り手 を 出 して 、 不 言 実 行

リクツ ンカオ ュ ウナ …… …理 屈 だ けで は通 らな い、理 屈 よ り実 行

リコモ ンナ カ ズ グ チイ ワ ン… …手 よ り日、利 口者 は 回数 が 少 な い

リシダ ケ ジ ヨライ イ ……利子 だ けで 我 慢 して、元 金 は暫 く待 って

リチギ ダ ケ ジャクエ ン ド… ……堅物 だ けで は、 時 には才覚 も必 要

リャー マ ー … …挙 をつ か れ、 あ らまあ吃 驚 しま した、 突 然 の驚 き

リワモ ラ ウキ ツ コ ーチ ョケ ー ……… … …利子 は貰 うか ら使 い な さ い

リンシキ ュ ウ シイ チ……下 敷 き して 空 間 を作 る、湿気 防止 の対 策

ろ… ローカ ン トオ シ ミー …… …… … … … ……廊 下 の戸 を 開 め て くだ さ い

ロ ク シュモ ネエ … …嫌 わ れ者 、 誰 に似 たのか 、箸 に も調 子 に な い

ロクデ ナ シデ ンツカ イ ヨ ウ… …嫌 わ れ者 で も使 い よ うで は役 立 つ

ロ ンス ル ヨ リャハ タ ラケ ー …Ⅲ…… 回数 が 多 い、 言 うよ り働 い た ら

宇 曾 山参 りん 若 い しが毎 年  面 白半 分 に途 中ん藁 ごず み ゅセ リカ

ヤ シチ来 る。 若 さか迷 惑 ち思 う百姓 しも  『 まあ いいか若 い うちん

楽 しみ じゃろ う』 ち が まん じち ょつ た。 あ る年 た また ま帰 りよ っ

た ら雨 に な った。 と若 い した ちが い きな り藁 ん か たず け ゅ加 勢  あ

ま り濡 らさん じ済 ん だ。『 お お きにお お きに』 ネLを 言 うと畏 ま っ

ち『 せ りか や した』 詫 びを 言 うち平 謝 り じゃつ た。
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わ …

『 ゆ うわか っち ょるど 俺 どうもゆ うワヤク シヨッタきの』 何

とユーモアん解 る人 たち じゃろ うか。いん にゃ皆んなおな じじゃ若

もんに 花を もたす るん じゃ。 ワヤク もほどほど じしちまあ 若 さ

を楽 しめ……来年 もセ リカヤサニ ャ心配す るど 病気でん したん か

ち心配す るど…………。次ん年 も起 きち見 るとセ リク リカヤ ッチ ョ

ル……『ふん と 仕方 ね―の一 まあいいか サカ シイ ンジャノ。

さて一と 単語 または じむ るで……え― と  『わ』か るじゃつ た な

ヮイ タキ ヘ ー ンナ … …………沸 いたか ら入 った ら、 お風 呂 に入 って

ヮォ スギ カ イ ー … … ……樽 の輸 を入 れ替 えて 、輸 の取替 えを して

ヮカ ッチ ョ リャセ ン……… …解 って はい な いか ら、納 得 して い な い

ワキ ャワカ ラ ン… … …意 味が全 く解 って い な い、理 解 して い な い

ヮカ ッチ ョル チユ ウガ … …解 って い る と言 うけれ ど、早 呑 み 込 み

ヮキ カル クチ ュダス … … …側 か ら口出 し、 余 分 な 日添え 、助 け船

ワキ ンハ テ オ イ チ ョケ ……端 っこにお い て、邪魔 にな るか ら外 に

ワ クモ ンジ ャネ ー ド… …沸 いて増 え る物 で は な い、努力 しな い と

フケ ー ノ ンチ ョイ ト ド…若 い時代 は短 期 間、 いつ まで も若 くな い

ワ タラニ ャナ ラ ン ヒ トン ミチ…倫理 の世 界淫 らな事 は禁 上 、 人 倫

ヮ ッ トドー モ イ ク… … …私 たち も行 くか ら、私 た ち も参 加 した い

ワ ッテ ンカ マ ヤ セ ン… …割 れて も心 配 せ ず に、割 れ て も仕 方 な い

ヮ ッソ ドー モ イ レチ …… …私 たち も仲 間 に、私 た ち も参 加 した い

フ トー ウ ッチ ク ンナ … ……綿 を打 ち直 して、綿 を売 って くだ さ い

ワデ ンマエ ー チ ョケ … …輪 で遊 ん で い な さい、輪 を利 用 した遊 び

ワ ドンカキ ーキ タカ …… … お前 も間 に合 ったか 、時 間 に来 た の か

ヮズ ロー チ ョ ロケ タ…… …病 気 して弱 って、病気 で元気 を失 って

ヮスル リャ コス … ……¨…忘 れ た もので す か ら、忘 れ たば っか りに

ワサ ポ ー ンコマ ッタ… …早 生 で迷惑 して い る、知 恵 つ きが早 くて

ワニス リャ ヒ トニ … …… …… Ⅲ…東 ね る と一輪 に、 都合 よ く一 荷 に

ワネカ カ ッチ ョツ ター罠 にかか って困 って い た、 旨 く罠 にか か る

ワノー ミチマ ヮ レ……… … ……罠 を 見て 回 る、仕掛 けた民 の点 検 に
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わ … ワ ノー カ ケ チ ョキ ャイ ー …罠 を か けて お けば よい、予 防 線 を張 る

ヮ ビュユ ウ チナ カ ユ ウ シ ヨ… …断 り もいの ち き上 手 、 仲良 しは得

ワメキ マ ワル … … … …… ‐… …激 怒 す る、怒 り回 って始末 に おえ ぬ

ヮモキ レチ コマ ンノヤ …輪 が切 れ て使 われ な い、 日 ごろの管 理 が

ヮヤ ク シ ュ ウ ドチ … … … … … い たず らを しょ うと、 いたず ら盛 り

ヮヤ ク タ ドウニ ンナ ラ ン… … …役立 たず で困 る、使 い回 しが悪 い

ヮル ガ ネ ンオ オ ジ ョウギ ワ… … … … …悪 だ ったが終 わ りは さす が

ワ ラ トビュカ ケ チ ョケ ー …… ……… ……………藁 の雨 よ けを しな さい

ヮ レタナ イ チ ニ ンマ エ ………………処 女 じゃな い よ うだ、結 婚 して

ヮ レタ ンナ イ ッコ ンモ ネ エ … …完熟 して いな いか ら、処 女 ば か り

ヮ レタ ン トヤ …… … … …… …一 人前 にな った よ う、 結婚 して性 交 も

ワ リー デ ンコ ライ イ …………悪 くて も我 慢 して、 反 省 して い るか ら

ワ リー ノヤ … …悪 いの は解 って い る、病 気 ら しくて 、無 理 言 って

ヮル ボ ウデ ンテ ンキ ガ イ イ ……… … ……悪 が きだ け どい い所 もあ る

ヮル ガ キ ンォ ヤオ モ イ … …悪 坊 な の に親孝 行者 、 見か け に よ らぬ

ワ ンニ ニ チベ ッ ピ ン… … … …お前 に似 て美人 、鳶 が鷹 の子 を生 む

ワ ンカ テ イキ テ ー ケ ン ド… お前 の家 に行 きた いが 、敷 居 が 高 くて

ワ ンニ ャス マ ンケ ン ド… お前 に は 申 しわ けな いが 、 言 い訳 が 旨 い

ワ ンナ ラ デ クル キ … … … お前 な ら出来 るか ら、信 用 して い るか ら

ワ ンデ ンコマ ッタ コ タ ー … …お前 で も困 る事 が あ る、 見 か け に ゃ

こ こま じ辿 りち ―ち ゆ うサ ンニ ュ ウ した ら 18022語 にな った

ごた る。故 郷 じ使 わ れ ち ょつ た『 野 津 原 方 言 』 こ りゃ古 いイ ノチ

キん生 活 用 語 で ん あ った。 じゃ き皆ん なが 大事 に使 い  うけつ い じ

立 派 に生 きで ん お る。 中 に ゃ同 じごた る もん もあ るかん知 れ ん が

ま あ コラエ ヨナ。 そ しち使 う と悪 い言 葉 もあ るけん ど  こん だん 場

合 い は記 録 に残 すん が 目的 じゃき ゴメ ンナ。 コ レカ ル先 じこげ な

調 査 なん か をす る しが  何 か ん 役 にた ち ゃ― も うウ ッ ト ドウ嬉 しい

き。歯 を こ― じ使 うち くれ なあ  それが 為 めん 冊子 じゃき

野 津原 だ け しか 使 わ ん じゃつ たん も あ りゃい っべ ん も使

うた事 もね ―ん も あ ろ うな え ソ ジャキ面 白 るか ったで。

,
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方 言 小 話 の解 説

朝 っパ ラカル  ノキー来 るきタマガ ッチ しもうた。 ジャヶ ン ド

ゆ う考えちみ りゃヤゼ ン 話 しゅしたモ ンジャキ 起 ケノニ来 たん

がそげ一言 ゃ ど っちん もん に も 理屈 ああっち ょる。★  パ ラカ

ル…早 くか ら。 ノキー…急 に。 タマガ ッチ…吃驚 して しまう。 ジャ

ケ ン ド…です けれ ど。ユ ウ…ょ く。 ミリャ…みれば。ヤゼ ンー昨夜

。モ ンジャキ … ものですか ら。起 ケノニ …起 きです ぐに。 ソゲ ー …

そん なに。 ドッチ ンモ ンニモ…お互 いに。 ア ッチ ョル…あ った訳 。

それ じ何 ん か  い るん かん 解 らん き まあ上ん な一 ち  ご前 ん 戸

口 ぅ開 けた。 いつ で ん は寝 ぼす けん  と ったん も せせ ろ しい もん

じゃき 納 戸 か る出 ち来 た。何 ご とち思 うたん か  あん げ こん げ

首 ぅまえ ― ち立 つ ち ょる。★  ソ レジ… それ で。 イル ンカ ン…必 要

か と。 ワカ ラ ンキ …解 らな い もの です か ら。 マア … まず。 ゴゼ ン ト

グチ…玄 関 の戸 を 。 イ ツデ ンハ …普通 な ら。 トッタ ンモ …父 親 も。

セ セ ロ シイ モ ン ジ ャキ ー うるさ い もの だか ら。オ モ ウタ ンカ …思 っ

たのか 。 ア ンゲ コ ンゲ …あ ち らこち ら。 マエ ーチ ー回 して。 タ ッチ

ヨル … た って い ま した。

さか しい な ― い い事 じゃ よ ろ けで ん 困 る き。 わず らや ―そ れ こ

す どん こん な らん 。 ち ょい と前 じゃつ たか  :坂道 ぅつ ― じほ ら っ こ

け ち おお ごつ 作 りたて た。 日に ごみ ん や つが飛 び く― じな。・★・

サ カ シイナ …元 気 な の は。 ヨ ロケ デ ン…病 身 で は。 ヮガ ラ ヤ ソ レコ

ス ドンコ ンナ ラ ン…病 気 す れ ば それ こそ大 変 で ど うに もな らな い 。

チ ョイ ト…少 しoジ ヤツ タカ …で したか 。 ツー ジ…飛 ん で、 走 って

。 ホ ラ ケ コケ チ ーつ まず いて転 げて 。 オ オ ゴツ…大 変 な事 。 ツ ク リ

タテ タ…出来 事 に な って。 ゴ ミンヤ ッガ … ごみが 。 クー ジナ・̈ こん

で な、入 って で す ね 。

◇  方言 は難 しい けれ ど 可愛 い情 愛 が 込 め

られ て い るよ うな 仄 か な温 もり もあ るので はな いで しょ うか 。
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野 津 原 に ゃ昔 か るん 唄が あ るが  そ り ゃ―故郷 を愛 す る表 現 で ん
あ る。 そ げ な風土 が人 情 が受 け継 が れ ち 今ん故 郷 が あ るん かん 知
れん。 L7じ ゃそ げ な優 しい情愛 を  心 に秘 め ち現 在 ん人 た ちが

故郷 を忍 ん だ作 詞 を並 べ ち見 た。 自然 に囲 まれ恵 み も豊 か ん 緑 と

美 しい『 せ ら らぎ』 も う 見 ただ けでん詩 にな り絵 にな る。

★  山恋 お ろ し

久 住 お ろ しが  身 に しむ 頃 も

桜 吹雪 が  舞 う頃 も

山が私 を  呼ん で い る

どん よ り曇 る 空 の下

今 日 も歩 こ う 故 郷 を

寒 の もど りは 北風 強 く

いてつ くよ うな 朝 まだ き

行 こ うか止 め ょか  :迷 え ど も

く じけ ち ゃな らぬ 八 十 路 今

黒 土踏 ん で 鍛 え よ う

は るか 向 こ うの 小 高 い山 は

谷 を隔 て た 峰 つ た い

父 の霊所 の  あ る里 よ

朝 の散 歩 に ゃ 遠 す ぎる

腰 で笑 うは 通 り風
●  ▲

a"
‐
」□ :

く■P
● ′■ o

★ お雨 さま

待 て ど暮 らせ ど 雨 は な し

か らか ら乾 く 庭 の木 に

水 や りなが ら 父 さん が

天 を仰 いで  っ ぶ ゃ ぃた

一 雨ふ っち  くれ ん か の う

● 3ヘ

宇 曾 の お山の で っぺ ん で

神 の お守 りを  す る人 は

水 を飲 まず に  い る じゃろか

川 もな いの に 困 る じゃろ

雨 は ど うす りゃ 降 る じゃろ か

あ る朝 早 く 外 見 た ら
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雨 が ば らば ら 降 って い た

雨 じゃ雨 じゃと 叫ん だ ら

父 さん飛 び出 し 嬉 しそ う

お雨 さん だ と 言 うん だ よ

☆  宇 曾 山様 も

獄 の御座所 のお膝元 に 車千台止 まろとは

宇會 山様 も夢 見た じゃろか  どげ じゃろか

ほん と じゃな どげ じゃろか

山は山で も迷路の山は 人で一山出来 るとは

宇曾山様 も夢 見た じゃろか  どげ じゃろか

ほん と じゃな どげ じゃろか

昔狐 のね ぐら じ 今 は人間様が遊ぶ とは

宇曾山様 も夢 見た じゃろか  どげ じゃろか

ほん と じゃな どげ じゃろか

☆  野 津原 ふ る さ と まつ り

宇 曾 のおん た け さん :こ  秋 風 吹 けば  ア ョイ コィ

年 に一 度 のふ るさ とまつ り 町 を あ げて の大 祝 い

ハ 来 ち ょ くれ 見 ち ょ くれ 聞 いち ょ くれ

広 い会 場 に露 天 が並 ぶ  ア  ョィ ョィ

里 の果 物 手 づ くり野 菜  上 の香 りが懐 か しい

ハ 来 ち ょ くれ 見 ち ょ くれ 聞 いち ょくれ
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うまい もん な ら何 で もござる ア  ヨイ ヨイ

おでんやせ うま蓬餅 ポテ ト 七瀬味噌か ら久保茶まで

ハ 来 ち ょくれ 見ち ょくれ 聞いち ょくれ

俄 かづ くりの舞 台 に上 が リ ア ヨイ コイ

粋 な姿 で品 よ く踊 る 町 の有 志 も七 変 化

ハ 来 ち ょ くれ 見 ち ょ くれ 聞 い ち ょ くれ

★  男 の 喧嘩 唄

ａ
ｐ
　

　

・́

お前 ん か たん 子 は年 か ら年 中

うちん畑 を踏 み荒 らす

イ タチを叩 き蜜 柑 を盗 む

貧乏 餓 鬼 じゃ しつ けが悪 い

何をぬかすかお前 じゃち ゅうてん

九 は小作 の子 じゃないか

こっぽ り分限 に婿入 り したが

人吉女房 に困 ったあげ く

よそ の女 房 を ち ょ くち ょ く盗 み

□ ゅう拭 うち知 らん顔

車 で渋柿 ゅ盗 りい った事 も

俺 は知 っち ょるどたへ ら く言 うな

※ 歌 詞 は原 文 の ま ま使 用 させ て頂 きま した。 作詞 者 は生 まれ は

よその方 で す の で  多少方 言 の使 い方 が ことな ります 。

4
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野津原ん里 に ゃ馬子ん五助 さんの ごたる 街道ん荷物運 びや ら人

を乗せ ち行 く 駕籠 も行 き来 しよ った。駕籠か きん元締 め所 にゃ

いつ も待 ち合わせん強靭 の男たち.馬 なんか もお ったか ら『立て場

待 ち場』 そげな人や馬がお った き旅 も 荷物 もうまい こと流れち

お ったん じゃろ う。

そ げ な しが仕 事 ん 疲 れ に唄 うた のが  いわ ゆ る『 馬子 唄 』 じゃが

七 瀬 ん里 に も は いか らな馬 子 唄 が残 っち ょつ た。筋 肉 隆 々 と した

馬 子 が 唄 う声 が 山 々 を 谷谷 を流 るるなん か何 との どか な事 か。 山

ん 中 じ炭 焼 きす る煙 りが流 れ  そん煙 り ぅバ ックに唄 う馬 子 唄 に ゃ

故 郷 思 う哀 愁 もこめ にれ ち ょる。

苦労 中か る生 まれ た『 生 活 ん声

』 にあ る。 そげ な中 じ新 しい け

ん ど『 七 瀬 馬子 唄 』 こん 唄 は

昭和 60年 に 地 元 ん じが 作 詞

当時 ん 県 内 じゃ民 謡 研 究 家  加 藤 正人 が 曲想 を湧 かす 為 み  野 津 原

を何 べ ん も回 っ ち 四辻 峠 じ夕 日の美 しさに 一 挙 に筆 を運 ん だ ち

轟 つ。

『 七 瀬 馬 子 唄 』

1) ァォ ょ  い さめ よ 宿 場 はそ こ じゃ あれが街道 の石 だ たみ

ハ  七 瀬 のせ せ らぎ サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イ ホ イ ホ イ

2》 宇曾 に行 こうか 荒木 に出ようか 四辻峠の思案顔

ハ  七瀬 のせせ らぎ 小鮎がスイスイ ホイホイホイ

3》 秋 葉 越 え れ ば  火伏 せ の森 に フ ロー煮 え たか諏 訪 の灯 じゃ

ハ  七 瀬 のせ せ らぎ  もみ じか チ ラチ ラ ホイ ホ イ ホ イ

あん 娘 年 頃  姉 さん かぶ り いつ か覚 え た馬 子 唄 を

ハ  七 瀬 のせ せ らぎ 小 雪が チ ラチラ ホイ ホ イ ホ イ

●

4)

84



◇

◇

◇

◇

◇

か って農 村 は米 ぅ節 約 しち売 る事 じ 生活 ぅ支 え賄 の うち来 た 時

代 じゃつ た。 じ ゃき夕 飯 ち言 ゃ もう『 だ ん ご じる』 が定版 。 それ も

煎子 ん ダ シに季 節 ん 野 菜 が入 る 自家製 ん味 噌 じ仕上 が る と も う

そ り ゃ天 下逸 品 ち言 い て ぇが  め― にち にな りゃそれ も抵 抗 が あ っ

た。『 また だん ご じるか 』 腹 ぅ立 つ りゃ損 ち解 っち ょるに  や

っぱ い っぺ ん な言 うちみ て ―心情 。

そげな場面ぬ醸 しで ―たんが『 ほうち ょぬべぬべ』ん唄

ほ ぅち ょぬべ ぬべ  今 夜 の夜 食  チ リツ ンテ ンシ ャ ン ヨイ シ ョ

ヨイ シ ョ

早 くぬ ばね ば  夜 が あ け る ソ レエ ヤ ソ レエ ヤ  ヤ トヤ ンソ レサ

わ しの思 い は 宇 曾 山や まの  ほか に木 は な い 待 つ ば か り

踊 る うちで は  あん 娘 が いち よ あん 娘 育 て た 親 み た い

あん た百 ま じ わ しゃ九十 九 ま じ 共 に 自髪 の生 え る ま じ

年 頃ん娘 に な り ゃ も う『 だ ん ご じる』 炊 くな―一人 前 に な っ ち ょ

る。手 際 ゆ う炊 くぬ ― じっ と 近所 ん  ば あ さん連 中が 見 ち  こん

だ牛 見が 《嫁捜 し》 来 た ら てん しょむ しょ褒 め あ ぐる。 そん 一 手

に『 盆 踊 りん晩 』 もあ っち 見初 め らる りゃ も う いつ ん なか め ―

か  話 が進 ん じ仲 立 ち が  せわ しゅう あん げ こん げす る。

だん ご じるは 一炊 きだ ち も旨 ぇが  冷 え てん これ又 旨い。 そ しち

次 ん朝 ぬ くめ たぬ ―食 うのん  け っ く しゃ旨 ぇで。栄 養 が あ り消 化

もゆ う じ 自家 製 ん 材 料 と季節 ん旬 の味 。辛抱 もあ るが理 屈 に 叶 う

た『 栄 養 食 品 』 か ん知 れ ん。 若 い娘 た ちん  のべ のべ しち裂 い ち鍋

に入 れ る そん タ イ ミ ング まさに絶妙 ち言 うか 。
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学 校 か る帰 え った らす ぐ カバ ンぬ そ こ らにホ タ リナゲ チ 奥 に

寝 ち ょる ば ば さん に声 ぅか けた。『 5時 ま じ遊 び行 っち くるで …

何 か 買 うち くる もの なね ぇ』 寝 ち ょるけの ど ソゲ ー ひ じいん じゃ

ねえ 。 それ で ん 不 自由 じゃ もん じゃき 子 供 が帰 い る頃 に ゃ用 事 ぅ

考 え ち ょうち 子 供 に頼 ん じょる。

と ったん も おか ち ゃん も外 じ仕事 しよ るき は ば さん の お使 い

は 子 供 ん仕 事 ち決 ま っち ょつ た。孫 ん 足音 が す る と ほ っと安 心

す る ごつ よ うな ば ば さん で ん あ った。『 今 日は用 事 はね ― けん ど

隣ん ば あ ち ゃん が  なん か持 っち くれ ち や っち ょ くれ ち 言 よ っ

たで』『 解 った  ほん な 行 っち くるで』 ち 言 うた あ と  『 ば ば

さん  しょわ ね ―』 ち 一 言 付 け加 え た。

5時 頃にな った ら『 ただ今』 元気のいい声がおお きゅう響 いち

帰 っち きた。奥ん部屋を覗 くと  『 ばばさん淋 しくなか った』 顔

を見つ めち言 う。 目を くる くるさせち返事を待 っち ょる。『 元気 で

ゆ う遊んだな 目 ぅゆす い じ 隣んばあち ゃんが くれたぬ 食べ な

あ』『 そげ― しゅうか ばば さん も食ぶ る』 隣ん ばあち ゃんが く

れた おやつ ぅ取 りに茶 の間 に行 った。

さか しゅう じ動 き回 る子 供 に  ばば さん な 目を細 め ち 本 当 に嬉

しそ う。 茶 の間 か る紙 袋 に包 ん だ  隣ん ば あ ち ゃん の『 おや つ』

『 うわ ―嬉 しい 石 垣 餅  ほ ら見てん  ば ば さん 』 薄茶 色 ん皮 が

うま そ うに光 っち ょる餅 。『 あ りゃ― 旨そ うな こ と 腹 がへ った じ

ゃろ うき 食 べ ち ょきな ―』『 うん  これ ば ば さん にあ げ る』『 い

い き あん た食 べ よ』『 ば ば さん と 一緒 に食べ て ― もん』『 そ う

な』 そん 一 言 は どん くれ ―嬉 しい言葉 か。 ち っと起 き上 が ろ うち

した ら 横かる支えち起 こす と 甘えるごたる嬉 しそう

に起 きち 二人 じニ ッコ リ笑 ぅたんがほほえましい。
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★  そ こらに…その周辺 に。 ホタ リナゲチ…乱暴 に投 げ出 して。

行 っち くるで …行 って きますか ら。ね ぇ…ない。 けん どそげ―

ひ じいん じゃねえ … けれど もそんなに心配す るほどで もない。 それ

でん…それで も。 もん じゃき… ものですか ら。考えち ょうち…考 え

ておいて。 じょる…頼んでいます。

とったん …父親、おかち ゃん …

母親。 しよ るき… して いるので。ち ょつた…決 まっていた。す る ご

つ よ うな…す るよ うに。 けん ど…けれ ど。や っち ょくれ…あげてね

。 しょわ―ね―…心 配 ないですか。

させ ち… しま して。 くれ た…頂

いた。 そげ― しゅうか…そ うしま しょうか。

さか しゅうじ…元気 で

。石垣餅…甘藷を賽 の 目に切 った もの と小麦粉を練 って餅 にす る。

へ った…すか した。食べち ょきな―…食べておきなさい。 いいき…

いか ら。たべて― もん …食べ たいのです。 どん くれ ぇ…どの くらい

。ち っと…少 し。 ごた る…よ うな。 一
ャ

……
ォ

ー
浄

……

夕 ごはん の しこ うか 台所 か るいい匂 いが しち 一 日がやんが ち

終わ るち思 うと ばばさん も辛 さも忘れ られ る孫 たちとん 時間 に

なる。『 さあ夕 ごはん に しょうえ』 ち ~吾 うと『 ばばさんな僕が持

っちい くで』 ち手伝 い もす る。そげな孫ん優 しい気づかいが  も

う嬉 しゅう じ仕方 ね ―。

次 ん 日学 校 か る帰 った  『 ただ い ま  5時 ま じ遊 び行 くけん ど

買 ぅち帰 る もん ね ぇ』 ば ば さん に声 を か け た。『 買 い物 して来 ち

くる る』『 い いで  これ じ便 箋 買 ぅち来 て  残 りは小遣 いに あ ぐる

き』『 い いで 』『 い い き 欲 しい物 でん 買 い な あ』『 飴玉 買 うて ん

い い』 無 邪 気 に言 うと き らり輝 くごた る 目。 ば ば さん な も う

最 高 ん幸 せ ん ごた る気 分 に な っち ょつ た。 足 音 が だん だん遠 ぅな っ

ち行 くけん ど 握 り しめ た手 に しっか り落 とさん ごつ 500円 。 心

が結 び ち ― た ょ うな  ばば さん の気 持 ちが孫 に も伝 わ る ごた る。
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★  じこう…準備。 しち… して。やんがち…やがて。 しゅうえ …

しま しょう。 そげ な‐…そん な。 しゅうじ― しくて。 もんね ―

… ものないですか。 あ ぐるき…あげますか ら。いいで…よいです よ

。 ごた る…よ うです。 な っち ょつ た…な っていま した。 ごつ …よ う

に。結 びち―たよ うな…‐結 びつ いたよ うに。

ほん な子供ん遊 びた― どげなん じゃろ うか…◇春 凧揚 げ、羽 根

つ き、 コマ回 し、 うち 《うっちん、びた、ぱ っちん などち呼ぶ 》

ゴム銃、陣屋 とり、縄跳 び、雪足、罠か け、ゆさん ご、隠れ鬼。

◇夏 水 あび、蝉 とり、 じょうらん取 り、つばな取 り、さとが ら、

ぎ しぎ し、いち ご、 ビヮ、 グ ミ、 ちぎ り。魚捕 り、てぼつけ。川 祭

、柱松、盆踊 り、祭 り太鼓、太鼓 山引 き、肝試 し なんか。

◇ 秋  桑 いち ご、 木 の実 、甘 根 、 山芋 、柿 、が らめ 、 なん か 取 り。

や り鬼、 穴入 れ 、 猫 ん 玉 鉄砲 、紙 鉄砲 、 どん ぐり回 し、亥 の子 、 名

月 さ ま、秋祭 り なん か 、 飛 び くらべ 、崖 滑 り、 川 干 し、 なん か 。

◇ 冬  夜 回 り、輸 まわ し、飛 びや い こ、藁 あ そび、 雪 足 あそ び、 薪

物 取 り、松葉 か き、 じめ縄 作 り、藁 囲 い、 なん か 。

子 供 は こど もな りん 遊 びん 中 じ 子守 しなが らで ん生 活ん 端 ぅ覚

え 体 験 しち大 けな子 は遊 び ぅ通 じち 子 供 同志 ん 関わ りん 決 ま り

なん か も 自然 に覚 え ち来 た。 こなさ る る と大 けな子が 向か っち

助 け悪 い時 は は っき り悪 か った 断 りも言 うだ けん常 識 も身 に ち ―

ち行 く。女 の子 に ゃ皆 ん なが 加勢 す る 薪 物 取 りなんか ん 時 に ゃゆ

ぅ解 る し 子守 ん加 勢 した り遣 いに一緒 に行 く 困 った時 ゃ助 け あ

うなん か 遊 びん 中 か る 自習 す るだ けん  心 構 え も育 っち行 った も

ん じゃつ た。悪 い こっ ― しち隣ん じが親 に 断 り ゅう言 うち くる る

なん か  当 た り前 ん ごつ あ った もん じゃ。親 同志 も内容 は先 刻承 知

でん あ ったが な。
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犬 の恩 返 し

山奥 の離 れ た家 で  お じい さんが 拾 ぅた犬 が 飼 われ ち ょつ た。 と

て ん利 □ じ甘 えん 坊 主  じや ったが  お じいさん の言 いつ け ゃゆ う

聞 い ち め ― に ち楽 し ゅ暮 ら しよ った。 犬 は賢 くう じ恩 は忘 れ ん と

ん言 い ます 。 人 間 で ん世 話 に な った事 ぁ ゆ う覚 え ち ょつ ち いつ か

き っと お返 しす るん が い い じゃあ るめ ―か。

春 ん あ る 日 じゃつ た。畑 ん 畦 ん草 を焼 くこち ―な っち ほん の ち

っ と う じゃき  『 近 所 ん じに加 勢 しち も らうほずん事 もね ―』 ち

お じい さん  一 人 じす る こち ― した。『 今 日は風 もね ― きよか った

わ い』 安 心 しち いつ もん よ― にね じ鉢 巻 き じち 枯 れ草 に火 を

つ け た。

犬 も側 じ見ち ょつ たが  熱 い き『 キ ャ ンキ ャン』ち 鳴 きなが ら

ち っとさが っち見ょ った。燃え始めた草ん煙 りが 回 りに広が っち

白い幕 ぅひろげた ごた る。火が燃え さか ると風 も起 こっち 1空 気が

軽 ぅなっち風が そき―起 こる。火の勢 いが ゆ うな っち ち っと消 さ

に ゃち お じいさんが動 いた ら そん時足 に草が巻 きちいた。

そ しち運 の悪 い時 ち ゃ しよ うが ね ― もん  転 げ ち しもうた。 さ あ

大 事 ……・『 こ り ゃ― しも ぅた』 お じい さん な焦 って慌 て ち起 け あ

が ろ うとす るけん ど  足が よ ろ よろ しち言 う こつ ― きかん 。 そん 野

良 着 ん裾 に草 ん 火 が 燃 え ち― た。慌 て て起 き上 が ろ うちす り ゃ す

る程 足ん 自由が きか ん じ お ま け に着 物 にち ― た火 は広 が るば か り

『 ふん と も う…… こま った事 じゃ』 もが き苦 しむ ぬ 見 た犬 は

『 お じい さん  大 丈 夫 な』 犬 が そ げ な思 い じ駆 け寄 っち来 ま した

。 じゃけん ど お じい さん な気 が焦 るば か り 着 物 にち ―た火 もで

え ぶ広 が っち 畦 ん 草 も燃 え広 が っち お ります 。 と そん 犬 が 何 を

思 うたん か 側 ん 井 路 に飛 び込 み ま した。 まあ水 ぁ冷 て ―の に。
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全 身 ぬずぶ 濡 れ に しちか る 急 い じゃお じい さん の背 中 ま じ来 る

と 背 中 に ち ― た火 の上 を転 が りなが ら 火 を消 し始 め たん じ ゃつ

た。三 度 三度 真 剣 走 っち ゃ消 し 消 しち ゃ走 った もん じゃ き 火 は

で ―ぶ 消 え た けん ど 草 ん ほ うは広 が っち心 配 に な る し お じい さ

ん な起 きあが れ ん けん ど 着 物 の火 が 消 え た き―安 心 したん か  気

を失 の うち しも うた 。

犬 ん 懸 命 な活 躍 じ お じい さん な軽 い火 傷 じす ん だ ごた る。 畦 ん

草 も風 が あん ま りの 一 な った き それ か らは燃 え広 が らん じ消 え た

ごた る。 あた りは 白 い煙 りだ けが 流 れ ち ょつ た。 そ げ な煙 りに近 所

ん した ち も心 配 しち  l駆 けつ け ち くれ ち た まが った よ う じゃつ た。

お じい さん が 気 を 失 の うち ょる側 じ

それ でん  お じいさん の事 ぅ心 配 しち

火 傷 した足 ぅねぶ りな が ら

じっと見守 っち ょつ た 。

近 所 ん 人 た ち ゃ戸 板 じ運 ぶ  お じい さん の姿 ぅ見 ち 安 心 したん

か そん 犬 も ぐった り しち倒れ て しもうた。 そ り ゅう見 るとなん と

い じら しゅう じ優 しい犬 か 健 気 な火傷 した そん 犬 も抱 い ち 家 ま

じ帰 りま した。 犬 ん 健 気 な さ も近所 ん じの 暖 か い取 扱 い に して ん

今  里 ん 人 た ちん 気 持 ちが春 ん 陽の ごた る ぽ か ば か ぬ くもり も。

一週 間 ほず す る と お じい さん も元気 ゅ取 り戻 い た。犬 も元 気 に

な っち里 も あ げ な こた 一何 もなか った ごた る春 に。 お じい さん ぬ

自分 の事 よ り真 っ先 に 助 けて 一ち思 う犬 ん 気持 ち こん め ―動 物

ん 日頃世 話 に な っち ょる 恩返 しす る優 しい心 。 いつ までん大 事 に

せ に ゃち思 う。 そげ な事 を思 い出 しち ょる側 じ じっと見上 ぐる犬

ん 目の なん と美 しい こ とか …… …。

何 日か した後  お じい さんが 畦を 見 ち まわ りま した。後 先 に な つ

ちつ いち来 る犬 も  『 よか った  よか った』 ち  き っと

心 ん 中 じ思 いなが ら 足取 り も軽 う歩 い ち ょつ た。春 。
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昔 ん 農 村 ん 四季作 業  《昭和 35年 -45年 頃〉

1月 … こい た 一 て ― げ ― (旧 正 月 じゃつ た き》籾 す りが多 か っ た。

は じか い 一籾 す り機 械 ん尻 口 に ゃ そ こん 女 ご しが 手 ミー じ

さべ ち ゃ ち っ とで ん米 が あ りゃ儲 け もん 。 小作 に納 めち残 り ぅ売

る きち― な り ゃ そ げ ―米 飯 ん じょ食 え る るはず もね ― き 米 選 機

下 ん米 でん有 難 ぇ もん じゃつ た。

小雪んやた一舞 うち中封絞 むる手先 ゃ ヒビギ レァカギ レ権 現様

ん指。『 ほずみ』 ぅ絞む るとまこち品が いい俵。 もみ殻焼 き くク ン

タ ン)野 焼 きギ シ焼 き、地起 こし、山ん仕事 薪ん取 り、植林 の

準備、鞭焼 き、炭焼 き、 こげな仕事 ぁ男 しがす る。餅つ き、鏡餅 、

あず き粥、甘酒、 アラ レ切 り、漬け物、何かは女 ご しん仕事。

凧 上 げ、羽 根 つ き、 カル タ、 コマ回 し、 や り鬼、陣 屋取 り、 わ な

か け、雪 足、 なん か は子 供 ん 世 界。座 敷 ぃ並 べ た餅 が イ ロク とサ ゼ

あつ め ち しまい込 む が  丸小 餅 なん か か ま げに入 れ ち ょく。寒 い問

ん 代 用食 で ん あ り保 存 食 でん あ る。焼 き餅 に砂 糖 醤油 つ けち  ち っ

とコガ レタ な ―又 なん とん言 え ん 旨い ぇ もん じゃつ た。

麦 の世 話 は昼 前 ま じ凍 っち ょる き 山仕 事 に行 き枯 れ た薪 もん ぬ

2輸 ひとか る い。 山 ん 中 は ぬ き― し働 らき ゃけ っ く しゃ ぬ く もる

もん じゃき早 ぅ荷 が 出来 りゃ 馬 鹿話 ぃ華 がせ ―ち気 が ち ― ち 帰 る

と もう昼 が 時 の め ― に過 げ ち怒 らるる。 そ こ じハ プ トかや しや損

じゃき『 なか な か の ― じ困 った』 ち 恩 に着 せ ち ょ く。

南天の赤 い実、す いせん、紅梅、梅ん花 も咲 き始 めち 春が もう

そ こまじ来 ち ょるごた る。在所 に帰 ぃつ ち ょつた嫁 ごが みや げ ぅ

一杯前後 ろにか る うち帰 る。アラ レ切 り ぅす る側 じ甘酒が出た。心

ま じぬ くもる百姓 じゃきこすん 何 はの一でん食 うにゃ不 自由せん

今 日も幸せん束 の間ん一時でんある。

93



2月 …一 年 じ一 番寒 い季 節 風 も吹 く時期  山火 事 が 多 いが 畦 や岸

焼 きす るん も適 期 。 1日 正 月休 み ゃ農 家 で ん ゆ っ くり 若嫁 が里 帰 り

す るん も こん 頃 。気 苦 労 じヤ ツ レタ姿 に母 親 は 冷 てえ水 ぅ惜 しみ

の う使 ぅち ご馳 走 ん好 きな もん ぬ …母 な らで はん 心尽 くし。 セ リの

香 り、紅 梅 、 す いせ の花  沈 丁 華 の香 リ ウダイスん声 も。

麦 ん溝 あ げ シチ ョカニ ャ雨 水 が た ま る 寒 い時 に ゃ植林  割 木 が

ゆ う売 る る きハ リコム.薪 もん と り じ山 に入 りゃ 若 い しゃ楽 しい

ごた る。好 きな娘 ん 分 ま じ東 ぬ り ゃ あ た ―二 人 じそ こ らそん げ に

ゃ 姿 と隠 しち … …。藁 もそ ろ そ ろあげ に ゃ春 先 に ゃ 野 仕 事忙 し

ゅ うな る。薬 屋 さん が定 期 に回 っち来 て 情 報 が 飛 び まわ る。

麦 踏 み シヨル ト近 所 ん年 寄 りが  気 を効 かせ ち声 が か か るん も心

和 む 。『 ヨコ ワ ンナ 甘 酒 沸 い た き飲 み な―』 嬉 しい呼 びか け に

母 を思 い浮 か べ  目頭 が熱 ぅな る。母 は達者 か  どげ ―ゆ う しち く

れ てん 里 ん 母 に ゃ勝 てん 。 それ が ヤ ンガ チ何 十 年 もす りゃ こん だ

自分 が そ げ ― な る き 人 間 の世 界 は不 思 議 な もん でん あ る。

早 え しゃ も う雛 人 形 を 飾 りよ る 嬉 しい孫娘 に 自慢 す る年 寄 りん

横 顔 ん  鑽 は だて じゃね 一年 輸 が 見 らる る。 やん が ち 自分 もあ げ―

な るち思 うと 有意 義 な人生 を嫌 われん ごつ生 きテ ー トン思 う。心

だ き ゃ貧 しゅ うな りと―ね ― もん じゃが 。炭 火 じ焼 いた餅 ん 味 ゃ誠

ち ウメ ー もん  20日 正 月が 過 ぐりゃぼ ちぼ ち 温 うな っち春 。

と―ふ造 り、エ ン ドウん花が咲 き茶の花が 目に染む ごた る。炭焼

きん煙 りが山肌 を流れち オセダス男 しん馬子歌 が乙女心を乱す。

陽なた じツクロイモ ンぬす る脇 じ 孫が ヒヨンヒヨング リじ作 った

コマを なん と上手 に回 しよる。見よ う見 まね じ覚 えち いつん な

か め ―か上 手 にな った。 体 験 と 自習が ゴゲ ナ子 供 ん世 界 を

作 り 広 め ち育 っち い くん が 嬉 しい事 。 隣近 所 ん 人 たち も

自分 の子  孫 ん ごつ優 し ゅう暖 こ う見守 って んオ ル キか 。
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春 の七 草 …セ リ、 ナズ ナ、 ゴギ ョウ、ハ コベ ラ、 ホ トケ ノザ 、

スズ シロ、 ナ ズ ナ、 以 上が春 先 の代表 食用 と して 餅腹 酒 び た しの

胃腸 を守 る 生 活 の知 恵 でん あ ったん じゃろ う。 こげな習慣 しきた

り 思 い合 う気 持 ちが 四季ん つ れ づ れ に お互 いを気 使 い なが らに

移 り変 わ っち行 く。

3月 … そ ろ そ ろ猫 柳 、 レンゲ、 ツバ メん飛 来 じ 春 が や っち来 る

と も うテ ンシ ョム シ ョ忙 しゅな る。 麦 が背伸 び しヒバ リが さえ ず る

ん も  トー イ モん 伏 せ込 み、野 菜 ん 種 ま き、野 焼 き畦焼 き、植 林 、

ワク ドも鳴 き始 む る と ひな人 形 が並 ぅじ女 ん 子 は嬉 しそ う。 ば ば

さん が手 際 ゆ う並 べ ち チ ヨコ ン ト座 っち ょるなん か絵 に な る な。

春 田を起 こ しち前 畦 ぅ切 る と 土 ん 中か る虫 が震 いあが っち 出 ち

来 る。蜘 妹 が 時ん め ―エバ ぅ張 る もう春 ん 息 吹 きが そ こ ら じ ゅ う

に。 春祭 り神 楽  在 所 ん じが 来 るち聞 くと とにか くご馳 走 並 べ ち

接 待 。薪 小 屋 を チ ョイ ト眺 め ち 冬 ん 間 に取 り くうだ薪物 が  は り

こ一 杯 積 ん じゃる と 親 たち ぁ安 心 しち土 産 ん餅 ぅさげ ち イ ヌル .

そん 反 対 ん 年 じゃつ て あ る 病 人 が お った り仕 事 ん 段取 りが 悪 い

と 薪 物 小 屋 に ゃ トー ミーが寂 しい ごつ あ る。 薪 もん なチ ョコ ッ ト

祭 りに来 た親 も 早 々 に引 き上 げ ち ムゲ ネ コサ レ。学校 ん お別 れ 遠

足 もあ りゃ も う卒 業 式 も近 ぇ。『 百 姓 すん のか』『 …… …』 返 事 が

重 て ― な ― ひ どす ぐるに毎 日ん 生 活 見ち ょる き で ん誰 か せ に ゃち

長男 が心 に決 む り ゃ 他 の子 た ち ゃ養 子 か 分 家 にな る。

粉 糠 三 合 あ り ゃ養 子 行 くな … ち言 い よ ったが な。 でん いの ち き に

ゃ変 え られん きそれ もいいか。 『 あ っ こん 養 子 はマ コチゆ う働 く』

こ うな り ゃ も う しめ た もん じゃが 。人 知 れん 苦労 も待 っち ょる。 春

にな りゃア タデ忙 し ゅな っち  仕 事 ぁ目が 回 る ごつ あ る。

これ も宿 命 じそん運 命 と正面 か る勝 負  そ き―百 姓 ん底 力

も出 るん かん 知 れ ん  それが百 姓 冥利 でん あ った けん ど。

ψ
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4月 …早 ぇ家 に ゃ も う鯉 の ぼ りが 立 っち ょる。苗 代 シコ ウが あ っ

ち こ っち じ 茶 摘 み ぅス ンノ ジャ ロ ゥ茶 園 の掃 除 も。春 田起 こ しが

進 む と藁 あ げ、 岸 切 り、馬 屋 ん 肥 だ し、気 の早 え じゃ籾 ん選 別 も。

そ ろそ ろ出 は じめ た ワラ ビ、 タケ ノコ、 サ ンシ ョウ、 ミツバ  なん

か ん 押 し寿 司が 味覚 ぅそ そ る。 隣 ん じが ク レタな チ ッ トジ ャキ 又

どん こん ね ― うめ ―。

五 月人形 も飾 るごつ な りゃ鯉 のぼ りが賑やけえ.花 だ よ りもそろ

そろにな りゃ 梅 も大 き ゅうな った。梅 ぅチギ ッチサ トガラを折 っ

ち ギ シギ シも子供ん食 い物 。ゆ うまあ腹 もセカ ンことか。長雨 も

こん頃 に ゃ降 る 女 ご しゃツクロイ洗 た く 男 しゃシュロナヮ作 り

もう 日が長 ぅな った き早起 きん じが 一仕事 しち帰 リヨセ ン仕事

ぅ追 い回す。 まあゆ う働 くち思 うた らもうす ぐ 嫁 ごが来 るん と。

イ タ テケ、 ラ ッキ ョウ、 カ ジヵ 春 野 菜 が 出 回 る と なん か しら

ん 気 忙 しい。 そ う こ うえす る うち山間部 じゃ苗 代 。 ック ドが 鳴 くき

イ チベ 忙 じゅ うな っち くる。 『 茶 を飲 まん な』 『 忙 しい き』『 忙 し

い な皆 一緒 で 』 釣 り こまれ ち茶 を ヨバ ル ル と 茶受 けに火焼 きが

出 た。『 こ り ゅ う早 ぅ言 わん き も―』『 悪 いん な らい いで』 『 ア リ

ュ ミヨ ま た そ げん こつ ゆ う』 爆笑 した一 時 はや っぱ い い もん。

井 路普 請 にサ ンワを 踏 み 固 め ち 昔 ん じの知 恵 が 今 でん通 用 す る

農 村 。 あ ち こちか る茶 摘 む話 し声  セガ ワ レチ高 い声 は こん春 アル

イ タ嫁 ごか 。 婿 じょうん 側 に駆 け寄 っち甘 ゆ る も う ふん とち ゃ。

そ げ ― しち こ こん土 地 ん水 に馴 染 む。 そ しち子 を 生 み 育 て姑 に な る

歴 史が  くり返 さ る る故 郷 の状 況。

昭和 36=55年 頃ん 野 津 原 農村 の 生 活描 写 移 り変 わ り 4月 ん

場 面 。 そ ろ そ ろ 出稼 ぎ もあ り生 活様式 も 随分 ゆ うな っち来 たが

現 金 収 入 を求 め る労 力 の あ り方 :こ も 移 動 が変 化 が 出始 め てん お っ

た。 そ しち若 妻 ん店 が 開店 を す る。
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5月 … ツバ メが 巣 づ くりを始 め 茶 摘 み も忙 しゅな った。 鯉 の ぼ

りん 竿 に環 が カ タカ タ音 響 か せ ち 男 ん節 句 ダ ンゴが粽 と配 らる る

と  『 や っぱ来 たか 祝儀 せ に ゃの や』 本 当 は嬉 しい もん じゃが 。

ア ジサ イ、 ツ ツ ジ、 アザ ミ、 も う夏 ん ごた る 日ざ しに田植 え準備 。

や ん が ち梅 雨 入 リナ リャ も う 麦 は濡 らす ワキイ カ ン し 苗 は太 る

き田 こ しらえ も忙 しい。 降 って ん 仕事 ぁひ とめん 。

み かん の花 ん 香 りに酔 うごた る 山肌 ん 天 水ん 田 は降 った時 こ し

らえ ん と 田植 え が 出来 ん き気 が 許 されん 。川原 ん イ ドラん 花 ん 白

いん が 目に シム ゴ タル そベ ー  ホ タルが つ ― じ来 た。娘 た ちが 夜 風

にス ソな びかせ ち 相 手 を待 っち ょるん か 。 たば こん志止 め や ら

竹 ん 皮 ぉ拾 うの ん こん 頃が 一 番。

カ ンカ ラが あ った き取 っち きた ら ば あ さんが 手 際 ゆ う餅 う炊 い

ち ょる。年 寄 りが 手 慣 れ た食 い物 ん世 話 は 外仕 事 うす る しに ゃ誠

ち有 難 て ぇ。早 生 ん 麦刈 りが は じま リヨセ ン こん だ 田植 え準 備 も

進 む。 そん 方 へ ら じゃたば こん下 葉 と り も。百姓 ん仕 事 ぁ も う油 断

しち ょり ゃ も う l時 の め ― に追 い越 され ち しま う。

『 やん か た も う トイ ムケ植 え たん か』『 遅 いな誰 で んす る きの 』

嫌 気悪 回は常 日 ごろか らん ジ ョウ ク。 そ げ な □喧嘩 ま じりが あ る き

ふ ん と ズ ウ ゴ シガ イ トーデ ンこ らえ ち仕 事 す る。地 獄入 りち 言 う

ごつ こん 5月 6月 ぁ 猫 ん手 も借 りて え ごた るが の う。 み つ ば ちが

ハ リコ ミヨル。 あれ もイ ノチキ これ もの やふ ん と。

山苺 ぅふ とろ くさん チギ ッチ 若 い しが 戻 って来 た。青 年 団 の 男

た ち は人 手 ん 少 ね え 家 に 加 勢 した戻 り道 じ苺が あん ま り目 に ち い

ち。牛 飼 いす る娘 た ち もそ げ な姿 にち ょい と 惚 れ たん か側 に よ り

添 うなあ マ ング ラ じゃね え。 皆 ん 気持 ち も解 けお うち微 笑 ま しい。

何 は の うでん ひづ うでん働 き よ りゃ き っといい事 もあ り ゃ嬉 しい

事 もあるもん じゃ。 ソレコス幸せその もん じゃ。
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6月 …春 田起 こ しの後 に撤 いた ダルが  染 み くう じ肥料 に な る。

そん 頃ん精 一 杯 ん肥 や し。 そん肥 だ め も風 呂さ きや ら 洗 た く水 も

入 っち ょつ た ごた る。 年 4回 グ レー は汲 み 出 さん と 用 足 しん 時 い

おつ りが 跳 ね上 が ち 尻 べ て 一 ひつ つ く事 もあ る。 隙間風 ん 吹 きあ

ぐる上 チ ョウズ場 で ん 寒 さは コタユ ル し年 寄 りに ゃ尚更 。

ア ジサ イ、 クチナ シ、 ユ リん花 が 咲 き 暑 さが もう夜 が 明 くる と

す ぐこたゆ る。春 蚕 が アガ リは じめ  タバ コん乾 燥  麦刈 りなん か

と交 差 しち 日植 え ん 準 備 か る早 え しゃ 田植 え持 え。朝 起 けち見

た ら隣ん じゃ苗 を取 っち しま う。 そ げんふ う じゃ き田植 え も早 ぇ。

油 断 しち ょ ると畦 ご し植 え ラル ルか ん知 れん 。

松 ん剪定 す る しもあ りゃラ ッキ ョーん 漬 け込 み 。 ウナギ ぅ手 さ ぐ

り じ取 る若 い し、 テ ボ ツ ケ しち朝早 ぅ引 き上 ぐりゃ 重 て え手 ごた

え に顔 が ほ ころぶ。 大 雨 が 降 り ゃ水 がね ―天水 田 も田植 えが 出来 る

。 エ ン ドー、 トーマ メが熟 れ  ビワ も色 づ く。竹 の子料理 や らカ ン

ラ ンの酢 味 噌 あえ 牛 馬 ん使 い手 が 仕事 ぅ しなが ら 回 ぃ運 ぶ 火焼

きん ウメー コ ト腹 ん 減 っち ょり ゃこす。

田植 えが機 械 化 さ る りゃ そん分 出稼 ぎ も多 ぅな っち 託 児所 や

共 同 じ手 マ ガ イ じち 田植 ぅす る しも だ ん だん 多 ゅうな った。 田植

え ん 済 ん だ若 い夫婦 が里 ん加 勢 か  雨具 を抱 え ち車 じ出か くる。 農

業 が様 変 わ りす る流 れん 中 じ 農協 市場 に野 菜何 かが 山積 み され

非 農 家 ん しが 朝 買 い に来 るのん  時 代が新 しゅな った証 じゃろ う。

手 回 しん い い家 は トイモん草 取 り 山ん下 狩 り 竹 ん皮 を集 め ち

干 す と収 入 に もな る。 タバ コの跡地 に も日植 え準 備 が は じま り 里

ん 景 色 は 日一 日 ごち ―変 わ っち行 く。大 雨が 降 り続 い ちカ ラ リ晴

こん だ ジ リジ リ暑 い 日が 続 く。 そ しち夕 立 雨 が ガ ラガ ラ雷 も鳴 る。

夏 本 番 な遠 慮 の 一押 しか けち 人 間 ぬ ヨコ ワセ ン もん じ元 気 か 。

★  百 姓 農 家 ん年 間 行 事 作 業 毎 月編 … 7月 か ら 12月 分 な『 続編 の

m8』 に掲載の予定です。達者にしち  電メちも

待 っち ょつ ち な。 98
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ち ゃん と 目を 開 け ち 見 ち ょつ たけん ど  『 ま っと目を ひん み ― ち

見 らに ゃ』 ち  怒、られ た。 1亡 しいな い いが片 面 ほた らけ― ち  ど き

い ウ ッセ タ ンカ どん こん な りゃせん。 ゆ う見 よ った ら片 隅 ん 自 ん 脇

い 片 一方 が あ った き今度 ぁ 目をつ ぶ して ん 解 る き  『 こき― あ

った ど』 大 声 じお る一だ ら『 やか ま しい』 ち 笑 い よ る。 しまた

つ かん ち思 うたが  こげん や ち 一取 り合 うて ん始 ま らん。

★  まっと… もす こ し。 ひんみ―ち… うん と開 けて。ほた らけ―ち

…捨てて しま って。 どき―…どこに。 ウ ッセタ ンカ…捨て たの

か。 どん こん な りゃせん …どうに もこうに もな らない。ゆ う…

よ く。つぶ してん …つむ って も。 こき―… ここに。お る一だ ら

…叫んだ ら。やか ま しい… うるさいと。 しまたつかん …ど うに

もな らない。 こげけんや ち―… こん な個性 の人間に。

こん な に説 明 が つ くと納得 も行 くで しょ う。 解 りに くい方 言 は人 間

の心 の 中の謎 言 葉 か も知 れ な い。然 し使 って い る と何 とな く暖 か な

情 愛 も 含 まれ て い るか ら生 活 の方便 と して 長 い問使 わ れ た の で

あ るので しょ う。 文 字 以 上 の意 味 もあ る方 言 に は そん な人 の心 優

しい思 い も含 まれ て い るの です 。

★  七 瀬 川 子 守 唄 が あ ります。子守 奉 公 に出 た娘 が里 恋 しい思 い

に 子 守 ど う しか ら苛 め られ る と 無 性 に腹 が た ち救 いを 求

め た い気 持 ち。 で も人 間社会 の貧 富 は それ を敢 えて  区別 し

て もい るが  それ に耐 えて こそ人 間性 も育 つ もの。 やが て年

が あ け た娘 は物 や金 は な くて も それ以 上 の人間性 の宝 物 を

も らった と思 う。生 涯 の貧富 とは心 の貧 富 で あ り 見か け判

断 で は価 値 が つ け られ ないよ う。

1 母 は達 者 か  ,歩 けば三 里 、

じゃまな  あん 山

影 を落 と した 七 瀬 川

2 子守 あ や しち 水車 ん 脇 じ

こな され  泣 いた

日暮 れ 悲 しや 七 瀬 川
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3 夜 風 が 肌 を  心 を責 む る

櫛 け したてん

恨 む思 いん 七 瀬川

4 過 ぎたあん 瀬 も 情 けん 淵 も

花 せ せ らぎに

抱 い ち くれ そ な 七 瀬川

丸木 橋 ぃち ょこん と立 ち 流 るる落 ち葉 ん 行 く先 ぅ 考 ゆ る と もの

ぅ見つ む る子 守 。『 ど う したん か 』『 ……』『 何 が お ったん か』

え 一 と気 が ち ― た娘 。 見 る と涙 が ポ ロ リ……・『 コ ッチキ ナ ー』 五 助

は も うた ま らな い心 情 。 じゃけん どど うにん な らん 宿 命 。 涙 を拳 じ

押 しぬ ぐ― うと  『 しょわ ね ―の や』『 … … …』 黙 って 頷 いた。

あん娘 年 頃姉 さん かぶ り いつ か覚 え た馬子 唄 を ……やん が ち 唄

もこげん ふ ― に変 わ り 覚 え ち『 あん時 ぁ五 助 さん  本 当 に嬉 しか

った』 ち 言 う 日が あ るち信 じち 流 した涙無 駄 にす ん な ぇ。笑 顔

が 戻 った子守 娘  辛 い事 もあ る悲 しい事 でん あ る人 生 じゃ。 それ が

あ る き嬉 しい時  喜 びん 味 が 人 一 倍大 っきいん じゃろ う。

『 風 邪 ぅひ くなや』『 うん 』『 ほん なの 一明 日は よ こい じゃきの

遊 び来 り ゃいい』『 行 って ん いい』『 い い とん え  じゃけん ど言 う

ち 来 な ぁえ 心 配 す る き』 『 は い』 素 直 に言 いつ けを守 っち  ド

ドリなが ら家 に急 ぐ娘 ん 後 姿 を 五 助 は い っと き追 いなが ら……馬

を 引 い た。涙 が頬 を伝 わ るのん や っぱ人ん 親 。

水 車 小 屋 ん方 か る物 つ き したば あ さん が  背負 い荷 を腰 ぅ曲 げ ち

歩 いち来 た。『 水 車 〈クル マ》 ぇ来 たん な さか しい ゴタル な』

『 さか しい な 口ば っか り じ もう勝負 あ ったが の ぅ』『 そん くれ ぇ

口 さか しゅか りゃ し ょわ ね ―わ な』『 今 日は トゲ ーナ儲 けん方 は

』『 まあ ま あ じゃな』『 そげ 一言 う所 るみ る と ケ ック シャいい ん

じゃろ ぅ 籍 子 ん 帯 で ん 買 うち くれん な』『 い いで 買 うち ゃろ う』

『 ふ ん とか え や め ち ょこ う 後 腹 せ くきな』 二 人 は大 声 じ笑 う

た けん ど そげ な優 しい心 くば りん言 葉 が 出ん のん  相手 を 思 う気

持 ちが 豊 か じゃ き じゃろ う。
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アオ ょい さ め よ宿 場 は そ こ じゃ あれ が 街 道 ん石 だ たみ  馬 ん 蹄

ん カ ッポ カ ッポ音 ん じち 五 助 ん戻 り荷 が宿 にち ― た。馬 にや ん の

か気 を利 か しち女 ご しが  ダ ノモ ン桶 を ひ っさげ ち来 る。汗 ん 湯 気

が ホ ワー ト立 つ 馬 ん 背 中 ぅち ょい と撫 ず る と 荷 を 降 ろ しは じめ た

らボ ック リ履 い た 近 所 ん娘 がつ ― じ来 た。

愛 くる しい 目 じ五助を じっと  『 お嬢 さんサカ シイナはいお土産

げ』 ぶ っき らぼ うに指 し出えた包 み。月初めん帰 り荷ん時 に ゃ

いつ も竹 田 じゃき土産餅 ぅ買 ぅち来 ち くるる。 そ リー甘 ゆ るごつ待

つ娘んなん と純粋 な子供心。つ― じ出たぬ見た親が『又 もうおねだ

りす るき』 ち f亡 しゅ追 いかけたんが  ダマ シ じゃもん じゃき石 ん

端 しけつ ま じ―た。

慌 つ るや ら痛 え や ら じ泣 くに も泣 けん が  お礼 を 言わ に ゃあ いす

まん 。え ― と痛 ぇ足 ぅ引 きず っち来 た ら もう娘 は ム シ ャム シ ャ餅

ぅ食 い よ る じゃね ぇな。『 そ げな育 て か た した覚 え はね ―』 そ げ

言 いたそ うな顔 じ  『 奥 様心 配 せん で い い いです  わ しが あ げ た ん

じゃ き』 それ が 聞 くほ う じゃた ま らぬ悔 しさ。

『 す まん なえ  家 じゃ ヒロ ヒロせ ん の じゃが 』『 子供 は皆 お な じ

じゃき ほかん 物 が 珍 しいん じゃこと』  『 … ……』 親 ん知 らん

子 供 ん世 界 そ こに ゃ物 珍 しい生活 に 仲 間 入 り して ―子 供 心 が 浮 き

彫 り もされ ち ょる。 自分 か た じゃどげ ― い い もん 食 うて ん  隣 ん 麦

飯 ゃ うめ ― もん じゃ き強が り ゃ禁物 .

五 助 さん も母 親 の気 持 ち ゃ痛 いほず 解 るが  子供 ん正 直 な気 持 ち

が 嬉 しゅう じ そん 反 対 に母 親 ん差 別 じん だ考 え に 可 哀相 な感 情

も湧 いち くる。『 ど げ ― あ るか のや  は い食 いな あ』『 うん  うめ

ぇなえ』 笑 顔 が 崩 れ ち 回ん傍 ん ア ンが  平 口 にゆ う似 合 う。 母 親

ん 心 貧 しい に泣 きて ぇごた る五助 。 思 い代 え ち母 子 と連 れ の うち話

す 道 を親 子 の影 が  細 長 ぅ写 し気 持 ち も落 ち着 くごた る。
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五 助 ん涙 はむ げね こ され

こんめ―時か る隣 じ育 ちマル ジ子供ん ごつ む どが った娘が嫌 う

ぬ―潮時ち無理 に勧 めち 歩 いたんが もう 3年 前 じゃつた。それが

あげ―嫌 いよ ったんが縁 た―ゆ うした もん。なか なか どうしち愛縁

ちゆ うんか  :夫 婦仲 もい いに働 き者 じゃき みん なか る好 かれち ょ

る。姑 も目に入れてん痛 ぅね一ち自慢す る。

五 助 さん が こん 頃風 邪 ぅひ いたん か  ち っと ヨ ロケ た ごた るに

かぶ さ うちす る ごつ  弱 っち顔 色 もゆ うね ぇ。 そ げ な話 ぅ誰 が言 う

たん か タマ ガ ッチ  そん 娘 が 見舞 いにつ 一 じ帰 った。心 配 させ め ―

ち元 気 な所 ぅ見 せ た もん じゃき 安心 しち チ ッタ心残 り もす るけ ん

ど 帰 る こち ― な っち暇 乞 い。馬 子 唄 ぅ聞 きて ぇち甘 ゆ る。

無理 かん 知 れ ん じゃが 断わ りゃ ムゲ ノーモア ル。 勇気 震 いた た

せ ち唄 う馬 子 唄 ぁ山 か る里 に響 く。『 それ以上 は唄 わすん な』周 り

ん じが  心配 す り ゃ五 助 は娘 ん気 持 ち に添 えん ち。歯 を食 い しば っ

ち唄 う うち 色 目が あが っち真 っ青 にな った。 見兼 ね た近所 ん した

ち ゃ も う おお ごつ じゃち止 め さ ゅうちす るが。

娘 は飛 びよ っち涙 むせ ばせ ち  『 もういい もういい五助 さん』

真剣堪えて流す まいと思 うたに 五助ん 目か ら涙 ポ ロポ ロ。抱 きあ

う二人ん姿 に貰 い泣 きす る周 りん したち。甘えたい気持 ちを満た し

た五助 と 解 って いるのに無理強い した馬子唄。娘 は許 して ほ しい

ち心 じつぶや き 口に ゃ甘えてんいい じゃろ うち 心 に もね 一言 葉

を出 して恥 じ入 る。

倒 れ そ うな仕 種 が や ん が ち治 ま っち  『 心 配 ね ― き』手 じ帰 れ ち

くり返 す 動 作 に 後 ろ髪 引か れ る思 いの娘 も忙 しい休 み に 帰 る こ

とを許 して くれ た家 族 の事 も義理 があ る。『 いい よな』『 い い とん

気 を つ き ぃや』 目 と 目で 見送 る心 には ほのぼ の光 っち ょつ た。
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ち ょい と一 言 メ モ

カ ンカラーサ ル トリイバ ラ、サ ンキ ライ、 カララ などか ら移 り

変 わ った方言。所 によ り異 な る。

ボケ な い生 活 …神 仏 を信心 す る こと。 心 の問題 で あ る。

仲 間 を大事 に 気持 ち よ く暮 らす。

人 の世 話 に感 謝 す る。

物 を読 み、聞 き、書 く。

よ く笑 い 感動 を忘 れ な い。

趣 味 を楽 しみ  楽 しい 日々で あ る。

いつ も存 在 の 輝 く人 で あ る。

人生 と明 か り…太 陽 と月が基 本 で あ った。夜 明 け と共 に起 き 日暮

れ と共 に寝 る。

火 が 出来 て 焚 き火 、 コエ マ ツ、菜種 油 を灯 芯 で

使 うい 行 灯 に な る。 木 猟 か ら蝋燭 が生 まれ て

提 灯 に よ る移動 も可 能 に な る。

水 力 発 電 の電 灯 、 ガ ス の発 達 、電池 に よ る文 化 器

材 .

太 陽 光 熱利 用 の電 力 、 湯 沸 か し、省 エ ネル ギ ー。

風 力利 用発 電利 用 。 波 差 利 用 発 電。原子 発 電 。

世 の中が め ま ぐる し く変貌 す る中で  古 きよ き時代 に使 わ れ た

生 活用語 の方言 は 書 くことの不 自由 な時代 を 生 き抜 いて大 切 に

使 い受 け継 が れ た  『 生 活 文化 財 』 で もあ ります 。

取 り組 ん だ『 方 言 調 査 』が  そん な意 味 を大 切 に して収 拾 した記

録 と して  いつ か き っ と振 り返 って『 ゃ って ょか った』 と 自負 出

来 るそん な気 持 ちが して い ます 。
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人 間 なん か一言嫌 わ るる こつ 一 言 わん と気

のす まん じが お る。 折 角 嫁 が 作 っち くれ た

夕 食 ん お かず に『 もち っと甘 え ほ うが い い』

とか  『 甘 す ぐる』 とか。 ほん な 自分 じ作 り

ゃい い に そ りゃせん じ箸 ぅ持 っち 待 ち構

え ち ょるなん か最 低 。

よけいなこと…ひ ょぃとす りゃ違やせん。間違 いなかろ うな ―。

人並 み したん じゃろ うな。みん な帰 った き残 り ぅ

分 くん の。 もいっぺん見せん なえ。

に くたれ 、 文 句 … そ れ でん い いん か え。 そ りゃ― も うか ろ う。 本

当 は言 い となか った けん ど。他 ん じゃよか ったん

じゃな。 ゅ う分 けたん な。残 った な どげすん の 。

あん しに ゃゆ う した な。

透 か し見 る… あん しないいんな。や っぱ言 うた通 りじゃろ ぅ。

じゃき一言言 いな―ち。 ほ らみなよかった じゃろ

う。 あげんふ うがよかろ うか。 ひょ ぃとす りゃ悪

いで。 あん しにゃ言 いなんな。 あん たん こつ―言

いよ ったで。 そげんふ うに ゃ思わん。

こげ なふ うに 一 言 多 いや りと りが ゆ う見 らる る。 それが方 言 が

入 る事 じ誤解 が起 こ る事 も少 の うねえ。☆  『 人並 み したん じ ゃろ

うな』

『

疑 うよ うな  え こ贔属 す るよ うな錯 覚 を 。『 皆帰 った き分

くん の』 ぼ 自分 も貰 わ ね ば損 、半端 の処 分 は 当事 者 に……余 分 な ひ

と言 が 入 る と信 頼 まで壊 す 。『 あん しに ゃゆ う した な』 ξ な どか け

られ た よ うな文 旬 、 疑 いの 日で 見て い る嫉 妬心 。『 そ げん ふ うに ゃ

思 わ ん 』 C自 分本 位 な考 え の人 が多 いので  折 角 うま く行 く事 が 人

の指 図が 入 って  目茶 苦 茶 に壊 れ る事 も少 な くな い。言 葉 の難 しさ

もそ こにあ るが  :方 言 は 時 と して 笑 いを誘 って  助 け船 と もな る。
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